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　　　プロローグ




「え、すぐに強くなる方法を教えてくれ？」

　季節は春。桜の花びらで訓練場が彩いろどられる頃ころ。

　黒くろ峰みね勇ゆう也やの質問に、その女性はこてんと首をかしげた。

　少年よりも年上の、美人のお姉さんだった。

　夕焼け色の長ちよう髪はつを撫なでるように指で弄いじり、うーむと顎あごに手を添そえる。もう片方の手は逆側の腰こしに当てられ、服を押し上げる大きな二つの膨ふくらみが強調される。

「あ、それ、藍あい葉はも知りたいかもです」

　手を挙げたのは、後こう輩はいの少女である蒼あお宮みや藍葉だった。勇也と一いつ緒しよに先さき程ほどまで自主訓練に励はげんでいたせいか、蒼色の長髪が運動着に張りついている。

　勇也と藍葉は外敵から国を守る王城直属の〈近この衛え兵〉になったばかりの学生であり、それゆえに力を身に付けようと必死になっていた。けれども、一向に伸のびないその実力に悩なやんで、通りかかった教師役である女性に訊たずねていたわけだった。

　女性──神かみ代しろ夕ゆう日ひは困ったように笑う。

「そんな魔ま法ほうみたいな方法はないかな。やっぱり日々の積み重ねが大事だし。でも、秘ひ訣けつっぽいのはあるかな」

「秘訣、ですか？」

　藍葉が首をかしげると、夕日は勇也をちらっと一いち瞥べつして。




「──恋こいをするの。その人のことを絶対に守りたいって思えるぐらい」




「……はぁ」

　訝いぶかしむ声とともに、勇也は眉まゆをひそめた。

　隣となりでは、藍葉が何な故ぜか夕日を意味ありげな視線で見ていた。だが、その心中は勇也と似たようなものだろう。

　その反応は予期していたのか、夕日は柔やわらかな表情で微笑ほほえむ。

「いつかわかるよ。絶対に守りたい──二人にそんな恋こい人びとができたときには。それぐらい恋の力は凄すごいんだから」

　そう語る憧あこがれの女性はとても美しくて。
















　今はまだわからなかったが、いつかは理解できるのだろう、と。

　あのときはまだそう思っていた。

　それから、数年後──




　　　　　　　◇




「ごめん、夕日……やっぱ全然理解できないわ」

　泣き出しそうな声を漏もらして、勇也は眼前の光景に困こん惑わくしていた。

　まるで遊園地そのものとなった都市。その隙すき間まを縫ぬうようにラブホテルが乱立し、大気中に散布された霧きりには『恋れん愛あいとは平和なり。恋愛とは自由なり。恋愛とは力なり』というスローガンが刻印されている。

　そして何よりも驚おどろくべきことは、この都市が恋の力で成り立っているということ。

　勇也が半笑いで乾かわいた声をこぼしていると、藍葉が隣で服の袖そでを引っ張る。

「先せん輩ぱい、戸と惑まどうのは後にしてこっちに集中してください。今がどんな状じよう況きようかもう忘れたんですか？」

　藍葉の声で、勇也は前へと向き直った。

　視界三百六十度。ビルの屋上を埋うめ尽つくすように、銃じゆうを持ったテロリストが取り囲んでいた。銃口はこちらに向けられ、逃にげられる隙すきは一いつ切さいない。それどころか、ヘリコプターが騒そう音おんを奏でながら宙に留とどまり機関銃の照準すら合わせてきている。

　絶体絶命の状況。一秒先には蜂はちの巣になっていそうな状況で、藍葉は至し極ごく真ま面じ目めな顔つきで腕うでを組んで柔やわっこい肢し体たいを押し付けてくる。

「さあ、先輩。──藍葉といちゃいちゃして世界を救いますよ」







　ここは恋愛至上都市。

　恋愛強者が闊かつ歩ぽし、恋愛弱者が淘とう汰たされる都市であり。

　いちゃいちゃすることが正義の世界だ。







　　　【第一章】　英えい雄ゆうたる双騎士パラディンの日常




「くそっ、どうしてこんなことになったんだ！」

　雲ひとつない、晴れやかな蒼そう穹きゆうのもと。

　オートバイで寂さびれた倉庫街を駆かけ抜ぬけながら、黒くろ峰みね勇ゆう也やはただひたすらに逃げていた。

　世界で最も栄えい華がを誇ほこる〝水の都〟──水みず神がみ島じま。

　島の輪りん郭かく部分には多数の港が設置されており、毎日、各国の船が往来している。当然それに合わせて、港の周辺には倉庫が建ち並ぶことが多い。ここもその内の一つだ。

　しかし、数年前に、国の政策によって近きん隣りんの市場が移転してからはすっかり荒こう廃はいしてしまっていた。以来、人の目が入りにくいことから、この放ほう棄きされた倉庫街はある種の人々にこっそりと利用されている。

　例えば、犯罪組織の一員などに。

「っ！」

　オートバイをほとんど地面に擦すれるように傾かたむけ、勇也は急激に曲がった。

　甲かん高だかい擦さつ過か音。無理な体勢でほぼ直角に走行するが、それでも背後の追っ手を振ふり切ることはできない。

　背後から迫せまってくるのは、数十匹ぴきの鋼鉄の〈猟りよう犬けん〉だった。

　大気中に含ふくまれる魔ま力りよくをエネルギーとし、術式によって制せい御ぎよされる機械兵器──〈魔導機装〉である。

　魔導機装の形は様々で、生物をモデルにしたものはもちろん、剣けんから戦せん艦かんなどありとあらゆるものがある。それだけに留まらず、その内部機構は日常的に使う製品にも利用されているほど。この世界は魔導機装で成り立っているといっても過言ではない。そして付け加えるならば、武器として使用された場合の脅きよう威いは通常のそれとは一線を画す。

「ひぃっ！」

　猟犬たちが一いつ斉せいに口から吐はき出した炎ほのおの弾だん丸がんに、勇也は情けない悲鳴をあげた。

　視界を埋め尽くすような焰ほのおの雨。目標から外れた弾丸がコンクリートを抉えぐり爆ばく発はつを次々と起こす。それに加えて、遠くから発はつ砲ぽう音が響ひびいたかと思うと車体を掠かすめていった。人間の手による遠えん距きよ離り狙そ撃げきだ。

　爆発と弾丸の暴雨の中を、勇也はオートバイを必死に操作して切り抜ける。

　どうして、こんなことになっているのか？

　思わず口にしてしまったが、そんなことわかりきっている。──自分が依い頼らいを安やす請うけ合いしてしまったせいだ。

　今回の依頼は、この都市に違い法ほう薬物を密輸入している犯罪組織を取り締しまって欲しいというもの。規模は小さく、それ故ゆえに簡単にカタがつくはずだった。

　だというのに。

「いったい何なんだよ、この状況は！」

　勇也はアクセルを踏ふみ込みながら喚わめいた。

　追っ手の集団は明らかに小規模とはいえない。それどころか、今までお目にかかったことがないぐらい大規模の組織だ。でなければ、自分にこれほどの数の追つい跡せき者を向かわせることができるはずもない。

　この嫌いや気けしかしない状況に、舌打ちをしたそのとき。

　見計らったように、耳に嵌はめた小型の通信機から陽気な声が響いてきた。

《はろはろー、先輩まだ生きてますか？》

「蒼あお宮みや？　その声は、蒼宮か!?」

　思わぬ援えん軍ぐんの知らせに、勇也は歓かん喜きの声を発した。

　通信機の向こうから聞こえてきたのは旧知の少女の声だった。気に食わない奴やつだが、この窮きゆう地ちには願ってもない助すけっ人とである。

「いいところに来た、蒼宮！　頼たのむ、後ろの連中を何とかしてくれ！」

《えー、どうしようかなぁ》

「へっ？」

　早さつ速そく応おう援えんを要よう請せいするが、予想外の返答に、勇也は間の抜けた声を漏らした。

「おい、蒼宮……？　何言ってんだ、お前？　僕の状況わかってるんだよな？」

《もち、わかってますよ。先輩が怖こわい人たちに絶賛追われているところなんですよね？　というか、藍あい葉はがいるところからバッチリ見えてますし》

「な、なら、何を出し惜おしみしてるんだよ！　さっさと助けてくれ！」

《でもでも、それと藍葉が先輩を助けるのは別じゃないですかー？》

「はっ？」

　意味がわからず、惚ほうけた顔をつくる。

　その表情を遠くから見ているのか、藍葉はくすりと声を漏らして。

《だって、藍葉が先輩を助ける理由はありませんし。なんなら、先輩ごとまとめてやっちゃった方が楽そうじゃないですか？》

「なっ！」

《まあ？　先輩が助けてくださいって泣いて懇こん願がんするなら話は別ですけど》

「ふ、ふざけんな！　なんで、僕がそんなことをしなきゃいけないんだ！」

《あ、今の先輩の態度のせいで、藍葉やる気なくなっちゃいました》

「噓うそです！　助けてください蒼宮様！」

《涙なみだ出てませんよ？》

「鬼き畜ちくか、お前は！」

　役者でもないのに、咄とつ嗟さに涙が出るわけないだろう！

　その間にも、オートバイが爆発の衝しよう撃げき波はで傷つけられていく。

　このままでは、あと持って数分程度だろう。その前に、何か手を打たなければ本当に洒落しやれにならない事態に陥おちいってしまう。

「おい、蒼宮！　僕はお願いしただろうが！　早くしてくれ！」

《うーん、どうしようかなぁ。先輩がもう一つ願いを叶かなえてくれるなら、藍葉のやる気が出そうなんだけど》

「この期ごに及およんで、お前は僕に何か注文するつもりなのか！」

《あ、なんか声が遠くなってる。通信切れちゃうかも、先輩》

「何でもご注文を、蒼宮様！」

《じゃあ、今度の日曜日、藍葉と一いつ緒しよに水みず神がみランドに行きませんか？　あ、もちろん、先輩の全額奢おごりで》

「は、はぁ!?」

　これまた予想外の返答に、勇也は素すっ頓とん狂きような声を発した。

　水神ランドとはカップルや家族連れで賑にぎわっている遊園地である。キャストたちは超ちよう一いち流りゆうの者ばかりで──そのため、入るだけで高額の料金を取られてしまうところなのだ。

　そんな場所で、全額出費なんて。

　別に払はらえない額ではないのだが、痛い出費には違ちがいない。

《あ、別に、先輩はお金だけ払っていただければ帰ってもらっても構いませんよ？　用があるのは、先輩の財さい布ふだけなんで》

「それ、僕が行く意味ねぇだろ！」

《嫌いやなら断ってもいいですけど。その場合は──》

「わかったわかったわかった！　払う、払えばいいんだろ！　だから、さっさと助けてくれ、蒼宮！」

《らじゃーです、先輩！　──じゃあ、頭をさげてもらっていいですか？》

　最後の台詞せりふは、通信機からだけではなく頭上からも響いてきたものだった。

　つられるように、勇也は視線を上げる。

　上空。そこにいたのは、大おお鷲わしの魔導機装にぶら下がっている一人の少女だった。

　背中まである蒼色の長ちよう髪はつ。思わず視線が惹きつけられる赤い瞳。黙だまっていれば儚はかなげな印象さえ与あたえる容よう貌ぼうだったが、歪ゆがめられた口元はそれを打ち消すぐらい小悪魔的だった。

「行きますよ、先せん輩ぱい！」

　大鷲にぶら下がる少女──蒼宮藍葉は手を離はなして落下した。

　くるりと空中で舞まいながら、藍葉は両足に装備したホルスターから二丁の拳けん銃じゆうを抜き放つ。照準は勇也の背後にいる追っ手たち。次の瞬しゆん間かん、空中だというのに銃口を一切ぶらすことなく、藍葉は何度も引き金をひいた。

　放たれた八発の弾丸が猟犬に直撃し、周囲を巻き込んで爆発を起こした。もちろん、ただの拳銃ではなく魔導機装だからこそ行える技わざである。

　爆風に煽あおられて、車体が不安定に大きく揺ゆれる。

　それにもかかわらず、藍葉は器用にオートバイの前部分に着地した。

　勇也の視界を遮さえぎる形で。

「待て待て待て！　なんで、ここに着地するんだよ！　っていうか、前が全然見えないだろうが！」

「しょ、しょうがないじゃないですか！　ここ以外、足場がないんですから！」

「さっきの大鷲は!?　あいつはどこに行ったんだよ！」

「ああ、ハクちゃんですか？　あの子は傷つくのが嫌なんでお家うちに帰しましたけど」

「魔導機装なんて傷ついて当たり前だろうが！　お前馬ば鹿かじゃねぇの!?」

　勇也が非難の声を浴びせると、藍葉はあからさまにムスッとした表情をつくった。

　しかし、何かを思いついたのか妖あやしげな笑えみを浮うかべると。

「でも、いいじゃないですか。先輩にもいいことあるんですから」

「いいこと？」

「ほらほら、藍葉、スカートなんですよ？　その位置からだと、下着見えるんじゃないんですか？」

「それのどこがいいことなんだよ」

　メリッ。

　藍葉の足が、勇也の顔にめりこんだ。

「ぎゃああああああ、顔が！　顔が！」

「その位置からだと、下着見えますよね？　見えたら嬉うれしいですよね？」

「いや、そもそもお前の足で見えてねぇよ！　それに別に嬉しくも──」

「う・れ・し・い・で・す・よ・ね？」

「嬉しい、超嬉しいっす！　蒼宮様マジ最高！」

　二次災害を予見して、勇也はほとんど反射的に答えた。

　当然の如ごとく踏まれていたせいで、まったく見えていなかったけれども。

「……で、これからどうするんだよ？　まだ、全員を撒まいたわけじゃないぞ」

　背後には、襲しゆう撃げきから復帰した猟犬たちがいた。

　藍葉のおかげでかなり数は減っているが、決して少ないとは言えない。

「それは安心してください。藍葉が調べた情報によれば、ここから数百メートル走ったところに隠かくれるのに最適な倉庫があります。そこに一時的に隠れて反撃に出ましょう」

「オッケー、お前にしては良い案を出すじゃないか」

　その案に賛同すると、勇也は更さらにアクセルを踏み込んで指定の倉庫に滑すべり込んだ。

　藍葉の言う通り、そこは隠れるのに最適な倉庫だった。

　外から見ても目立たないし、中は予想以上に広い。小窓も幾いくつかついているので、倉庫の中から外の様子を窺うかがうこともできそうだ。

　しいて、問題を挙げるとするならば──




『ふふ、まさか、ネズミが自ら檻おりにやってきてくれるとはな』




　敵もここを拠きよ点てんとしていたことぐらいだろうか。

「蒼宮、お前ふざけんなよ！　どこの世界に、敵のど真ん中に行く馬鹿がいるんだよ！」

「だ、だって知らなかったですもん！　こんなのわかるわけないじゃないですか！　というか、そもそも先輩が悪いんですよ！　潜せん入にゆう捜そう査さなのに、バレるようなヘマするから！」

　喧けん嘩かしていると、二人を包囲するように魔ま導どう機装の影かげが次々と浮かび上がってくる。

　それだけではない。倉庫の扉とびらが開かれると、海には巨きよ大だいな武装船が隊列を組んで並んでいた。その数、十隻せき。ぎゅおんという低音とともに全すべての砲ほう門もんがこちらに向けられる。

「……は、ははっ、最悪だ。こんなの何回目だよ。またあいつに騙だまされた。こいつらどう考えても、薬の売人程度の犯罪組織じゃないだろ。明らかにテロリストじゃねーか」

　半笑いとともに、勇也は暗い瞳ひとみで空を見上げた。

「あいつ、今回は危険は少ないって言ってたくせに！　もうやってられるか！　これで僕がこんな仕事するの最後だからな！」

「それはこっちの台詞です！　藍葉だってもうやりませんからね！　異国の王子様でもつかまえて、悠ゆう々ゆう自じ適てきな贅ぜい沢たく生活を送ってやるんです！」

　自や棄けを起こしたように叫さけぶ二人に、親玉らしき人物が武装船の甲かん板ぱんに出てきて問う。

『ふふ、流石さすがの世界を救った双騎士様も生を諦あきらめたか？』

「はっ？　諦めた？」

「まさか、冗じよう談だんを」

　けれども、その問いに対し、二人は疲つかれた顔で笑っただけだった。

「「──この程度で諦めてたら、魔王なんか倒たおせるか」」

　魔王から世界を救った騎き士し二人は、首にかけたアクセサリーを引き千切り。

「星せい霊れい機装【黒剣士グラデイエーター】──起動」

「星霊機装【蒼銃士ガンナー】──起動」

　そのボイスコマンドとともに、己おのれの武器を顕けん現げんする。選ばれた者しか使用することができない〈魔導機装〉──いや〈星霊機装〉と呼ばれる剣けんと銃を。

　それは、絶対強者である〈双騎士〉の証あかし。

　百以上の銃口と砲門を向けられても尚なお、勇也と藍葉は唇くちびるの端はしを持ち上げる。

「さあ、来いよ」

「豚ぶた箱ばこに入りたい方から相手してあげますよ」







　五百年前。

　急激な気候の変化によって海面が上じよう昇しようしたことで、大陸が徐じよ々じよに海洋に吞のまれることになった。以来、海面は上昇し続け、ついには世界の95％が海の中に消えたのだ。

　しかし、変化はそれだけではなかった。

　大陸を吞み込んだ海から、魑ち魅み魍もう魎りようの化け物──〈魔族〉が現れるようになったのだ。

　魔族については、発生原因も、存在理由も、何もかも不明。

　わかっているのは人間を敵と認にん識しきしていることと、魔王と呼ばれる最上位個体は〈結けつ晶しようの巨きよ城じよう〉とともに海面を割って出てくることぐらいだった。サイズは、小さいなものは小鬼ゴブリン級から、大きなものは竜種ドラゴン級などと完全にバラバラ。現れた当初は、人類はその化け物どもに一方的に狩かられるしか術すべがなかった。

　それに対して、人間が取った手段は、かつて地上に存在したと言われる超常の技術──魔法の粋すいを集めた〈魔導機装〉と言われる特とく殊しゆな機械で、魔族と対たい抗こうすることだった。

　それから、数百年後。

　人類は、二人の少年少女──〈双騎士パラデイン〉と称しようされるようになった二人の騎士に救われていた。




　　　　　　　◇




　水神島。

　都市国家であるそれは世界のほとんどが海に埋うめ尽つくされた中で、今も尚残っている数少ない国の一つだ。かつて地上にあった知識は世界中でつぎはぎのように受け継つがれ、特に〝東洋の国〟の真上にあったこの都市ではその周辺の文化や慣習が強く広まっている。

　その全ぜん貌ぼうは、首都がある大きな島を中心として東西南北に四つの島が浮かんでいる、というもの。中央の島には白はく亜あの城が鎮ちん座ざし、外周には多くの船が停とめられるように港が整備されていた。都市の中には水路が張り巡めぐらされ、小型の船が行き来している。

　水と共生する都市国家。その光景を見下ろせる位置にある白亜の城──王城で、

「金輪際、僕はこんな危険な仕事はやらないからな！」

　豪ごう華か絢けん爛らんな装そう飾しよくが施ほどこされた部屋で、黒峰勇也は叫んだ。

　ちょうど高等部に所属しているぐらいの若さの少年である。顔は決して悪い方ではない。だが、焦こげ穴や切り刻まれた衣服を着ているせいで、幸さち薄うすそうな印象を与えた。しかも、着ている服が上等であるのが尚なお更さらそれを助長する。

　それも、もちろん、あの犯罪組織のせいだ。

　あの後、勇也たちはあの犯罪組織を潰つぶして捕とらえることに成功していた。けれども、その代だい償しようとしてかなり苦戦させられたのだ。

　ぶつぶつと文句を言いながら、王城から支給された上等な服に手を伸のばす。

　一応、勇也はこの王城では最高の待たい遇ぐうを受けられる身だ。

　その理由は、海面から現れ、世界中を恐きよう怖ふに陥おとしいれた〈魔王〉を討とう伐ばつしたおかげだ。

　当時、魔王に対抗できる人物はこの世界にいなかった。

　というのも〈魔導機装〉の頂点であり、何万という超高位魔法を絶ぜつ妙みようなバランスでまとめた武器──〈星霊機装〉である剣と銃を扱あつかえる者がいなかったからである。

　星霊機装とは、世界に溢あふれる魔力を一点に凝ぎよう縮しゆくさせて威い力りよくを発揮する武器。

　だが、その代わりに反動が凄すさまじく、限られた者──製作者の文ぶん献けんによれば星霊機装に好まれた者しか扱うことができないのだ。

　三年前、偶ぐう然ぜん、勇也は星霊機装の一つである剣に選ばれた。それが王おう都との学生だというのに〈騎士〉などという不ふ釣つり合いな称号を与えられることとなった所以ゆえんの一つだ。

　そういった経けい緯いもあって、以来、勇也は王城では王様にも劣おとらないおもてなしを受けているわけだった。

　まあ、それは自分だけではないのだが。

「先輩、着き替がえ終わりましたか？　そろそろ時間ですよ」

　ちょうど着替え終わったと同時に、部屋の中に入ってきたのは、もう一つの星霊機装に選ばれた少女・蒼宮藍葉だった。

　藍葉は王都学園の後こう輩はいであり、勇也とともに魔王を討伐した者だ。それに加え、勇也と同じく〈騎士〉の称号を与えられ──二人で〈双騎士〉などとも言われている。

　だけれど、藍葉は魔王討伐戦において、ほとんど……あまり活かつ躍やくしていなかった。役に立ったのは、精せい々ぜい全体のほんの二割程度といったところだろうか。

「……まったく、先輩はいいですよね。藍葉と一いつ緒しよにいただけなのに、こんな待遇を受けられて。実際、あの魔王討伐戦で先輩が役に立ったのなんてたった二割ぐらいですし」

「はぁ？」

　肩かたを竦すくめて言う藍葉に、勇也は眉まゆをひそめた。

「何言ってんだ？　二割はお前だろ。蒼宮は覚えてないのか？　魔王にトドメを刺さしたのが誰だれだったか」

「はっ、先輩こそ覚えてないみたいですね。トドメを刺すためのお膳ぜん立だてをしたのが、いったい誰だったのか」

　やれやれといった調子で、溜ため息いきをつく藍葉。

　その馬鹿な勘かん違ちがいに、勇也は額に手を当てて嘆なげく。

「……おいおい、勘かん弁べんしてくれよ。そのお膳立てのために、魔王相手に時じ間かん稼かせぎしたのは僕だろうが」

「いやいや、先輩こそ勘弁してくださいよ。その時間稼ぎの案を出したのは、そもそも藍葉なんですけど」

「あぁっ？　さっきから黙だまって聞いてれば、なんだよ？　もしかして、魔王に勝てたのは自分のおかげとでも言うつもりか？」

「はぁっ？　先輩こそ何か勘違いしてるんじゃないんですか？」

「言っとくけど、僕は前の決けつ闘とうの決着をここでつけてやってもいいんだぞ？」

「藍葉こそ、先輩の人生に決着をつけてあげてもいいんですよ？」

　顔を突つき合わせると、勇也と藍葉は殴なぐりかからん勢いで、視線で火花を散らして。

「黒峰様、蒼宮様。お時間でございます」

　外から響ひびいてきた声で、二人は鼻を鳴らして顔を逸そらした。

　目を合わせることなく、勇也と藍葉は部屋の外に出る。

　扉の前で待っていたのは、王室の紋もん章しようが刻まれた制服を着ている男性近この衛え兵だった。

〈近衛兵〉──この水神島を外敵から守るために王城に仕える者たちの一人である。魔族と戦うのはもちろん、この都市国家の治安を維い持じするのも彼らの仕事だ。勇也と藍葉は〈騎士〉であるが、元々は近衛兵でもあった。

　男性近衛兵に導かれながら、二人は城内を歩いていく。

　しかし、

　……王城、か。

　人間が十人横に並んでも広々とした廊ろう下かを歩きながら、勇也は内心で呟つぶやいた。

　王城に呼び出されるなんて嫌いやな予感しかしない。これまでの経験上、だいたいが危険な任務に無理矢理向かわされるなど、碌ろくでもないものばかりだ。

「先輩？」

　勇也の表情を見てか、藍葉が悪戯いたずらっ子このような笑えみを浮うかべる。

「どうしたんですか、浮かない顔をして？　緊きん張ちようしてトイレにでも行きたくなったんですか？　藍葉がついて行ってあげましょうか？」

「そんなわけないだろ。っていうか、お前も半分ぐらい勘かん付づいているんじゃないか？」

「何をです？」

「あいつが自ら僕たちを呼ぶとき、良いことがあった例ためしなんてないだろうが」

「……まあ、そうですね」

　記き憶おくを探さぐるように、藍葉が眉み間けんに皺しわを寄せた。

「前回呼び出されたときは、数百人のテロリスト集団の中に突っ込まされましたし」

「その前は、確か魔族の残党狩がりだろ」

「それはその更さらに前ですよ。前々回は、今日みたいに潜入捜査です。ま、どっちにしろ碌なものじゃありませんけど」

　はぁーと、藍葉は苦労が上乗せされた声を漏もらした。

　大方、今まで受けてきた仕打ちでも思い出したのだろう。表情も一気に暗くなって、纏まとう空気もどんよりとしたものへと変わった。

　やがて水の都が彫ほられた扉とびらの前に辿たどり着くと、男性近衛兵が中に入るように促うながす。

　だが、二人の足は遅ち々ちとして前に進まない。それもそうだろう。この中に入れば、面めん倒どう事が降りかかってくるのは間ま違ちがいないのだから。

「……先輩、藍葉なんか帰りたくなったんですけど」

「……そんなの、僕も同じだよ」

　けれど、危険な依い頼らいを断るためにも、この奥にいる人物とのコンタクトを避さけるわけにはいかないのだ。

　男性近衛兵がこほんと咳せき払ばらいをする。二人は揃そろって溜息をついて。

「……行くか、蒼宮」

「……そうですね、先輩」

　互たがいに声をかけて、あるいは裏切らないように確認を取ると、二人は扉の向こうへと足を踏ふみ出した。

「よく来てくれたな、二人とも！」

　暗雲を吹ふき飛ばすような快活な声。

　駆かけ寄ってきたのは、一人の男だった。

　年ねん齢れいは、勇也よりも三つ上の二は十た歳ち。髪かみは黄金色で短い。精せい悍かんな顔つきをしており、力強い足取りからは、服の下に引き締しまった身体からだがあることを容易に想像させた。

　名前は、金こん剛ごう若わか竹たけ。

　この水神島の若き王であり、無茶な依頼をしてくる張本人である。

　この王様とは、三年前──つまり、星せい霊れい機装に選ばれて以来の付き合いだった。それからというもの、勇也たちはこの王様から度たび々たび出動要よう請せいを受けているのだ。

「勇也、藍葉、今回の任務もご苦労だった。だが、今回も危険な目にあったと聞いたぞ。二人とも怪け我がは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　言いながら、若竹が不安そうな表情をつくる。その姿は、まるで旧友を案じているかのようだ。いつもは悪態や罵ば倒とうで始まり、そのまま無理難題を押し付けるというのに。

「若竹、僕たちは大丈夫だが……」

「だが？」

「何か変だぞ。いったい、どうしたんだ？　変なものでも食ったのか？」

「変？　何を言っているんだ、勇也？　私はいつも通りだが？」

　大おお仰ぎように両りよう腕うでを広げて、にこりと笑う若竹。

　この男を知らない者であれば、爽さわやかな笑顔に見えるだろう。

　しかし、勇也には悪魔が笑っているようにしか見えなかった。

「先輩、先輩っ。若竹様、機き嫌げん良さそうですよ。案外、何もないんじゃないんですか？」

「騙だまされるな、蒼宮。僕にはわかる。あれは、仮の姿だ。裏で何か仕組んでいるに違いない。じゃないと、こんな対応するわけないからな」

「先輩、どんだけ捻ひねくれてるんですか……」

「いいか、蒼宮。気だけは抜ぬくなよ」

「はいはい、わかりましたよ」

　ぶつぶつと呟きながら、藍葉は頷うなずいた。

「しかし、二人には毎度助けられてばかりだな」

　そんなことを言われるとは露つゆ知しらず、若竹は微び笑しようを浮かべて二人を見つめた。

「お前たちのおかげで何度この国が救われたことか。お前たちがいなければ、この国はもうなかったかもしれない。私は王などやっていられなかったかもしれない。今一度、全国民を代表してお前たちに礼を言おう」

　若竹が深々と頭を下げる姿に、勇也は目を丸くした。

　そんな光景など見たことがなかったからだ。いつもなら感謝の代わりに、依頼を投げてくるはずなのに。それだけではなく、お礼まで言うなんて。

　これは本当に機嫌が良いのかもしれない。

　若竹の行動に、側そばに控ひかえていた老人が眉間に皺を寄せて声をあげる。

「若竹様！　前から言っておりますが、一国の王がそう簡単に頭を下げてはいけませぬ！」

「いいのだ、爺じい。この者たちは特別なのだ。私は二人のことは友だとも思っている。友ならば、お礼を言うのは当然ではないか」

「若竹、お前……」

「若竹様……」

　若竹の言葉に感動して、勇也たちは目を潤うるませた。

　なんて素す晴ばらしい奴やつなのだろうか。無理難題の危険な任務ばかり吹ふっ掛かけてくる若竹のことを、正直あまりよく思っていなかったどころか、王様やってるからって調子に乗ってんじゃねぇよ糞くそ野や郎ろう──とすら思っていたのに、それは誤解だったのだ。

　王という立場にあるはずなのに、勇也のことを友と思っているなんて。

　これだけの器量を持った人間が他にいるだろうか。

「二人には後日たくさんの褒ほう美びを送らせるつもりだ。いつもより金額は多い。それで身体を十分休めて欲しいと思っている」

「いやちょっと待ってくれ、若竹。褒美はいいんだ」

　勇也は隣となりをちらりと見た。藍葉がこくりと頷く。

　金剛若竹は実は良い奴だった。それがわかったというのは非常に大きなことだが──それでも、勇也たちがこの仕事を辞やめたいという気持ちは変わらない。引退したいというのは冗じよう談だんなどではないのだ。とても残念だが、若竹にはそれを告げなければいけない。

　若竹が耳を疑うように眉をひそめる。

「本当に褒美はいいのか？」

「ああ、褒美はいい。だけど、一つお願いしたいことがあるんだ」

「お願い、か。褒美を受け取らずに、そう言うとはよほど重要なことなのだろうな。いいだろう、言ってみろ。友である勇也と藍葉が願うことなら、私が何でも叶かなえてやろう」

　ふわりと、若竹が微笑む。つられるように、勇也と藍葉も口角を上げた。

　いつもなら、引退するなどと言った次の日には国外追放をされていてもおかしくない。

　だが、今の若竹なら笑って許してくれそうだ。

　それに立場は違えど、勇也と若竹は友達なのだ。快く賛同してくれるに決まっている。

　笑顔で、勇也はそれを口にする。




「僕たち引退したいんだ」

「それは無理だ」

　友達じゃなかった。




「おい、こいつらを捕とらえろ。逃にげられたら面倒だからな」

　若竹が今までの温おん厚こうな雰ふん囲い気きを捨てて命じた。途と端たんどこからか黒服の大男たちが現れ、二人の両手首に手て錠じようを嵌はめる。慌あわてて外そうとするが、勇也の力ではビクともしない。

「おい！　若竹、お前さっきと言ってること違うじゃねーか！」

「違うとは？」

「友達のお願いなら何でも聞いてくれるんだろ！　僕たち、友達なんだろ！」

「引退したいなどと言う者は、友とは呼べないな」

「じゃあ、お前の言う『友』ってなんだよ？」

「私の思い通り動く駒こまだ」

　それを、友とは絶対に呼ばない。

「さて、何な故ぜそんな戯たわ言ごとを口にするようになったかはだいたい想像がつく。大方、危険だらけの生活に嫌いや気けがさしたとか、そんなところだろう。だが、そんなことはどうでもいい。重要なのは、今回の依頼を受けるか否いなかそれだけだ」

　そう言って凶きよう悪あくな笑顔をつくる若竹は、いつもの悪わる巧だくみをする糞野郎だった。

　やはり最初のは演技だったらしい。ということは、今回の依頼は相当厄やつ介かいということなのだろう。こいつが対応を丁てい寧ねいにするなんて、やはり碌なことがない。

「さあ、勇也、藍葉。受けるのか受けないのか？」

「え、藍葉たちに選せん択たく権があるんですか？」

「あると思うか？」

「ですよねー」

　若竹が犬歯を剝むき出しにすると、藍葉が諦あきらめたように嘆たん息そくした。

「だが、今回の任務はお前たちの意思でついて欲しいのだ。まあ、無理だと言われれば脅おどしてでもやってもらうしかないが」

「それ、藍葉たちの意思で任務についたって言うんですか……」

「言うわけないだろ。っていうか、そもそもお前は僕たちが本当に脅しに屈くつすると思っているのか？　こんな手錠で、僕たちの動きを封ふうじたつもりにでも？」

　挑ちよう戦せん的に見やって、勇也は隠かくし持っていたナイフで手錠を切断した。

　普ふ通つうのナイフではなく、魔力で刃はを生成する魔導機装だ。鎖くさりが断たち切られ、床ゆかに音をたてながら落ちる。隣を見ると、藍葉も同様に手錠から脱だつしていた。

　勇也と藍葉は学生である。

　だが、伊だ達てに騎き士しをやっていたわけではない。これぐらいは朝飯前だ。

「お前の言う通り、僕たちはもう危険だらけの生活は嫌なんだ。僕たちはもう任務には絶対につきたくない」

「どんな条件を出されても、考えを改めるつもりはないのか？」

「ああ」

「どうしても駄だ目めか？」

「ああ、どうしてもだ」

「藍葉はどうだ？」

「藍葉もです、若竹様」

　真しん剣けんな光を宿した瞳ひとみで、藍葉は若竹を見つめて頷く。その光が決して揺ゆるがないことを察したのだろう。少しの間まの後、若竹は息を吐はいて微笑を浮うかべた。

「……そうか。どうやら、私が思った以上に決意は固いようだな。わかった、諦めよう」

「わ、わかってくれたのか？」

「ああ、ここまではっきりと言われれば無理強じいをすることはできないだろう。……今までご苦労だったな。お前たちが辞めるとなれば問題が山積みだが、そこは何とかしよう。これからの人生を大いに楽しんでくれ」

　その宣言に、二人は顔を輝かがやかせた。目を丸くして慌てて訊たずねる。

「ほ、本当にいいのか？　自分で言っておいて何だか、僕たち本当に辞めていいのか？」

「う、噓うそじゃないですよね？　冗談じゃないですよね？　あとで取り消すって言っても、藍葉絶対にやりませんよ？」

「噓でも冗談でもない、勇也と藍葉には散々助けられたからな。今まですまなかったな、色々と押し付けてしまって。勘かん違ちがいさせてしまったかもしれないが、その感謝の気持ちだけは決して噓ではない」

「若竹、お前……」

「若竹様……」

　思わず瞳の端はしに浮かんだ涙なみだを、勇也は指で拭ぬぐった。

　人は話し合えばわかり合うことができる。それがここに証明された。こんなに素晴らしいことがあるだろうか。

「しかし、困ったな」

　と、そこで。

　どこか演技くさい様子で、若竹が呟つぶやいた。

　何かあるのだろうか。勇也をちらりと見ると、若き王様は言う。




「隣の国の王女から騎士様にと縁えん談だんが来ていたのだが、断るしかないな」

「任務の話、聞かせてもらおうか」

　勇也は若竹の前に跪ひざまずいた。




「先せん輩ぱい、何言ってるんですか！　さっきまでの話はどこに行ったんですか！　どんな条件でも揺るがないんじゃなかったんですか！」

「いやだって、隣の国の王女っていえばあのおっぱいだぜ？　あのおっぱいはしょうがねぇよ。あのおっぱい貰もらえるなら、僕任務やるわ」

「どれだけおっぱい欲ほしいんですか！」

　手のひらを一いつ瞬しゆんで返した勇也に、藍葉が声を荒あららげた。

「ああ、勇也はきっとわかってくれると思ったぞ。流石さすが、騎士の中の騎士だ」

「よせよ、若竹。僕はこの国の平和のためなら何でもするって、前にそう言っただろ」

「さ、最低です、この先輩！　己おのれの欲望のためにあっさり手のひらを返しましたし！」

「で、藍葉はどうする？」

　若竹がにこやかな笑えみとともに視線を向けると、藍葉はたじろいだ。

　勇也は偉えらそうに両りよう腕うでを組む。

「おい、何を躊躇ためらってるんだよ蒼宮。自分のこと優先してる場合じゃないだろ。僕たちは平和を守る騎士なんだぜ」

「真っ先に、己の欲望を優先させた人だけには言われたくありませんし！」

「まあ落ち着け、藍葉。今回の任務は、お前にとって悪い話ではない」

　そう言って、若竹が藍葉にごにょごにょと呟く。

「……というわけで……ずっと……いられるんだぞ？」

「……それは……かもしれませんけど……」

「しかも……上う手まくいけば……一いつ緒しよに……」

「うぅっ……そういうこと……わかりました」

　一ひと頻しきり喋しやべると、若竹が藍葉から離はなれた。

　何か良い条件でも提示されたのだろうか。藍葉の顔はほんのり赤く染まって、口元を隠すように覆おおった手の隙すき間まからは小さな笑みが覗のぞいていた。

「なあ、蒼宮。お前は何を言われたんだ？」

「な、なんでもありません！　先輩には全然関係ないことですから！」

　とにもかくにも。

　二人は己の欲望に従う形で、新たな依い頼らいを受けることになったのだった。







「で、実際に何をさせようって言うんだよ？」

　数分後。王城の執しつ務む室で、勇也と藍葉は椅い子すに座っていた。

　目の前の机には、湯気を立ちのぼらせる紅茶とお菓か子しが置いてあった。それを口に運びながら訊ねると、若竹は一枚の紙を広げた。

「任務について説明する前に、まずはこれを見てくれ」

「なんだ、これ……未来に関する一考察？」

「まあ、題名は堅かた苦くるしいものだが──簡単に言うと、予言者による予言だ」

「そういえば前の魔ま王おう襲しゆう撃げきのときに迅じん速そくに対応できたのも、それのおかげでしたっけ？」

　紅茶の香かおりを堪たん能のうしながら、藍葉がどうでも良さそうに言った。

「ああ、その通りだ。その予言者がまた予言をよこした。過去のデータを見る限りでは、的中率は90％近い。ほとんど将来に起こると思ってもいいだろう」

「いったい何が起こるんだ？」

「魔王の復活」

　若竹の返答は簡潔だった。流石に聞き逃のがすことができず硬こう直ちよくする。

　たっぷり数秒間絶句した後、恐おそる恐る口を開いた。

「……噓だろ？　魔王ってあの魔王じゃないよな？」

「残念ながら、あの魔王だ」

「冗じよう談だんだろ。あんなの、もう一回起こればこの国は滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ……」

　いくら出現時期がわかっていても、その被ひ害がいはタダでは済まない。

　なにせ、前回の魔王出現では世界中の人口の三割が死んだと言われているほどなのだから。人が対たい抗こうできるものでもなければ、それを消し去ろうとするなんて不可能に近い。星せい霊れい機装の使い手以外は、文字通り魔王に傷一つすらつけることができないのだ。

「で、出現時期はいつなんだ？」

「二十五年後」

「えっ？」

「二十五年後だ」

　若竹が再度繰くり返すと、勇也はほっと息を吐き出した。

　二十五年後。それだけ時間があれば色々と対策できるだろう。魔王相手にも安全で有効的な策が見つかるかもしれない。そう。例えば──

「つまり、藍葉たちに後こう継けい者を育てて欲しいということですか？」

　まさに脳内で考えていたことを、藍葉が口に出した。

　これから二十五年後というと、勇也と藍葉はとっくに現げん役えきとは言えない年ねん齢れいだ。肉体的な意味ではない。星霊機装が若い男女しか使い手として選ばないからだ。

　となると、これから二十五年もの歳月を使って後継者を探して育てるのが妥だ当とうだろう。

　……と、思ったのだが。

「違ちがう。それも一つの手だが、お前たちにやってもらいたいのはそれじゃない」

　藍葉の推測に、若竹は首を振ふった。

　どうやら、若竹には違う策があるらしい。

　勇也の頭では、あとは未来に直接行くぐらいしか思いつかない。

　──なんて、な。

　脳内に湧わき上がってきた馬ば鹿かげた考えを、勇也は一いつ笑しようした。

　まさか、そんなことを本気で言うわけがない。冗談にもほどがある。もし、本気で言う奴やつがいたとしたら、そいつは掛かけ値ねなしの大馬鹿ものだ。

「お前たちには未来に行ってもらう」

　掛け値なしの大馬鹿者だった。

「ちょ、ちょっと待て！　未来に行ってもらうって流石に冗談きついぞ！」

「そ、そうですよ！　そんな魔法聞いたこともありませんし、そんな魔導機装だってありませんよ！」

「そんなことは百も承知だ。だが、ないならつくればいいだけの話だろう？」

「なっ、まさか──」

「そのまさかだ」

　にやりと笑って、若竹はパチンと指を鳴らした。

　その音に合わせるように、またもや黒服の男たちが現れると、二人のそばに椅子型の不思議なアイテムを置く。

「未来に行く魔導機装をつくらせた。これで問題はないだろう？」

「もういっそ、魔王を倒たおすアイテムを作ればいいだろうが！」

　まさかのとんでもアイテムの出現に、勇也は全力で突つっ込こんだ。

「それができれば苦労しない。星霊機装の使い手であるお前たち以外では、魔王に傷すらつけられないのだからな。お前たちを未来に送り込んだ方が遥はるかに簡単なのだ。二十五年間で、次の後継者が無事に見つからないかもしれないしな」

「そんなわけないだろ！　どう考えても、未来に行く方が難度高いだろ！」

「……というか、これ本当に未来に行けるんですか？　どっちかといえば、藍葉には拷ごう問もん器具としか見えないんですけど」

　若竹が持ってこさせた不思議アイテムは、間ま違ちがっても未来に行けるハイテクな道具には思えなかった。カラフルなコードが這はい出ていたり、何故か棘とげや枷かせがとりつけてある以外はただの椅子のようだ。確かに拷問器具にしか見えない。

「……これ、当然実験したんですよね？　未来に行ってきたんですよね？」

「さあ、それはわからないな。なにせ、これは未来に行くだけのアイテムだからな。本当に未来に行けるかどうかは、実際に体験してみるより他にない」

「ん？　未来に行くだけのアイテムって、もしかして……」

「おい、やれ」

　若竹の命令で、勇也と藍葉は瞬またたく間に椅子の上に乗せられた。

　カシャン。間かん髪はつを容いれずに、枷が両腕と両足につけられた。じたばたするが枷はびくともしない。ついでにナイフも取り上げられ、完全に脱だつ出しゆつする術すべを失う。

「ああ、ちなみに」

　それらすべてを見届けて、若竹が嗤わらった。

「そのアイテムに過去に帰る機能はついてない」

「ふざけんな！　そんなことだろうとは思ったよ！」

　くそっ、やはり若竹の思おも惑わくに乗るんじゃなかった！

　なにが、王女様だ！　なにが、おっぱいだ！

　わかっていたじゃないか、碌でもない任務であることは。

　わかっていたじゃないか、若竹が優やさしく接してきた時点で任務が過去の最高の危険度を持つことぐらい。

　正直、魔王討とう伐ばつほどの危険な任務はないだろうと舐なめていた。

　だが、これはなんだ？　未来に行って復活する魔王を討伐しろ？　ふざけるな。魔王を倒すだけではなく、そもそも辿たどり着けるかもわからない「未来」に行けなんて。前回の魔王討伐よりも遥かに危険だ。

「では、二人とも出発の時間だ。健けん闘とうを祈いのる」

　若竹のその言葉で、椅子が駆く動どうすると震ふるえ始める。けれど、悲鳴のようなその音はどう考えても誤作動を起こしているようにしか聞こえない。

「ふざけるな！　今すぐこれを外せ！　さもないと、お前をぶっ殺してやる！」

「はっはっは、出来もしないことを言うな。それに、そんなに暴れると失敗する確率が増えるぞ？」

「嫌いやだ！　嫌だ、まだ死にたくないです！　藍葉は幸せな老後を送りたいんです！」

　しかし、そんなことを叫さけんでいる間に、光が満ちて視界がホワイトアウトしていく。

　同時に、意識が光に押し潰つぶされるように薄うすれていく。

　意識を失う寸前、勇也は若竹のこんな声が聞こえたような気がした。

「では、二十五年後でお前たちを待っていよう。もちろん、過去に帰れるアイテムと一いつ緒しよにな」

　そうして、意識が闇やみに吞のみ込まれた。







　　　【第二章】　二次元を守護せし者ども




「…………っ」

　頭に響ひびく鈍どん痛つうで、黒くろ峰みね勇ゆう也やは意識を覚かく醒せいさせた。

　頭を振って周囲を眺ながめる。家だろうか？　どこか心の中でそう思いつつ、ぼぅーとしていると、記き憶おくがいっぺんにフラッシュバックしてきた。

　最も早はや日常となっていた危険な任務。藍あい葉はとの口くち喧げん嘩か。犯罪組織の壊かい滅めつ。そして王城に呼び出されてある任務を請うけ負ったこと。

　それらを脳内で何とか処理し終えると、未いまだ微睡まどろみの中にある頭でぽつりと呟つぶやく。

「……ここは、未来なのか？」

　しかし、それに返答する者はいない。ゆっくりと頭を動かして周囲を見み渡わたすも、隣となりには誰だれもいなかった。壊こわれた椅子と暗くら闇やみがあるだけだ。

「……蒼あお宮みや、蒼宮はいないのか？」

　もう一度囁ささやくように、この地じ獄ごく巡めぐりに付き合わされたパートナーの名前を口にするが、先さき程ほどと同じように藍葉からの返答はない。

　もしかして失敗したのだろうか？　それとも一時的にここにはいないだけ？

　そんなことを考えつつも、勇也は暗闇から這い出すように四つん這いで歩いて。

　──潮風が頰ほおを撫なでる。

　暗闇の先。勇也の瞳ひとみに映ったのは、ネオンの光を撒まき散らす都市の姿だった。

　やや記憶にあるものとは違う様相をしているが、間違いなく水神島だ。

「成功したのか……？」

　思わずそう言うが、ここが王城ではないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。首を回した限りでは、どうやらここは巨きよ大だいな船の上らしい。豪ごう華か客船、とでもいうのだろうか。派手な装そう飾しよくがあちこちに施ほどこしてあるこの巨大な船は、水神島の近辺の海域を静かに進んでいた。

　と、そこで気づく。

　廊ろう下かはおろか、デッキにも、視界に映るところすべてに人ひと影かげが見えないことに。

　どこかの部屋に集まっているのだろうか。これだけ大きい客船だというのに、人が誰もいないというのは流石さすがにおかしい。

「……とにかく、探してみるか」

　独り言を口にして、勇也は当てもなく足を適当に踏ふみ出した。

　藍葉がいないことも気になるが、それよりもまず現状を把は握あくしておくべきだろう。

　勇也は分厚い絨じゆう毯たんが敷しかれた階段をのぼっていく。

　それから、人声が聞こえる部屋を見つけたのは数分後のことだった。

　人声が微かすかに響く扉とびらを僅わずかに開けて、おっかなびっくり中を覗のぞく。

　部屋の中は、外の闇を吹ふき飛ばすほど燦さん然ぜんと煌きらめいていた。

　白い炎ほのおと化したシャンデリア。精せい緻ちな紋もん様ようが描えがかれた赤い絨毯。小さなテーブルが部屋のあちこちに置かれており、立食形式なのか、大勢の人が談笑しながらテーブルの上の食べ物に手を伸のばしていた。

　どうやら、パーティーの真っ最中だったらしい。

　その事実に安あん堵どの息を吐つくと、勇也は改めてパーティーの様子を観察した。

　一見する限りでは至って普ふ通つうのパーティーの光景だ。二十五年前とさして変わらない。

　だが、ここは勇也がいた時代とは違って、二十五年後──近未来なのだ。

　この時代にしかない、新しいパーティーの慣習があるかもしれない。

　どこか期待しつつも見ていると、幹事らしき少年が台座の上に乗って盃さかずきを掲かかげる。




　何故か、壁かべに貼はられた二次元美少女の抱だき枕まくらに向かって。




「二次元嫁よめに乾かん杯ぱい！」

「「「「乾杯！」」」」

「いやいくら何でも新しすぎるだろ！」

　予想外の音おん頭どに、勇也は大声を発した。

「おい、今の声なんだ？」

　思った以上に、音が響いてしまったらしい。勇也の声に反応して、この会場にいる人間の瞳が一いつ斉せいにこちらに向けられた。怪け訝げんな視線がいっぺんに体たい軀くに突き刺ささる。

「なぁ、誰だ？　オレの船にこんな奴を招待したのは？」

　ずかずかと、一人の少年が屈くつ強きような男たちを引き連れて歩み寄ってきた。

　一いつ瞬しゆん、性別を迷ってしまうほど中性的な風ふう貌ぼうの少年だった。

　月光を束ねて編んだかのような銀色の長ちよう髪はつ。服装は漆しつ黒こくを基調としたもので、白銀の十じゆう字じ架かが胸の上で躍おどっている。オッドアイなのか瞳の色が左右で異なっていたが、そのどちらにも明めい瞭りように疑念の光が浮うかんでいた。

　不ま味ずい。もしかすると、入ってはいけないパーティーに紛まぎれ込んでしまったのかもしれない。勇也は引きつった笑えみを浮かべた。

「僕は怪あやしいものじゃない。ほら、至って無害そうな顔してるだろ？」

「くく、それはどうかな。なぁ、誰かこいつの身体からだを調べてくれないか？」

　先程音頭を取っていたリーダー格の銀髪少年が指を鳴らすと、別の男が勇也の服へと手を伸ばした。やがてシャツに刻印された王城の紋様を見つけると、口笛を吹く。

「おい、こいつ王城関係者だ。近この衛え兵の可能性があるぞ」

「俺たちを調べてたのか？　その勇気は賞賛ものだが、一人で大した武器もなしに突っ込んでくるなんて馬ば鹿かなんじゃないか？」

「あるとすれば、ほら？　燻くすんだ剣けんのアクセサリーだ」

　男が首からかけた剣のアクセサリーを突つつくと、あちこちから笑い声があがった。

　しかし、この物言い──ここに集まる人々は明らかに普通ではない。何かの犯罪に手を染めた者たち。そういった印象を受ける。

　……まったく、ついてないな。

　自身を嘲あざ笑わらうように、勇也は内心で呟いた。

　今日だけで、犯罪組織に追われ、未来に飛ばされ、そしてまた犯罪組織に遭そう遇ぐうしてしまった可能性がある。運が悪い、では済まない驚きよう異い的なツキの悪さだ。

「まあまあ、落ち着けよ。僕はお前たちに危害を加える気はない。お前たちが何者なのかも興味はない。ただ、あの島まで帰してくれればそれでいいんだ。この船にはちょっとした手て違ちがいで入っただけなんだ」

「ちょっとした手違い？　そんな言い訳で、オレたちが帰すと本気で思っているのか？　だとしたら、あんた、よっぽどの大馬鹿者だな」

「よく言われる。学校じゃ成績は常に下から数えた方が早かったからな」

「あんた、オレたちが何者か知らないのか？　知ってたらそんな舐めた口がきけるはずもないもんな」

　そう言うと、銀髪少年が胸を張って自じ慢まんげに宣言する。

「特別だ、あんたには大サービスで教えてやるよ」

「いや興味ないって言ってんだろ。いいって、どうでもいいから、僕をあの島まで帰してください」

「いいか、一度しか言わないからよく聞けよ」

「いいって言ってんだろ！　人の話聞けよ！」

「オレたちはあの〈二次元嫁の騎き士し団〉だ！」

「どっちにしたって知らねーよ！」

「なに!?」

　銀髪少年が目を飛び出さんばかりに驚きよう愕がくした。

「噓うそだろ、〈騎士団〉だぞ。本当に知らないのか？」

「ああ、知らない」

「つい先日、世間を騒さわがせたあの〈騎士団〉だぞ？」

「ああ、知らない知らない」

「二次元嫁の素す晴ばらしさを伝えるために、王城を爆ばく破はしたあの〈騎士団〉だぞ！」

「お前ら何してんだよ！」

　勇也は思わず突つっ込こんだ。

「そんなよくわからないもののために王城爆破!?　馬鹿だろ、お前ら!?」

「うるさい！　あいつらはオレたちの大事なものを踏み躙にじったんだ！　この恨うらみは絶対に忘れない！　そのためにオレたちは立ち上がったんだ！　なあ、そうだよなお前ら！」

「「「おお！」」」

　銀髪少年の声に、周囲の男どもが同意の声をあげた。

　認にん識しきが甘かった。これはパーティーなんかじゃない。

　これは、テロリストどもの決起集会だ。

　二次元嫁の素晴らしさを伝えるため。そんな馬鹿みたいな理由で動いていたとしても、こいつらが王城を爆破し、これから何かしようと企たくらんでいるのは恐おそらく間違いないのだ。

　それにしても〈騎士団〉とは。自分も〈騎士〉の称しよう号ごうを持っているが、未来人にこいつらと同類と思われそうで非常に嫌いやである。改名してくれないだろうか。

「で、このお兄さんはどうしようか？　オレたちの正体を知ったわけだし、タダで帰すわけにいかないよな？」

「いや正体はお前が勝手に喋しやべったんだろ！」

「やっぱり口を封ふうじるしかないか。幸い、ここは海の上。死体の処理は楽チンだ」

　ニヤリと笑う銀髪少年に、勇也は頰を引きつらせた。

　やはり、こうなってしまうのか。つくづく星の巡めぐりの悪さを呪のろいたくなってしまう。

　取り巻きの男たちが武器を持って、勇也を取り囲む。

「恨むなら、一人で潜せん入にゆうしてきた愚おろかさを恨むんだな。まあ、寂さびしくないようにすぐにお仲間も一いつ緒しよにあの世に送ってやるからよ」

「それはどうもご親切に。……ところで、一つ聞きたいことがあるんだが」

「ん、なんだ？　冥めい土どの土産みやげに答えてやるよ。何が聞きたい？」

「いや、まあ、大したことじゃないんだ。ただ、ちょっと気になったことがあって」

　勇也は指をさす。

　男たちが構えた、ハート形の銃じゆう口こうをした銃を。




「その武器、なに？」

「愛の力で海をも真っ二つに割さく正義の兵器、〈恋愛銃ラブ・ガン〉だ。知らないのか？」

「知るわけねーだろッッ！」

　叫さけんで、勇也は頭をかかえた。

「なんで、テロリストがそんなファンシーな武器で戦おうとしてんだよ！　お前ら真しん剣けんにテロ活動する気あるのかよ！」

「おいおい、愚ぐ問もんだな。この格好のどこがふざけていると？」

「ふざけているようにしか見えねぇから言ってんだよ！」

「まあ御ご託たくはいい。あんたが死ぬ運命は変わらないんだからな」

　ザッと、男たちがハート形の銃口の銃──〈恋愛銃〉を構える。

　屈強な男たちにハートつきの銃。何とも言えないシュールさである。

「さあ、神にでも祈いのりな、お兄さん」

　言いながら、銀髪少年が額に銃口をおしつける。引き金に指をかけ。

　そのとき。

　ドゴッッッ！　天てん井じようが砕くだけ、一人の少女がパーティーのど真ん中に乱入した。

　背中ほどまである蒼あお色いろの髪かみ。小こ悪あく魔ま的な雰ふん囲い気き。服装は何故か未来に行く前とは違ったものだが、その相そう貌ぼうは嫌というほど見慣れたもの。

　すなわち、蒼宮藍葉がそこにいた。

「動かないでください」

　武器を構えながら、藍葉は言う。

「──恋愛銃の餌え食じきになりたくなければ、ですけど」

「いやなんでお前も持ってるんだよ」




　　　　　　　◇




　天井から降ってくると、藍葉は武器を構えた。

　その武器が例の恋愛銃であるのは気になるところだが、しかし。

「……蒼宮、本当に蒼宮なのか？」

　そっと囁ささやくように問いかけると、藍葉がこちらに気づいて目を丸くした。

「せ、先せん輩ぱい!?　黒峰先輩ですか!?　今までどこをほっつき歩いていたんですか!?」

「いや、どっちかというと、それはこっちの台詞せりふ──」

「おい、こいつを殺せッッ！」

「くっ！　取り敢あえず、先輩ここから逃にげますよ！」

　言うや否いなや、藍葉が何かを床ゆかに叩たたきつけた。

　閃せん光こう弾だん。それを予期していた勇也は咄とつ嗟さに目を覆おおっていた。数コンマ遅おくれて周囲から呻うめく声が聞こえ、勇也は藍葉に手を引かれて部屋の外に出ていた。

　十分な距きよ離りを取ると、勇也は藍葉の隣となりを走りながら問う。

「おい、蒼宮。今までどこにいたんだよ？　それにその銃は？　ここは本当に未来なのか？」

「先輩がどこにいたのかは、藍葉の方が聞きたいんですけど。ったく、この一ヶ月間どこ彷徨さまよってたんですか？」

「一ヶ月？　僕が目を覚ましたのは、ついさっきだぞ？」

「え？　それって──」

　藍葉が何かを紡つむごうとするが、その声を塗ぬりつぶすように背後で爆ばく発はつが起こった。どうやら近くに着弾したらしい。爆ばく煙えんを切り裂さいて、銀髪少年たちが走ってくる。

「おい、あいつらを逃がすな！　このまま島に帰られたらオレたちの計画は水の泡あわだ！」

「「はっ！」」

　そんな了りよう承しようの声とともに、追つい撃げきが更さらに激しくなった。今日の朝──正確には二十五年前の日の朝に味わった逃とう走そう劇に感覚的には等しい。いや、敵の銃火器の威い力りよくだけ見ればそれ以上かもしれない。

　藍葉が恋愛銃で応戦する。取り巻く状じよう況きように、勇也は嘆なげいた。

「ちくしょう！　なんで、お前と一緒だと毎回こんな目に遭あうんだよ！」

「どっちかと言えば、それ藍葉の台詞ですし！　先輩と一緒じゃなければこんな酷ひどい目に遭わないのに……というか、先輩は何か武器持ってないんですか？」

「武器？　武器なんて……いや、武器ならとびっきりのを持ってるぜ」

　にやっと笑って、勇也は首からかけた剣のアクセサリーを指で弾はじいた。

「いや、先輩実はそれ──」

「まあ、見てろ。あいつらぐらい簡単に倒たおしてみせるさ」

　急制動をかけると、勇也は足をとめた。アクセサリーを首から取って固く握にぎりしめる。

　その確かな重みを手のひらで感じると、カッと目を見開いて。

「星せい霊れい機装【黒剣士グラデイエーター】──起動」

　そのボイスコマンドによって、手の中でアクセサリーが脈打った。

　眩まばゆい光を放つ。その光は手から飛び出ていくと、剣けんを象かたどるように伸のびて結けつ晶しよう化した。さらに一いつ拍ぱく遅おくれて結晶が破は砕さいし、内部から透すき通るような刀身が現れる。

　その輝かがやきは悪を滅めつする聖なる光。

　一ひと振ふりで星さえ砕くと言われる、絶対強者の力。

　それらを兼かね備えた世界最強クラスの武器が、今、顕けん現げん──




　顕現することはなかった。




「ちくしょうおおおおおお！　なんで出てこないんだよっっ！」

　再び追っ手から逃げながら、勇也は絶ぜつ叫きようした。

「先輩、先輩。言っておきますけど、星霊機装は使えませんよ？」

「知ってたならもっと早く言えよ！　なんか格好つけちゃったじゃん！　すげー恥はずかしいじゃん！」

「はぁ？　先輩が忠告聞く前に勝手にやっただけじゃないですか。人の話は最後まで聞けって習わなかったんですか？」

　藍葉が半目で軽けい蔑べつしきった眼まな差ざしを向けてくると、勇也は顔をそむけた。

　しょうがない。誰だれにでもそういうときはある。

「で、お前は何か武器を持ってないのか？」

「もちろん持ってますよ。恋愛銃ですけど」

「もっとマシな武器ないのかよ！」

「じゃあ、何ならいいんですか？」

　続けて敵を撃うちながら、藍葉がむすっとした顔をする。

「例えば、ほら拳けん銃じゆうとか。蒼宮、お前未来に行くまえによく使ってただろ。あれ、今持ってないのか？」

「持ってますけど」

「よし！　なら、それ貸してくれ！　なんだ、普ふ通つうの武器も持ってるじゃん。てっきり、僕は頭のおかしい武器しか持ってないのかと思ったぞ」

　藍葉からそれを受け取ると、勇也はずさっっと足を止めて振ふり返った。

　銃口を追っ手に向ける。

　藍葉に比べれば、銃の扱あつかいは遥はるかに下手だ。しかし、この豪ごう華か客船の廊ろう下かという狭せまい場所では、目を瞑つぶってでも的に当てることができる。勇也は勝利を確信して宣言する。

「さあ、お前らも神にでも祈りな」

　そして引き金をひき、必殺の弾丸が放たれる──




　ことはなかった。




「まあ、それ弾たま入ってませんけど」

「ならなんでこれを渡わたしたんだよ！」

　ただの重りとしてしか使えない拳銃を、勇也は敵に向かって投げた。

　そうこうしている間に、背後からの追撃の数が膨ふくらんでいく。それどころかこっちの場所が筒つつ抜ぬけなのか四方八方から銃火器の閃光がとんでくる。

　廊下を抜ぬけ、扉とびらを蹴け破やぶると、そこは船の甲かん板ぱんだった。ほとんど迷うことなく、二人は甲板の奥にあった遮しや蔽へい物となりそうなコンテナの裏側へと潜もぐり込む。

　もうここが最後の逃げ場所だった。これ以上先は真っ暗な海しか広がっていない。

「くそっ、どうすればいい!?　このままじゃマジでやられるぞ！」

　コンテナの陰かげから窺うかがいながら、勇也は甲板に次々と現れる敵に呻いた。

　確かく認にんするまでもなく、絶望的な状況だった。

　星霊機装は使えない。普通の銃には弾丸がない。手持ちにあるのは恋愛銃などというふざけた武器だけ。加えて、その恋愛銃の弾丸にも限界があるに決まっている。あと数分でこちらの抵てい抗こう手段がなくなるのは明白だった。

「いえ、打開する手はまだあります」

　それに対して、藍葉はゆっくりと首を振った。

「何だ、そんなもんがあるのか？」

「はい。でも、ちょっと難しいといいますか……先輩の協力が必要といいますか」

　藍葉の歯切れが急に悪くなる。

　しかし、勇也にそんなことを気にしている余よ裕ゆうは既すでになかった。

「何を迷っているんだよ、蒼宮？　もう手段なんか選んでる場合じゃないだろ！　僕の力が必要なら喜んで貸す！　何でもするから教えてくれ、僕は何をすればいい？」

「……本当ですか？　本当に何でもしてくれるんですか？」

「ああ、もちろんだ！」

　この状況を打破できるなら、協力を惜おしむはずがない。

「……なら、先輩に打開する手を教えます。ただ、その……引かないでくださいね？　別に藍葉は冗じよう談だんとかで言っているわけじゃありませんから」

「わかった、約束する。で、僕は何をすればいいんだ？」

「先輩にやってもらうことは一つだけです」

　はっきりと宣言すると、藍葉が何故か勇也を熱っぽい視線で見つめてきた。

　頰ほおも紅潮させると、何かを覚かく悟ごしたような面おも持もちで口を開いて。

　この状況を打開するたった一つの方法を告げる。




「──その、あ、藍葉といちゃいちゃしてください！」

「何言ってんだ？　頭腐くさってんのか馬ば鹿かが」




　ダンッ！　ダンッ！　ダンッ！

　微み塵じんの躊躇ためらいもなく、藍葉が勇也に向かって恋愛銃で発はつ砲ぽうした。

「ちょ、危なッ!?　死ぬ、マジで死ぬッ！」

「死ねば良かったのに。なんで避よけてるんですか？」

　可愛かわいらしい顔に青筋をピキピキとたてて、藍葉は唾だ棄きした。

「藍葉言いましたよね？　引かないでくれって！　冗談で言っているわけじゃないって！」

「だって、いくら何でも信じられるわけないだろ！　いちゃいちゃしてくれなんて！」

「そ、それはそうですけど……でも、本当にそうなんだから仕方ないじゃないですか！」

　藍葉がヤケクソ気味に叫さけんだ。

　だけれども、その表情は冗談を言っているようには思えない。

　つまり、本気なのだ。さっぱり理解できないが、藍葉は本気で「いちゃいちゃ」すればこの状況を打開できると信じているのだ。

「……わかったよ」

　その馬鹿げた提案に乗る覚悟をすると、勇也は藍葉に向き直った。

　もうコンテナの裏に隠かくれているのも限界だった。打開できそうな手段がそれしかないのならば、どっちにしろそれに賭かけてみるしかない。

「いまいち理解できないけど、蒼宮お前のことを信じてみることにする」

「……え、本当ですか？」

「ああ、どうもそれしかないみたいだしな。で、いちゃいちゃするって具体的に何をすればいいんだ？」

「そ、それは……」

　藍葉は逡しゆん巡じゆんするように唇くちびるをもにょもにょと動かした。やがて恐おそる恐る口を開く。

「……ハ、ハグ、とかですかね。ぎゅっ、って優やさしく抱だきしめてください」

　途と端たんに借りてきた猫ねこのように大人しくなり、藍葉が小さく腕うでを広げた。

　抱きしめてくれ。そういう意味だろうと解かい釈しやくすると、手を伸ばしてゆっくりと身体からだを触ふれ合わせる。

　近くでは、コンテナに隠れている二人を狙ねらう発砲音が常に響ひびいていた。すぐそばに弾だん丸がんが着弾して火花を散らす。正直、藍葉との会話も顔を近づけないと聞き取ることすらできない。だというのに、勇也の心音は発砲音に負けないぐらい煩うるさかった。

　藍葉と触れ合った部分だけ火傷やけどしたかのように熱が伝わってくる。藍葉の身体は抱きしめてみると折れそうなほど細かった。視線を上げると、藍葉も全く同じことをしていたのかばっちりと視線が合う。二人はこそばゆい雰ふん囲い気きに頰の温度を上げつつも顔を背そむけ。

　ピピッ。どこからか電子音が響く。




【恋愛磁場ラブパワー装そう塡てん率：13％】




「──よし！」

　勇也の腕の中で、藍葉は小さく拳こぶしを握った。

　何が起こったかわからず呆ぼう然ぜんとしていると、藍葉は敵に銃じゆう口こうを向け。

　ゴウッッ！　銃口から放たれた一条の光こう芒ぼうが数十人の敵をまとめて吹ふっ飛とばした。

「なっ……」

　その凄すさまじい威い力りよくに、勇也はあんぐりと口を開けた。

　魔ま力りよくの弾丸と同等の──いや、それ以上の攻こう撃げきである。何な故ぜいちゃいちゃしなければならないのかはわからないが、これなら確かに現状を打破できそうだ。

　読み通りだったのか、藍葉がにやりと笑う。

　だが、次の瞬しゆん間かん、藍葉の手から恋愛銃が叩たたき落とされた。

　──遠えん距きよ離りからの狙そ撃げき。

　恐らく、狙撃手がコンテナの裏を狙える位置に移動したのだろう。だけれど、不ま味ずいのはそれだけではない。唯ゆい一いつの攻撃手段がこちらの手を離はなれてしまったのだ。

「っ」

　小さく声を漏もらすと、勇也は地を蹴けって恋愛銃を拾う。再び発砲音。そのときには、勇也は更さらに転がって別のコンテナの裏へと隠れていた。

「先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ああ！　だけど、これどうやって撃てばいいんだ？」

　恋愛銃に妙みように詳くわしい藍葉に投げ返している時間はもうなかった。視界の端はしではコンテナの裏から出てこない二人に痺しびれを切らして、銀ぎん髪ぱつ少年たちが特とつ攻こうしてきていた。

　もうこうなっては、勇也が撃つしかない。

　藍葉もそう判断したのだろう。別のコンテナに身を隠しながら指示を送ってくる。

「先輩！　まずは銃を握にぎってユーザー登録をしてください！」

「わ、わかった！」

　藍葉の指示に従って、勇也は銃を固く握った。直後、網もう膜まくに文字列が流れていく光景が刻まれ、視線を動かすと各種設定が選せん択たくされていく。


【ユーザー：黒峰勇也】【承認完かん了りよう】【威力設定：最大】

【ＬＧ４５４５式恋愛銃の使用を許可します】



「あとは安全装置を外して引き金をひくだけです！　それで弾丸が発射されます！」

「了解！　あとは僕に任せとけ！」

「あ、でも、ちょっと待ってください！　実は──」

　藍葉が更に説明を続けようとする。

　だが、それを待っていられずに安全装置を外した。敵に好きにさせていい時間はもうない。一刻も早く反撃しなければ、魔王を倒たおす前にこっちがやられてしまう。

「──実は注意点があって、例えば威力設定を最大にしちゃうと」

　話半分で聞きながら、勇也は引き金をひく。




「地形を変えるほどの一撃が発射されます」




　ゴウッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ！

　恋愛銃の銃口から極ごく太ぶとのレーザーが放たれた。

　それは豪ごう華か客船の上層部をまるごと撃うち抜くと、跡あと形かたもなく消し飛ばした。

　特攻してきていた銀髪少年たちも、全すべて一いつ掃そうされ、海に叩き落とされる。

　一方で、極太のレーザー光線は豪華客船を突つき抜けると──上空で拡散して、辺りに雨のように降り注いだ。

　そのうちの一つが、水神島の頂点に聳そびえ立つ王城を見事に撃ち抜いた。

　爆ばく発はつ。王城のてっぺんが燃え盛さかる。

「…………」

「…………」

「……あの」

「……なんですか？」

「…………これ、僕のせいじゃないよな？」

「どう考えても、先輩以外あり得ませんし！」

　ポツリと呟つぶやいた勇也に、藍葉が全力で叫んだ。

「なんでテロリストを倒そうとして結局テロに加担してるんですか！　藍葉言いましたよね!?　設定を最大にしちゃ駄だ目めって！　人の話を聞けって！　先輩は馬鹿なんですか!?」

「しょ、しょうがないだろ！　普ふ通つう、こんなに威力出ると思わないだろ！　だいたい、それを言うなら──」

　言いかけて。背後から津つ波なみが迫せまっていることに、勇也は気づいた。

　どうやら、上空で拡散した光線が海面に着弾したらしい。津波が凄まじい速度で迫ってくる。しかも、この豪華客船を簡単に攫さらうことができるほど波は高い。

「ど、どうすれば……はっ、これでもう一度撃てば！　ってなんかこれ煙けむり出てるぞ!?」

「ちょ、ちょっと、なに壊こわしてるんですか先輩！　それ特注品なんですよ！　三年近くかかってるんですよ、これ作るのに！」

「知るか、そんなこと！　どう考えてもこれは僕のせいじゃ──って、えっ？」

　空を見上げると、波はすぐそばまで迫っていた。

　逃にげる時間も手段も、最も早はや残されていなかった。

「……ははっ、なんでお前と一いつ緒しよだと毎回こうなるんだよ」

「……だから、それ藍葉の台詞せりふなんですけど」

　二人は乾かわいた笑い声をあげ。

　津波に吞のみ込まれた。




　　　　　　　◇





　今からずっと前、黒峰勇也は地じ獄ごくにいた。




　いつからだろう、その孤こ児じ院いんで生活していたのは。物心がついたときには孤児院にいたような気がするし、誰だれかに連れてこられたような気もする。はっきりしているのは、十歳までの記き憶おくのほとんどはこの孤児院での生活が占しめているということだ。

　病的にまで『白』しかない部屋で、少年は一つも染しみがない天てん井じようを見つめていた。

　部屋にはほとんど物がなかった。持ち込みが許されていなかったのだ。それを破ろうものなら、翌日の『勉強』の時間が二倍になってしまう。孤児院の子供たちにとってはそれは最も避さけたいことだった。

　そう、勉強。

　この孤児院は子供たちに『勉強』を強しいる。外では、この孤児院のことを〈塾じゆく〉と呼んでいるらしい。全く馬鹿げた話だ。何故なら、この孤児院で『勉強』させているのは算数などではない。魔族の殺し方──〈力〉の使い方だ。

　当時、世界中で魔族の増加が問題視されていた。

　後から考えれば、それは魔王が現れる予兆だったのだが、当時は魔族の被ひ害がいでさえ非常に深刻なものだった。

　魔族に対たい抗こうするために、人類は二つの手段を取った。

　一つは、武器たる魔導機装の技術を向上させること。多くの人類はこちらの手段を推すい奨しようして、各国は星せい霊れい機装にも劣おとらない強力な武器を作り上げることにも成功していた。

　もう一つは、人間自体を強きよう靭じんな存在にしようとする試みだった。具体的には、魔族の細さい胞ぼうを身体に埋うめ込んで作り変えるというもの。こちらは社会的な批判にあってすぐに頓とん挫ざしたが、それを密ひそかに引き継ついだ組織もあった。それが少年がいる孤児院だった。

　孤児院に集められたのは、いなくなっても構わず、細胞に適応して成長する存在──つまり、身寄りのない〈魔族適性〉が高い少年少女だった。

「っ」

　無意識に寝ね返がえりを打つ。その際に腕を下した敷じきにしてしまい、少年は苦く悶もんの声を零こぼした。その腕を目の前に掲かかげると、ドス黒い色に腫はれていた。

　これも『勉強』のせいだった。

　白衣を身に纏まとう『先生』たちは容よう赦しやがない。わけのわからない注射を何本も打たれた後に、身体がおかしくなることは何度もあった。だが、それがバレれば最悪『廃はい棄き』されてしまうこともある。故ゆえに、多くの子供たちは必死に先生たちから傷を隠かくしていた。

　ズキズキと傷が痛む。

　身体中を搔かきむしりたい感覚に襲おそわれるが、少年は唇くちびるを嚙かんで我が慢まんした。こういうときの夜はだいたい眠ねむれない。長い夜になることを覚かく悟ごして、少年は目を瞑つぶり。

　こんこん。

　その扉とびらを叩く音で少年は強く身構えた。だが、部屋に入ってきた夕焼け色の髪かみの少女の姿にほっと緊きん張ちようを吐はき出して、その後に顔をしかめた。

「神かみ代しろ、夕ゆう日ひ……」

　その少女は『勉強』ではいつもトップの成績を出す優等生でありながら、勝手に部屋を抜ぬけ出したりする問題児だった。

　大方、これもその問題行動の一いつ環かんなのだろう。

　こっちまで巻き込まれてはたまったものではない。少年は少女を無視するように背中を向けた。しかし、そんなことはお構いなしに、少女は無理矢理自分の方に向かせると怪け我がをしている方の腕うでを取る。

「……あー。やっぱり、君、今日の実験で怪我したでしょう。駄目だよ、このまま放置しておくと痕あとが残っちゃうよ」

「……別にあんたには関係ないだろ。放ほうっておいてくれ」

「関係なくないよ。だって、この傷はわたしのせいでもあるもん。今日、わたしが調子悪くて倒れちゃったとき、代わりに実験に出てくれたんでしょう？　後で他の子に聞いたよ」

　だから関係なくない。そう繰くり返して、少女は少年の手をぎゅっと握った。

「ありがとね。正直あのまま出てたら、わたし廃棄処分になってたかも」

「……それはないだろ。あんたは一番の成績だ。大人が手放すわけがない」

「それもわかんないよ。ここじゃ、突とつ然ぜんいなくなる子はたくさんいるもん。だから、みんな必要以上に干かん渉しようしない。間ま違ちがっても代わりを務めようとする子なんていない。もし、そんな子がいるとしたらとっても優やさしい子なんだろうね」

「…………」

「だから、とっても嬉うれしかったんだ。ありがとね」

　少女の手が頭を優しく撫なでる。

　それはとてもくすぐったくって。だけれど振ふり払はらおうとは思わなかった。心の内から温かいものが溶とけ出していく感覚。ぬるま湯のような安心感に、少年は自然と身を預けた。

「じゃあ、腕を出してくれる？　お礼にお姉さんが手当てしてあげる」

「えっ？　いや、そんなのいいって──」

「いいから。お姉さんに任せて」

　ベッドに座る少年の足元に跪ひざまずくと、少女は軟なん膏こうを取り出して腕に塗ぬり始めた。

　そこで初めて、少女をちゃんと見たような気がした。感かん嘆たんするほど綺き麗れいな顔。そんな子に甲か斐い甲が斐いしく治ち療りようされているという事実に、少年は頰ほおを紅潮させた。

　少女が言う通り、この孤児院には他人に干渉しようとする子供は少ない。

　他人の代わりに実験を買って出る子供もいなければ、

　他人のために軟膏を持ってきて治療する子供もいない。

　つまり、この少女もよっぽどのお人ひと好よしというわけで──

「はい、終わり」

　軟なん膏こうを塗り終わったのか腕を軽く叩たたいて、少女は立ち上がった。

「たぶん、これで明日あしたの朝には痛みは引いてると思うよ。わたしが前に使ったときもちゃんと治ったし」

　そう言葉を紡つむぐ、彼女の顔は太陽のようにキラキラと輝かがやいていて。

　少年が少女のことを気にし始めるのに、そう長い時間はかからなかった。






　　　　　　　◇




　ガバッと、勇也は慌あわてて起き上がった。

　久しぶりに見たあの夢。シャツはびっしょりと濡ぬれており汗あせを大量に吸い込んでいる。匂においを嗅かいでみると、どうやら海水も混じっているようだった。

　そこでようやく、勇也はベッドの上に寝ねかされていたことに気づいた。

　一目で高級とわかる調度品が置いてある部屋だった。それに差異は多少あるが見覚えがある。ここは王城の一室だ。

　次いで津波に巻き込まれたことも思い出す。慌てて同じ災難にあった少女を捜さがすが、その姿は難なく見つかった。藍葉はベッドに寄りかかるようにして寝息をたてていた。

　きっと、こいつが自分をここまで運んでくれたのだろう。

　心の中で感謝を述べると、勇也はベッドから降りた。

　窓に近づく。未来の水神島の光景を一望しようと、カーテンを捲めくって。

「先せん輩ぱい？」

　いつの間にか、藍葉は背後に立っていた。

　寝ぼけ眼まなこでまだ眠そうだ。それでも服の袖そでで顔を拭ぬぐうと、藍葉は視線を送ってきた。

「先輩、身体からだは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「まあな。お前はどうだ？」

「藍葉も問題ありません。お互たがいしぶといですね」

　藍葉が唇の端はしを持ち上げるのに合わせて、勇也も小さく笑った。

　本当にその通りだ。今日だけでいったい何度死にかけたことか。それにもかかわらず、しっかり生き残っているのだから自分が誇ほこらしい。

「……そういえば、お前一ヶ月がどうこう言ってたよな。あれ、どういうことだ？」

　それに恋愛銃という摩ま訶か不ふ思し議ぎな武器にも精通していた。

　命の危険が遠のいたことで疑問が湧わいてくる。しかし、それには答えることなく、藍葉はボイスレコーダーを取り出してベッドの上に置いた。

「藍葉が答える前に、これを聞いた方がいいと思います。まずは、この世界がどうなっているか。それを把は握あくしておくべきですから」

「はっ？　いったい、どういうことだ？」

　怪け訝げんな目で見る。

　藍葉はそれにも反応することなく、ボイスレコーダーのスイッチを押して。

《勇也、藍葉、久しぶりだな》

　その機械から聞こえてきたのは、若わか竹たけの声だった。

　藍葉の瞳ひとみを見つめると、藍葉は口元に人差し指を添そえたのみだった。これを黙だまって聞いてろ、ということだろうか。若竹なんて部屋を移動すれば会えるはずだろうに。

　そんなことを思っていると機械の向こうで、若竹は言った。

《これを聞いているということは、お前たちは無事に未来に行けたのだろう。そして、おそらくは──その未来に、私はいない》




《まずは、お前たちに謝っておこう。未来に行くアイテムだが、あれの安全性はちゃんと確認していた。最後のは冗じよう談だんだ》

《まあ、それはともかくとして、お前たちに言っておかなければならないことがある。この世界のことだ。もう気づいているかもしれないが、この世界はお前たちが知っているそれとは完全に変わっている》

《事の始まりは、お前たちが未来に行って三年経たったときだった。空気中に存在する魔ま力りよくが極きよく端たんに減少し始めたのだ》

《知っての通り、私たちが使っていたあらゆる機械は魔力で動いている。お前たちが未来に行ったアイテムもだ。魔力がなくなればどうなるか、それは簡単に想像がつくだろう》

《この非常事態に、世界中が動いた。だが結局原因はわからず、私たちはそれを見ていることしかできなかった。それに対して、私を含ふくむ各国の王が決断したのは、新たなエネルギーをつくることだった》

《結論からいうと、私たちは新しいエネルギーをつくることに成功した》

《しかし、それは極きわめて異質なものだ。なにせ、そのエネルギーの根本は恋れん愛あい感情なのだからな。お前たちの立場になってみると、私でも笑ってしまう。だが、これは冗談ではない。紛まぎれもない真実だ》

《二十年前、複数の人間が恋愛感情を双そう方ほう向こうに向けることによって磁場のようなものが発生することを、ある研究グループが発見した。それを利用して新しいエネルギーをつくりだしたのだ。私も専門ではないから詳くわしくはわからないが、どうやら簡潔にいうと、いちゃいちゃすることによってエネルギーが生まれるらしい》

《わかっている。何を馬ば鹿かげたことを言っているのかと、お前たちが思っていることぐらい。だが、もう一度言う。これは真実だ》

《生まれたエネルギーは〈恋愛磁場ラブパワー〉と呼ばれた。これによって、世界は大きく変わった。繰り返す、世界は大きく変わった。お前たちがいるそこは、もう二人が知っている世界ではない》

　カーテンが風ではためき、瞳に水神島の全ぜん貌ぼうが映る。

　だが、それは記き憶おくにあるものとは全く違った。

　宵よい闇やみに浮うかび上がるライトアップされた城。キラキラと雫しずくを輝かせる噴ふん水すい。豪ごう華かなパレードに、笑え顔がおを振りまく一流のキャスト。この都市のあらゆる場所に大小様々な遊園地があり、まるで都市そのものが巨きよ大だいな遊園地となったかのようにも錯さつ覚かくしてしまう。

　そして、その更さらに向こうには、大人だけに許された休きゆう憩けい所の集合群──ラブホテル街が大量に広がっていた。

　大人の遊園地や愛の遊園地。

　あるいは、十八禁の街とも言うべき風景がそこにはあった。

「先輩」

　藍葉は言う。

　冗談を一いつ切さい交えることなく、至って真しん剣けんな表情で。

「ようこそ、二十五年後の未来──いや、〈恋愛至上都市〉水神島へ」







　　　【第三章】　恋愛至上都市ユートピア




　王城内部の様相は過去とは少し異なっていた。まず構造が以前と所々違っている。改修工事でもしたのだろうか。それに働いている人々も随ずい分ぶんと減っているような気がした。

「それにしても、私、お二人に会えて感激です」

　ほんわかとした雰ふん囲い気きの女性近この衛え兵（確か花はな百ゆ合りゆりと名乗っていた）が勇ゆう也やと藍あい葉はよりも一歩前を歩きながら、不意に言った。

　現在、二人は女性近衛兵の一人に案内されて、今こん代だいの王に会うために執しつ務む室へと向かっている最中だった。勇也がこの王城を訪おとずれた際にはそう命じられていたらしい。

「伝説とさえ言われるお二人が揃そろっているところを見られるなんて……特級クラスの極ごく秘ひ情報でなければ、今すぐにでも家族や友人に自じ慢まんしたいぐらいです」

「そっか、僕たち未来では伝説扱あつかいになってるのか。まあ、そりゃそうだよな。だって世界を救った英えい雄ゆうだもの。ちなみに、どんな伝説になってるんだ？　男の方は超ちようイケメンで最強クラスの武力を持っていたとか？」

「いえ、伝説級の双騎士バカツプルだったと」

「そんな伝説つくった覚えねーよ！」

　思わず突つっ込こむが、花百合は聞いてはいなかった。うっとりとした恍こう惚こつの表情で、伝説の双騎士について妄もう想そうして自分の世界にトリップしてしまっている。

「……なんか騒さわがしいですね」

　廊ろう下かを慌ただしく駆かけていく人々を見て、藍葉が呟つぶやいた。

　確かに何か様子が変だ。王城内に漂ただよう緊きん迫ぱくした雰囲気に、勇也は首をかしげる。

「そうなんです、蒼あお宮みや様」

　その声でこちらの世界に戻もどってきたのか、花百合は首だけこちらに向けた。

「十時間ぐらい前にテロリストの襲しゆう撃げきがあったんです。それも王女様の部屋に」

「なっ。それは大丈夫なのか？　王女様の容よう態だいは？」

「……すみません、それは知りません。さっきまで二次元嫁よめの騎き士し団を追っていたので」

「犯人は捕つかまえたのか？」

「いえ、それもまだのようです。どうやら、テロリストたちは上空から最大出力の恋愛銃で王女様の部屋を狙そ撃げきしてきたみたいで。最も怪あやしい二次元嫁の騎士団の方々も否定をするばかりなので……犯人は見当もついていません」

「そうか。にしても、王女様の部屋を直接狙ねらうなんてとんだ糞くそ野や郎ろうだな」

　内に秘ひめる正義の炎ほのおを存分に燃やして、声を吐はき出すと、勇也はふと動きを止めた。

　恋愛銃。最大出力。何な故ぜだろうか。自分とは関係ないはずなのに、とてもとても聞き覚えのある単語のような気がした。

　勇也は藍葉にこそこそと耳打ちする。

（……なあ、藍葉）

（なんですか、先輩？）

（僕が豪華客船を撃うった銃って、なんて名前だったっけ？）

（恋愛銃ですけど）

（…………）

（……どうしたんですか、先輩？　なんかうっかりテロリストの一味になったような顔をしてますけど。あれ、そういえば、先輩が撃ったレーザー光線って王城に向かっていったような……）

（そ、そんなわけねぇだろ！　そんな偶ぐう然ぜんあるわけねぇだろうが！　僕が王女様を狙撃するわけないだろう！　そう！　絶対有り得ねぇよ、あは、あははははは！）

「どうされました、黒くろ峰みね様？」

「ひっ」

　首を傾かしげて声をかけてきた花百合に、勇也は身体を震ふるわせた。

「大丈夫ですか？　顔色が優すぐれないですけど……先に医務室に寄りましょうか？」

「い、いや、それは大丈夫だ。そ、それよりも何の話だったっけ？」

「テロリストが許せない、という話です。──まったく本当に許せません！　こんな外げ道どうなことをしてくるなんて！　捕まえたら八やつ裂ざきにしてやりたいぐらいです！」

「ほ、本当だよな！　僕も会ったらボコボコにしてやんよ！　マジ許せねぇ、テロリストども！　まあ、僕は全然知らないから会ってもわかんないだろうけど！」

　だらだらと冷ひや汗あせを流しながら、勇也は引きつった顔で喚わめいた。

　だが、これは本当に洒落しやれにならない。あの一撃が、王城の、それも王女様の部屋を狙撃するなんて。こんなの何かの冗談だ。同じタイミングで撃った奴やつがいたに決まっている。

　そんなことを考えているうちに、件くだんの王女様の部屋の前についた。

　しかし、思った以上に被ひ害がいはなさそうだった。

　あのレーザー光線は部屋から少し離はなれたところに着ちやく弾だんしたようだ。これなら大丈夫だろう。部屋の修しゆう繕ぜんぐらいなら十分取り返しがつくはずだ。

　どこか安あん堵どしながらも、勇也は藍葉たちと部屋の中に入っていって。




「ちくしょうおおおお！　いったい誰だれが！　いったい誰がこんなことをしたんだよ！」

　部屋の真ん中には、少女の遺体と思おぼしきものが置いてあった。

　すなわち、王女様の遺体が。




　──取り返しつかねええええええええええ！

　勇也は内心で絶ぜつ叫きようした。

　王女様の遺体の周りには、多くの近衛兵が集まって各おの々おの目を泣き腫はらしていた。中にはテロリストをぶっ殺してやるなど物ぶつ騒そうな言葉を口にしている者さえいる。

　不ま味ずい。これはいくら何でも不味い。

　未来を救いにきた騎士が王女様を殺したなんて、そんなことがあっていいはずがない。

　──先せん輩ぱい、やっぱりこれあのときのやつじゃないですか？　先輩が犯人ですよね？

　──やっぱり、これって僕のせいなのか!?　僕が犯人なのか!?

　──だって、それ以外考えられませんし。

　──ど、どうしよう!?　いったい、僕はどうすればいいんだ!?

　──取り敢あえず、謝ればいいんじゃないですか？

　──いやこれは謝って済む問題じゃないだろ！

　──まあまあ、それでも何もしないよりかマシですよ。

　藍葉にそう説得されて、勇也は渋しぶ々しぶ遺体に近寄った。

　遺体の顔の上には白い布がかかっていた。その側そばに屈かがむと、勇也は周囲に聞こえないように小声で囁ささやく。

（……なんていうか悪かったな。お前を撃ったのは、僕なんだ）

「…………」

（だ、だけど、勘かん違ちがいするなよ！　あれは誰のせいでもない、不ふ慮りよの事故だったんだ）

「…………不慮の事故」

（そう、不慮の事故だ。決して僕のせいじゃない。いいか、もう一度言うけどこれは僕のせいじゃない）

「……あなたのせいじゃない」

（そうだ。しいていうなら、蒼宮のせいだ。だから、化けて出るときは、僕じゃなくて蒼宮のところに行ってくれると嬉うれしいなぁって──あれ、僕はいったい誰と喋しやべってるんだ？）

「わたくしですわ」

　むくりと、王女様の遺体が起き上がった。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　悲鳴をあげながら、勇也は慌あわてて後ろに逃にげた。

　さっきまでピクリとも動かなかった遺体が、今は二足歩行していた。それどころか、こっちに歩いてくる。まるで生きているみたいだ。

「ち、違うんだ！　僕のせいじゃない！　まさか王城の方に飛んでいくとは思わなかったんだ！　だから許してくれ！　呪のろわないでくれ！」

「呪いませんわ。だって、わたくし死んでいませんもの」

「これからは清く正しく生きます！　だからもう勘かん弁べん……って、え？　死んでない？」

「はい、死んでません。ドッキリですわ」

　にこりと笑う王女様の遺体──ではなく、生者の王女様。

　よく見れば、酷ひどく見えていた傷も肌はだの表面に描えがかれているだけだ。




　ガシッ。

　勇也は王女様の顔を片手で摑つかんだ。

「おい、糞くそ餓が鬼き。お前なにしてくれんだ。寿じゆ命みようが縮んだと思ったじゃねぇか」

「ふゅうやさんやめてくだふぁい。ふぁおが、顔が千切れますわ」

「そうか。なら、実際に千切れる瞬しゆん間かんまで見届けてやるよ。本当に遺体にしてやるよ」

「いふぁいいふぁいいふぁい！」

　ふごふごさせながら、王女様が喚いた。

　隣となりでは、藍葉が盛せい大だいに笑いながら目元の涙なみだを指で拭ぬぐっていた。

　どうやら、この茶番劇には藍葉も絡からんでいたらしい。そういえば、藍葉は意識を失った勇也を王城に連れてきているのだ。いくらでも打ち合わせをする時間はある。

「先輩、先輩。もうその辺でやめてあげてください。だいたい元はと言えば、先輩が王城を爆ばく破はしたのがいけないんですし」

「そ、そうですわ！　修しゆう繕ぜん費ひを請せい求きゆうしないだけありがたく思ってください」

　勇也の手の中から自力で抜ぬけ出すと、王女様は赤くなった頰ほおを撫なでた。

「わたくしの権限で、勇也さんを牢ろう屋やに入れることもできるのですよ？」

「へぇー、餓鬼の分際で随分と偉えらいんだな」

「ええ、わたくしはこの国の王ですから」

　そう言って、王女様（推定十歳）は胸を張った。

「面おも白しろいこと言うんだな。お前みたいなチビっ子が王様なわけがないだろ」

「ですが、事実としてそうなのです。実際、勇也さんと藍葉さんをここに呼ぶように命じたのもわたくしですし」

　王女様が不敵に笑う。

　その姿は不思議と噓うそをついているようには思えない。だが、それ以上にこの少女が王であるということが信じられなかった。

　訝いぶかしげに見ていると、藍葉が嘆たん息そくする。

「はぁー、先輩もう忘れちゃったんですか？　藍葉たちは今代の王に会いにここまで歩いてきたんですよ」

「……ああ。それがどうかしたのか？」

「王女様の部屋を伺ったのは、偶然でも通り道だからでもありません。その方こそが、今代の王・金こん剛ごう天あま音ね様なんです。紛まぎれもない若わか竹たけ様の娘むすめで、この水神島の若き女王ですよ」

　藍葉の声に、王女様──女王・金剛天音はにこりと微び笑しようした。







「まあ、正確には継ついだわけではないので、わたくしは女王ではありませんが」

　王城の執しつ務む室。

　他とは違ってかつての匂においを残すその場所で、天音は深々と椅い子すに座った。

　この部屋にいるのは、勇也、藍葉、天音の三人だった。他の近この衛え兵たちは天音が下がらせたのだ。近衛兵が従うあたり、天音が権限を持っているのは純然たる事実らしい。

　この執務室は、若竹が以前使っていたところだった。

　しかし、現在は若竹はおらず代わりにその娘が主あるじとして座っている。

　……そして、おそらくは──その未来に、私はいない。

　藍葉が聞かせた若竹のあの言葉。実際に若竹の姿はなく、その娘が王として振ふる舞まっている。自分の知らないところで、若竹に何かあったのは間ま違ちがいない。

「では、改めて初めまして。わたくしは金剛天音、金剛若竹の娘です。伝説級の双騎士バカツプルと呼ばれているお二人に会えて光栄ですわ」

「本当に光栄と思ってるならその呼び方やめろ。っていうか、それ普ふ及きゆうしてんのかよ」

「なんか、藍葉たちの武勇伝が学生の教科書に載のっているらしいですよ。曰いわく、藍葉たちの恋こいの力があったおかげで世界の災さい厄やくである魔ま王おうを倒たおすことができたとか」

「誰だよ、そんな噓っぱち書いた奴。馬ば鹿かじゃねぇのか、恋の力なんかで魔王が倒せるわけがないだろ」

「ｂｙ金剛若竹」

「犯人あいつかよ！」

　藍葉が告げた予想外の犯人に、勇也は咆ほえた。

「ほとんど嫌いやがらせじゃねーか！　なあ、天音。仮とはいえこの国の女王なら、バカップル表記どうにかならないのかよ」

「そうは言われましても、今の王城にそんなくだらな……教科書を書き換かえるためのお金はありませんし」

「おい、今何て言った？　今、くだらないって言おうとしていなかったか？」

「まさか。では、バの部分に墨すみを塗ぬるということでどうでしょう？　バカップルではなくカップルに変えるのですわ。それなら作り直すよりは労力はかかりませんし」

「まあ、それなら……」

　天音の妥だ協きよう案に、勇也は渋々と頷うなずく。カップルと呼ばれることは変わらないが、バカップルよりはマシだろう。

「……で、それはそれとしてまずは教えてくれ。若竹にいったい何があったんだ？」

　バカップル問題は頭の端はしに追いやって、勇也は真しん剣けんな表情で天音を見つめた。

　若竹と同じ黄金色の髪かみ。丁てい寧ねいに手入れされているのか、光が反射して見えるほどだ。丸っこい瞳ひとみに、小さな口。ドールのような相そう貌ぼうは彼女が浮うき世よ離ばなれしているように思わせる。

　しかし、年ねん齢れいは明らかに初等部を卒業するか否いなかのラインだ。

　一国の王を担になうには、あまりにも若すぎる。

「わかりました。まずは、そこから話しますわ」

　こくりと頷くと、天音は語り始める。

「この世界が、どのようにして今のような世界になったのか。それは父様からのメッセージで知っていると思います。父様の失しつ踪そうはそれとは関係ありません。事の始まりは、三年前。魔王を復活させようとする組織が現れたという噂うわさが、流れ始めてからですわ」

「魔王を復活させようとする組織だと？」

「ええ。小さな噂ですが、父様はその組織のことが気になっていたようでした。そして同時期から、父様はこの部屋に引きこもることが多くなりました。何をしていたのかわたくしにはわかりませんでしたが、今思えばその組織のことを調べていたんだと思います。そしてそれから一年後、父様は突とつ然ぜんこの部屋から姿を消しました」

「……それ以外は何もわからないのか？」

「ええ、何も。この国の近衛兵をどれだけ動かしても父様の情報はほとんど摑めていません。……いえ、一つだけ。手記がありましたわ。これです」

　ごそごそと机を漁あさると、天音は一冊のノートを取り出した。

　いや、それはノートというよりは本に近いか。装そう丁ていはしっかりとしており、中を開くと若竹が書いたと思われる小さな文字でびっしりと埋うまっていた。

「わたくしたちは、この手記から父様が追っていたと思われる組織を特定することに成功しました。その組織の名前は〈二次元嫁よめの騎き士し団〉」

「なっ！　それじゃ、あいつらが？」

「ええ。だからこそ、わたくしたちは一ヶ月前に未来にやってきていた藍葉さんに〈二次元嫁の騎士団〉を追ってもらっていたのです」

　天音の言葉に同意するように、藍葉も頷いた。

　それと同時に一つの疑問が解消される。やはり、藍葉は自分よりも一ヶ月前に未来にきていたのだ。だからこそ、恋愛銃などにも詳くわしかったのだろう。

「……取り敢あえず、状じよう況きようを整理させてくれ」

　予想以上に複雑な状況に、勇也はこめかみを押さえた。

「僕たちは復活する魔王を倒すために未来にきた。だが、魔王はまだ復活してなくて、それを企たくらんでいると思われる組織があるだけ。そして、それを調査していた当の依い頼らい人は失踪。これで間違いないか？」

「はい、間違いありませんわ」

　魔王が復活していない、などは唯ただの推測だったが、天音は首しゆ肯こうした。

「よし、なら過去に戻もどろう」

「へっ？」

「過去に戻るんだよ、当然だろ。戻る時間は、若竹が失踪するちょっと前。その頃ころに戻れば、その組織とやらも簡単に潰つぶせるし、情報も若竹から手に入る。僕たちは直接魔王と戦わなくていいし、万ばん々ばん歳ざいじゃねえか」

「た、確かに理論上はそうかもしれませんが……」

「なら何も問題ないな。なら、過去に戻ろう。あるんだろ、過去に戻るアイテムが」

「……あの、先せん輩ぱいそんなものありませんよ」

「えっ？」

　恐おそる恐る口を挟はさむ藍葉の言葉に、驚おどろいたのは今度は勇也の方だった。

「……ないって何が？」

「だから、過去に戻るアイテムです」

「……噓だろ？」

「残念ながら本当のことです」

　真剣そのものの表情で、藍葉が言った。

「……じゃあ、僕たちはどうやって過去に帰ればいいんだ？」

「それは何とも言えませんわ。それも、父様が用意していたはずなのですが……父様は失踪中なので」

「……は、ははっ。じゃあ、僕たちは若竹を見つけないと帰ることもできないのか？」

「ええ。ですから、お二人に最初にお願いしたいのは父様の捜そう索さくですわ。魔王の復活を阻そ止しするのも、お二人が過去に戻るのも、この国が存続を保つためにも、父様の存在は必要不可欠なのですから」

「……まあ、それはこっちも望むところだ」

「若竹様を見つけないまま、過去に帰るわけにもいきませんしね」

　勇也と藍葉が口々にそう言う。

　それを確かく認にんすると、天音はもう一本指を伸のばして。

「それともう一つ。お二人には今すぐにでも解決していただきたい課題がありますわ。この障害を取り除くことなく、復活するかもしれない魔王を倒すのは不可能です」

「課題？」

「ええ、そうですわ。この時代に魔力がないのは、もうご存じですわよね？　だというのに、お二人の星せい霊れい機装は大気中に存在する魔力に頼たよったもの。これでは、魔王に辿たどり着く前に組織の下したっ端ぱに瞬しゆん殺さつされるかもしれませんわ。魔王はお二人にしか倒せないのにこれは非常に困ります」

「まあ、そうかもしれないな」

「そして、この時代の武器のエネルギー源は知っての通り恋愛磁場ですわ。しかし、戦場というのは常に予想外の事が起こるもの。戦場のど真ん中でストックも含ふくめて恋愛磁場が切れるという状況も十分に起こりえますわ。つまり、その対策として戦せん闘とう中に恋愛磁場を発生させる訓練は不可欠。ここまで言えばもうわかりますわよね？　恋愛磁場の発生方法は一つしかありませんもの」

「ちょっと待て、それってつまり──」

「ええ、そうですわ」

　満面の笑えみで肯こう定ていして、天音は告げる。

　今まで受けたどんな任務よりも遥はるかに困難な任務を。

「勇也さん、藍葉さん。お二人にはいちゃいちゃしてもらいます。父様を見つけるため、そして魔王を倒すために。もちろん、できますわよね？」




　　　　　　　◇




「は、はい！　あ、あーんッ！」

　城下町。エリア一つをまるごと潰してつくられた開放的なカフェ街。かつて地上にあったと言われる西の列強諸国の〝都市空間に溶とけこむ憩いこいの場〟を模も倣ほうした場所。

　その一角にあるオープンテラスとなっているカフェで。

　ずいっと、勇也の顔の前にフォークが突つきつけられた。

　フォークを持っているのは、表情筋を引きつらせている藍葉だった。

　通常であれば「あーん」はカップルがする嫉ねたましくも微笑ましい行動である。だが、藍葉の微み塵じんも笑っていない目のせいで、勇也は銃じゆう口こうをつきつけられた気分になった。

　そこには、カップル特有のわっきゃうふふしている雰ふん囲い気きはない。

　殺すか殺されるかの命を懸かけた戦場の雰囲気である。

「さあ、先輩早く口を開けてください！　そう、出来る限り大きく！　狙ねらいがそれると、どうなるかわかりませんよ？」

「お前はいったい何をするつもりだ！」

　藍葉が放つ不ふ穏おんな空気に、勇也は思わず叫さけんだ。

　きょとんとして、藍葉が首をかしげる。

「……何って、あーんに決まってるじゃないですか」

「いや、そうだよな。そうだったよな。なら、聞くけど……なんで、お前はフォークを持った腕うでを思いっきりテイクバックしてんの？」

「それはもちろん、先輩の口にケーキを投げ込むためです」

「それを、あーんとは言わねぇよ！　どっちかといえばそれは罰ばつゲームの類たぐいだろうが！」

「だ、だって、こんな公衆の面前であーんとか出来るわけないじゃないですか！　でも、絶対にしなきゃいけないから、藍葉なりに考えてるんです！　ほら、こうすれば口にフォークを突っ込む瞬間はほとんど見られませんよね？」

「いやその発想はおかしいだろ！　っていうか、やっぱりそれ、あーんじゃない──」

「あー、うるさいです先輩。まだまだいちゃいちゃしなきゃいけないんですから、さっさといきますよ！　はいッ、あーーーーんッッッッッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、藍葉がフォークを突き出す。

　間ま違ちがっても、いちゃいちゃしているとは言えない光景。

　弾だん丸がんの如ごとく真まっ直すぐやってくるケーキの破は片へんを見ながら、勇也は思い返した。

　何な故ぜ、こうなってしまったのかを。







「注目！」

　勇也が未来を訪おとずれた翌日。王城内の広々とした部屋で、女性近この衛え兵が鋭するどい声を発した。

　見た目の年齢は二十代後半程度の女性だった。

　毎日手入れされているであろう明るい茶ちや髪ぱつは背中の半分ぐらいまで伸びており、薄うっすらと化け粧しようされた顔は文句なしに整っている。プロポーションも抜ばつ群ぐん。特に、おっぱいが素す晴ばらしい。魅み力りよく的な大人のお姉さんといった感じの女性である。

「私の名前は柊ひいらぎ華か恋れん。近衛兵隊長で、あなたたち新人近衛兵の上司にあたるわ。今日は私があなたたちの訓練を直じき々じきに見ることになってるの。よろしくね」

　そう言うと、華恋は新人近衛兵を品定めするように視線で舐なめ回す。

　新人研修。天音の命令によって、勇也と藍葉はそれに参加していた。

　この場に集められたのは、今年から近衛兵となった新人ばかりだった。年ねん齢れいも二人よりも少し上ぐらいの青年が多い。

「今日の訓練は〈水神島式戦闘訓練六九番〉──つまり、あなたたちにはいちゃいちゃ訓練を受けてもらうわ」

　華恋が告げる訓練に、新人たちが気合い十分という様子で頷うなずく。

　だが、そんな中で、勇也と藍葉は渋じゆう面めんをつくった。

　そう。いちゃいちゃ訓練。天音の一存によって、二人が取り組まなければならないのはそんな馬ば鹿かげた訓練だった。

　勇也は天音に言われたことを思い出して顔をしかめる。

　──お二人にはこれから「いちゃいちゃ訓練」を受けてもらいます。理由は先さき程ほども挙げたものに加え、お二人の生み出す恋愛磁場出力値が異常に高いからですわ。

　──思い出してください。勇也さんは恋愛銃で王城を撃うちましたが、本来であればあそこまで威い力りよくは出ませんわ。銃が特とく殊しゆだったというのもありますが、あれはお二人の〈恋愛磁場密度〉……つまり、エネルギーの質が非常に高かったのが主な原因です。

　──こちらが勝手に調べてみたところ、お二人の個々の〈恋愛磁場密度〉は平均のおよそ十倍。それに加えて、お二人の相性は世界中を探してみても類を見ないぐらいベストマッチングなのですわ。

　──そんなお二人の恋愛磁場出力値の理論最大値は一いつ般ぱん人のおよそ百倍。それを利用しない手はありません。ですから、お二人でいちゃいちゃ訓練を受けて欲しいのです。

　天音にそう説得されて、二人はこの新人研修に参加している。のだが、やはりこんな馬鹿げた訓練など積極的に受けたいものではない。いちゃいちゃする相手が理想の綺き麗れいなお姉さんならまだしも、生意気な後こう輩はいである藍葉なら尚なお更さらだ。

「……納なつ得とくしたわけじゃないのに」

　藍葉が隣となりで不満げに呟つぶやくが、それはお互たがい様だ。

　二人が現状に文句を言っている間も、華恋による説明は目の前で続いていく。

「あなたたちにはこれから街に出ていちゃいちゃしてもらうわ。いちゃいちゃの内容は〝二次元のキャラクターに恋してしまうから〟という理由で禁書指定になった、〈お兄ちゃん、わたしのこと滅め茶ちや苦く茶ちやにしていいんだからね！〉から選出します」

　そんなものがあるのか。訝いぶかしげに見ると、華恋の手にあったのはどうみてもただの漫まん画がだった。どうやら、この時代では一部の漫画が禁書指定になっているらしい。

「それと、あなたたちにはこの〈腕うで輪わ〉をつけてもらうわ。これは周囲数メートルに発生した恋愛磁場を察知して、恋愛銃の装そう塡てん率を教えてくれるもの。まあ、実戦でどれぐらいのエネルギーが貯ためられるかの指標と考えてちょうだい」

　二人一組になっている新人近衛兵に白銀の〈腕輪〉が配られていく。

　それが終わると、華恋は新人近衛兵たちを見回して言う。

「では、街に出て早さつ速そく始めなさい。言っとくけど、私たちがいちゃいちゃの度合いを監かん視ししているから手を抜ぬかないように。一番ビリのチームにはペナルティーがあるから気合い入れなさいよ」




　……そういう経けい緯いで、勇也と藍葉は城下町でいちゃいちゃしているわけだった。

　もっとも、そのほとんどが上う手まくいっていなかったが。

　現在、二人はカフェから退店して街を散策していた。これまで、三つの「いちゃいちゃシチュエーション」をやってきたせいか、かなり疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

　どんよりとしたオーラを纏まといながら、二人は水路沿いに道を歩いていく。

　視線を落とすと、白銀の腕輪には「Ｆ」という文字が小さく表示されていた。藍葉のものにも同様の記号が刻印されている。

〈恋愛階級ラブランク〉──あるカップルがどれだけ恋愛磁場の発生に貢こう献けんしているかを表す等級である。世界恋愛統制機構の持つマスターシステムに登録された全すべてのカップルが対象となり、恋愛磁場を多く発生すればするほど、あるいは長い期間に亘わたって恋愛磁場を発生するほど、階級が上がっていくのだ。

　そして、階級が高いほど、社会的貢献が大きい「模も範はん的な市民」と見なされる。

　実益はというと、社会的信しん頼らい度どが高いのはもちろん、店てん舗ぽによっては商品の割引がなされる。更さらに高くなると、禁書扱あつかいになっている漫画などの電子コンテンツへのアクセス権すら得られるほど。

　だけれど、近衛兵ともなるとそれだけではない。

　恋愛階級の高さによって扱える〈攻撃アサルトプログラム〉──つまり、恋愛銃の弾丸や技わざの質が異なるのだ。安定的に、大きな恋愛磁場が発生できないと扱えない攻撃プログラムもあるらしい。だから、現れるかもしれない魔ま族ぞくへの対たい抗こう手段を手にいれる意味でも、二人はいちゃいちゃ訓練をこなして恋愛階級を上げる必要があるそうだった。

　これらは、少し前に藍葉に質問したときに叩たたき込まれた知識である。

　ちなみに一般的な近衛兵の恋愛階級はＣランク。

　勇也と藍葉のＦランクはどん底である。

「……先輩、次はなんですか？」

　藍葉が疲つかれた声で訊たずねてくる。勇也は華恋に渡された携けい帯たい端たん末まつで、指定されたいちゃいちゃシチュエーションを確かく認にんする。




【いちゃいちゃシチュエーション・その四十八：手を繫つなぐ】




「……手を繫ぐ、ですか？」

　携帯端末に映し出された文字列に、藍葉はどこか拍ひよう子し抜ぬけした様子で息をこぼした。

「なんか、今までのと比べれば難度低くないですか？」

「そうだな。でも、もういいんじゃないか」

　疲れたように溜ため息いきをついて、勇也は近くのベンチに座り込んだ。

「もう十分にいちゃいちゃしただろ。こんな馬鹿げた訓練いつまでもやってられるか」

　言うや否いなや、ベンチに背を預けて立ち上がりたくない意思を示す。

　だが、気だるげに空を仰あおいでいる勇也に、藍葉は挑ちよう発はつ的な言葉をぶつける。

「逃にげるんですか？」

「……はっ？」

　ゆるりと、勇也は上空から藍葉へと視線を戻もどした。

「何言ってんだ、蒼宮？　誰だれが逃げるって？」

「そんなの先輩に決まってるじゃないですか。まあ？　童どう貞ていの先輩には刺し激げきが強すぎて逃げたくなるのはわかりますけど？」

「おいおい、馬鹿なこと言うなよ」

　勇也は額に手をあてて、わかりやすく呆あきれたポーズをとった。

「言っとくけど、僕、過去の世界では超ちようモテモテだったから。毎日、女の子取とっ替かえ引っ替えだったから」

「へぇー、なら手を繫ぐぐらいわけないですよね」

「当たり前だろ。僕レベルになるといつも両手が塞ふさがっているぐらいだからな」

「じゃあ、別に藍葉の手も握にぎれますよね」

　藍葉が手を差し出してくる。うっと、勇也は息を詰つまらせた。

　どうしたんですか？　とでも言いたげに、藍葉が首を傾かしげて視線を送ってくる。その態度にはかなりの余よ裕ゆうが見られた。異性と手を繫ぐという行こう為い自体、何とも思っていないような様子だ。

　──えー、先輩。もしかして女の子と手も繫いだことないんですか？

　──その年齢で手も繫いだことないってかなりヤバくないですか。それって一生童貞コースですよ。まあ、そっちの方が被ひ害がい者がいなくていいかもしれませんけど。

　それらの声は実際に聞こえたわけではないが、心の中ではクスクスという笑い声とともにそう言われているような気がしてならなかった。

　とにかく見み栄えがバレるわけにはいかない。勇也は平常心を保って手を伸のばす。

「あ、ああ、もちろん握れるに決まってんだろ」

　言って、藍葉の手を握る。

　残念ながら、勇也は同世代の女の子と手を繫ぐのは初めてだった。そのせいか、ほんの数秒しか触ふれていないにもかかわらず自分の手からは汗あせがびっしょりと出ていた。

　自分よりも小さくてひんやりした手。

　意識すればするほど、何故か体温が上じよう昇しようしていく。

　ピピッ。〈腕輪〉が反応して恋愛磁場を数値化する。




【恋愛磁場装塡率：10％】




「……なっ、これ今日最高じゃないか？」

　手を繫ぐことに緊きん張ちようしていたことすら忘れて、勇也は驚きよう愕がくした。

　今まで三つほどいちゃいちゃシチュエーションをこなしてきたが、どれも成果は振ふるわなかった。だというのに、最も初歩に近い「手を繫ぐ」という行為で恋愛磁場が一番発生するとはある意味面おも白しろい。

　驚愕を共有しようと、勇也は藍葉の方に顔を向け。

　怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

　至って明快な論理。──藍葉が耳の先まで真っ赤にさせて硬こう直ちよくしていたからだ。先程までの余裕はどこへやら。頑かたくなにこっちを見ようとせず、同じ側の手と足を同時に前に出している。

「……おい、蒼宮？」

「は、はいっ!?　な、なんですか、先輩!?」

「いや、なんというか……なんで、お前そんなに緊張してるの？　もしかして今まで一回も異性と手を繫いだことないとか──」

「な、何言ってるんですか、先輩？　そ、そんなわけないじゃないですか。藍葉、過去の世界では超モテモテでしたから。毎日、男の子取っ替え引っ替えでしたから」

　どこか慌あわてたように、しかし、精せい一いつ杯ぱいの平静さを装よそおって肩かたを竦すくめる。

　滅めつ多たに見られない冷静さを失った姿に、勇也は嗜し虐ぎやく的な笑みをつくって。

「へぇー、そうなのか。そりゃ凄すごいな……じゃ、具体的には何をしてたんだ？」

「へっ？　ぐ、具体的には？」

「ああ、毎日男の子を取っ替え引っ替えしてたんだろ？　具体的には何をしてたんだ？」

「そ、それは……その……色んなこと、ですけど？」

「色んなこと？」

　藍葉が顔をそむけて明後日あさつての方向を見る。

　だが、追つい及きゆうから逃のがれさせることなく、勇也は手を壁かべに突ついて藍葉の動きを制限した。所謂いわゆる、壁ドンというやつである。長い睫まつ毛げが数えられるほど、藍葉の顔が近くなる。

「毎日ってことは日常的にやってたんだろ？　そんなに色々って何をやってたんだ？」

「だ、だから、それは……その、て、手を繫いだり、とか……」

「他には？」

「ほ、他には……き、きき、キスしたり、とか……」

「へぇー、お前いつもキスしてるのか？」

「い、いつもじゃありません……けどっ……ってか、先輩顔近っ……や、ダメっ。あ、藍葉まだ心の準備が──」

　互いの吐と息いきを感じられるほど更に顔を寄せる。

　それに何かを覚かく悟ごしたように、藍葉はぎゅっと目を瞑つぶって。

　ピピッ。〈腕輪〉が反応して数値が更こう新しんされる。




【恋愛磁場装塡率：13％】




「おー、こういうのでも恋愛磁場が生まれたりするのか。しかも、これも今日最高じゃねーか。やったな、蒼宮。これでまた一つクリアだぞ」

「…………………………………………へっ？」

「いや、へっ？　じゃねぇよ。ほら、【いちゃいちゃシチュエーション・その四十九：壁ドン】。今、やっただろ？」

　勇也は携帯端末の画面を見せる。

　藍葉は呆ぼう然ぜんとそれを数秒間眺ながめた後、かぁぁぁっと爆ばく発はつしたかのように頰ほおを赤く染め。

「～～～～～～～～～～～～っっっっッッッッ！　バカッ！　死ねッ、さっさと死んでくださいッ！　このド変態の先輩がッッッ！」

　絶ぜつ叫きようしながら放たれた乱れ蹴げりが、勇也をぶちのめした。




　　　　　　　◇




「……ったく、蒼宮のやつマジでやりやがって」

　壁ドンの件でボコボコにされた後。

　ソファにぐだーともたれかかりながら、勇也はぶつぶつと文句を口にしていた。

　ここはカラオケの個室だった。指定されたいちゃいちゃシチュエーションの中に、カラオケでデュエットするというものがあったからだ。

　藍葉は外に空気を吸いにいくといって席を外していた。一人で歌う気にもならずに、勇也は煌きらびやかに輝かがやくライトを見上げる。

　と。

「随ずい分ぶんと余裕そうね」

　そんな言葉とともに部屋に入ってきたのは、明るい茶ちや髪ぱつの女性だった。

　誰だ？　と言おうとして気づく。近この衛え兵隊長・柊華恋。この「いちゃいちゃ訓練」を取り仕切る上司の女性だ。

　さり気なく、華恋は隣となりに座る。

「あなたたちの成績、随分と低いわよ。特にあなたが。この訓練でパートナーを怒おこらせるとか、ほとんど最悪に近いってこと自覚してる？」

「……それはすみませんでした。それで何しに来たんですか？」

「それはもちろん交こう渉しようしにきたのよ」

　気のせいだろうか。そう言った途と端たん、華恋の瞳ひとみに怪あやしげな光が宿ったように見えた。

「……交渉？　なんのですか？」

「それは当然あなたが落第しないための、よ。あなたの成績は新人近衛兵たちの間で最も下。このままじゃ近衛兵の出世ルートから滑すべり落ちることになるわ。それでもいいの？」

「……いいもなにも」

　僕、そもそも新人近衛兵じゃないんだけど。

　そう言おうとして口を開くが、それを紡つむぐことはできなかった。勇也の唇くちびるに、華恋が指を添そえたからだ。すべてわかっているというように、華恋は大おお仰ぎように頷うなずいて。

「大だい丈じよう夫ぶ、あなたの言いたいことはわかるわ。たくさん苦労してやっと近衛兵になったのに。しかも藍葉ちゃんのパートナーという名めい誉よあるポジションにまで選ばれたのに、辞やめるわけにはいかないって言いたいのよね」

「いや、だから……」

「でも、大丈夫。成績は私の一存でどうにでもなるの。つまり、私さえ納なつ得とくしちゃえばあなたは落第しない。……言いたいことわかるわよね？」

　華恋の細い指が勇也の手の上を這はい回った。

　ぞくっ、という寒気にも似た感覚が神経に送り込まれる。

　そこで遅おくればせながらも察する。華恋は勇也が何者か知らされていないのだ。

「今から三十分、私の言いなりになってくれるなら落第の危機から救ってあげる。どう？　私の要求を吞のんでみる気はない？」

「……ぼ、僕に何をするつもりだ？」

「何をするつもり、って……わかってるくせに。もちろん食べるのよ、あっちの意味で」

　華恋の手が太ふと腿ももを撫なで回しながら擦すり寄ってくる。

　身体からだを這い回る生理的な嫌けん悪おに、勇也は反射的にその手を払はらいのけた。

「お、お前、近衛兵のトップだろ！　トップがこんなことしてもいいのかよ！」

「していいわけないじゃない。でも、しょうがないでしょう。私も限界なの」

　言って、華恋はどこか遠くを見つめる。

「想像してみて、こんな人生を。迫せまりくる平均結けつ婚こん年ねん齢れい。しかし、彼氏なし。身近に男もなし。家に帰れば母親からのお小言、誰だれ々だれさん家ちの娘むすめさんは結婚したらしいわよという謎なぞの報告。職場に出れば、嫌いやでも聞こえてくる彼氏とのノロケ話。友達からは『えー、恋愛至上都市なんだからすぐに彼氏できるでしょー』という嫌み。だからなんなのよ！　恋愛至上都市だからなんなのよ！　そもそも、私の周りにはイイ男がいないのよ！」

　バンッッッ！

　血走った目で息を荒あらくして、華恋が机を叩たたいた。勇也はびくっと身体を震ふるわせる。

「しかも、お見合いで会う男性には『顔は可愛かわいいけど恋愛係数が低いしなぁー』とか『こんなに可愛いのに、恋愛係数が低いのは地じ雷らいってことでしょ』とか、よくわかんない数値で私の恋愛に対する適性を勝手に決められるし！　何が悪いのよ！　男性の携けい帯たいから女のアドレス勝手に消して何が悪いのよ！」

「いやそれはあんたが悪いだろ！」

「こっちは人生賭かけてんのよ！　男に彼女がいるなら、まず女の方を何とかするしかないでしょう！」

「考えが物ぶつ騒そうすぎる！」

「私の、私の何がいけないのよ！　たっぷり愛情注いであげるのに！　一分に一回、メール送ってあげるのに！　女のメールは全部『糞くそビッチ』って送り返してあげるのに！」

「糞ビッチはあんただろうが！」

「なのに、みんな逃にげてく……どうして？　どうしてなの？　私の愛のどこが重いの？」

　ぐすっ、えぐっ、と泣きながら、華恋は目元の涙なみだを制服の袖で拭ぬぐった。

　そうして顔を上げて。




「こんな人生なら、新人に手を出しても仕方ないでしょう？」

「まったく仕方なくねぇよ！」

　勇也は叫さけんだ。

「ほとんど、あんたの自じ業ごう自得だろうが！　恋愛係数が何かは知らねーけど、そりゃ低いよ！　適性がないに決まってるだろ！」

「ふふふ、適性なんて知ったことじゃないわ！　私はもう限界なの！　さあ、私に襲おそわれて身も心も服従されなさい！　大丈夫、この薬を嗅かげば嫌なことは忘れられるわ！」

「そんなヤバい薬嗅げるか！　い、嫌だ、こっちに来るな！　僕はそういうのは好みじゃないんだ！　いや、いやだあああああああああ！」

　服を剝はぎ取られながらも、勇也は何とか逃げ出そうとする。だが、恐きよう怖ふのせいで身体が思うように動かない。

　華恋はその間に勇也に跨またがると制服を引き裂さいて。

「──、──、──!!」

　カラオケの個室から、音なき悲鳴が発せられた。




　　　　　　　◇




「いい加減しっかりしなきゃ……」

　パチン。お手洗いの鏡の前で、藍葉は気合いを注入するように両手で頰を挟はさんだ。

　やや強めに叩いたせいか頰が赤くなっている。だが、そうでもしないと元の調子を取り戻もどせそうになかった。

　これもそれも全部勇也のせい──先さき程ほどのいちゃいちゃ訓練のせいだった。壁ドン事件以降、藍葉はどうにも意識が宙ぶらりんになっていた。

　……もうちょっとで触ふれそうだったな。

　ぼぅーっと熱に浮うかされたような表情で、藍葉は無意識のうちに唇を指でなぞった。

　勇也の顔が迫ってきて。違ちがうとわかっていてもドキドキしてしまって。体温が急きゆう上じよう昇しようして頭が真っ白になってしまって。気がついたら、自分は目を瞑って受け入れてしまって。

　そんな乙女おとめのような自分の反応がどうしようもなく許せなくて。

「……………………………………先せん輩ぱいの、ばか…………」

　心中に渦うず巻まくあらゆる感情を一言に凝ぎよう縮しゆくして、藍葉は顔を上げる。

　鏡に映った己おのれの表情はとても勇也に見せられるものではなかった。もう一度、今度は更さらに強めに頰を叩くと、藍葉はカラオケの個室に向かった。

　個室の前に辿たどり着くと、念には念をいれて深呼吸をする。

　心機一転。完全に気分を入れ替かえたことを確信すると、藍葉は扉とびらを開け。

　目もく撃げきする。

　ズボンを半分下ろされた勇也と。

　その上に乗っかっている美人のお姉さんの姿を。




「すみません、お取り込み中だったようですね。失礼しました」

「ま、待って！　待ってくれ、蒼宮！」

　藍葉が真顔で扉を閉めようとすると、勇也が藍葉の足に縋すがりついてきた。

「なんですか、先輩？　足、摑つかまないでくれませんか」

「この状じよう況きようを見ればわかるだろ！　僕に言うことはもっと他にあるだろ！」

「おっぱいの大きいお姉さんとエッチなことできて良かったですね」

「違う、お前の目は節穴か！　どっからどう見ても、僕が襲われてるだろうが！」

「そうですか。藍葉の目は節穴なんで、そんなもの見えませんけど。じゃあもう行きますね、先輩」

「噓うそです、蒼宮様！　節穴とか言ってすみませんでした！」

　力を込こめて扉の取っ手を引っ張ると、勇也が負けないように扉の縁へりを全力で摑んだ。

　藍葉は虫けらを見るような視線で。

「なんですか、先輩。何かまだあるんですか？」

「た、助けていただけると嬉うれしいなぁって。っていうか、蒼宮さん怒ってます？　なんかご立腹じゃないですか？」

「怒ってる？　藍葉が？　あは、そんなわけないじゃないですか」

　藍葉は女め神がみのような慈じ愛あいに満ちた表情をつくった。

「先輩がおっぱいの大きな綺き麗れいなお姉さんとエッチなことしているだけで、なんで藍葉が怒んなきゃいけないんですか？　別に全然イライラとかしてませんし、する理由もありませんし。まったく、微み塵じんも、絶対に、怒ってませんし」

「本当？　本当に？　なら助けてくれても」

「でも助けるのは絶対に嫌です」

「えっ──」

　藍葉は笑え顔がおで死し刑けい宣告をする。

　直後。手から力が抜ぬけたのか、勇也は背後の華恋に一気に手た繰ぐり寄せられて。

「い、いや！　いやだあああああああああ！　僕はこんな痴ち女じよじゃなくて、清せい楚そな癒いやし系お姉さんがいいんだあああああああああ！」

　その断だん末まつ魔まの叫びを最後に、勇也は華恋に襲われた。




　その後、勇也は間かん一いつ髪ぱつのところで部屋に入ってきた他の近衛兵に助けられたのだった。







　　　【第四章】　理想の恋愛対象




　一ヶ月前、藍あい葉はは何かの手違いか勇ゆう也やよりも先に未来にきた。

　以来、藍葉は王城の一室を借りて暮らしていた。以前の家は既すでに他人が入っていたのだ。それもそうだろう。二十五年間も空けている部屋をそのまま置いておくはずがない。

　勇也が未来に来てから一週間後の朝。

　水神島が一望できる自室で着き替がえを済ませると、藍葉は鍵かぎをかけて外に出た。

　城下町で朝食を食べるためだ。自分で作れない……まあ頑がん張ばれば作れないことはないのだが、大たい抵ていは手間が嫌で出来合いのものを買っていた。

　王城を出ると、藍葉は朝の水神島を適当に散策する。

　澄すんだ空気を肺はい腑ふに取り入れながら思い出すのは、昨日のカラオケでのことだった。

　美人のお姉さん、もとい柊ひいらぎ華か恋れんのことを、藍葉はもちろん知っていた。一ヶ月前に未来に来たときに顔合わせは済ませているからだ。華恋のどうしようもない性格も知っていたし、あれが勇也のせいではないこともわかっていた。

　だが、わかっていたとしても納得できるものではない。

　心の中に湧わき上がるムカムカは抑おさえようがなかった。

「ふんっ」

　昨日の光景を思い出して、藍葉は不ふ機き嫌げんそうにぷいっと首を振ふる。

　しかし、視界に映った光景に、途と端たんに頰ほおをほんのり赤くして視線を落とした。

　単純な理由。街には大勢のカップルが出歩いていたからだ。

　それもただのカップルではなく、ラブラブなカップルである。彼らは自重という言葉を知らないかのように。自分たちの仲を周囲に見せつけるように、聞いているこっちが恥はずかしくなるような愛の言葉を囁ささやくのだ。

　けれど、それすらもマシとすら言えるかもしれない。

　盛り上がると、彼らはキスやスキンシップまで白昼で堂々とやり始める。

　もっと行き過ぎると、ホテルや建物の陰かげで舌を絡からめ始める。その後は、手を服の中に潜もぐり込ませて艶なまめかしく動かし──もうこれ以上はいいだろう。恋愛至上都市。ここはその名に恥じない場所であるということだ。存在自体が恥はじかもしれないが。

　実際、周囲にはラブホテルが乱立している。

　何な故ぜ、このようなつくりになっているのか。

　一言でいえば、恋愛磁場を効率的に収集するためである。分散していちゃいちゃされるよりも、一いつ箇か所しよにまとめていちゃいちゃさせた方がエネルギーの収集率が高いからだ。その究極が都市という一つの枠わく組ぐみに収めること──〈恋愛至上都市〉である。

　恋愛至上都市では、一夫多妻、一妻多夫など、愛に関するルールはかなり寛かん容ようだ。ぞんざいと言ってもいいかもしれない。かなりいい加減で、そのすべてがより多くの人間をいちゃいちゃさせるように仕組まれている。

〈恋愛係数〉もその内の一つだ。

　それは、一個人の情報を限りなく収集してシステムに計算させた、恋愛への適性を測る数値である。恋愛係数は互たがいの相あい性しようを出し、お見合いにすら頻ひん繁ぱんに利用されるほどだ。

　あくまで参考値としてというのが国家の意見だが、若者の間ではそれの数値で競きそうことも多いらしい。それどころか、学歴に並ぶ重大な数値と言う人々もいるぐらいである。

　しかし、決して良いことだけではない。

　恋愛磁場は想おもいが双そう方ほう向こうから向けられないと発生することはない。つまり、二次元のキャラクターにどれだけ恋こいをしようとも意味がないのだ。それ故ゆえに恋愛至上都市ではその類たぐいの販はん売ばいを禁じているのだが、最近はそれに対する反発が絶えなかった。例えば、あの〈二次元嫁よめの騎き士し団〉もその部類の一つだ。

　──これらはすべて、藍葉がこの一ヶ月間で学んだことだった。

　最初はかなり戸と惑まどったが、今ではもう慣れたものである。

　……ちょっぴり噓をついた。今でも戸惑うことは少しある。

「取り敢あえず、今日はここにしようかな」

　王城の城門から歩いて十数分。

　隠かくれ家がのようなカフェを見つけると、藍葉はそこに入っていった。

　そこで一番上に載のっていたメニューを頼たのむ。待つこと数分。朝食が載ったプレートが届けられ、手を合わせたところで、藍葉の対面の席に一人の少女が座った。

「おはようございます。藍葉さんもここでお食事ですか？」

　目の前の席についたのは、天あま音ねだった。

　慣れた様子で店員に注文する天音に、藍葉は慌あわてて小声で囁く。

「ちょ、ちょっと！　天音様、こんなところで何をしてるんですか！」

「何って朝食ですわ。ちゃんと食べないと力が出ないでしょう？」

「そういうことじゃなくて……天音様、一人で王城から出ちゃ駄だ目めじゃないですか。天音様は王族なんですよ？　その自覚あるんですか？」

「もちろん、ありますわ。でも、大だい丈じよう夫ぶ。王城の者たちにはあなたと一いつ緒しよに出かけると言いましたもの」

「いや、それのどこが大丈夫なんですか。なに噓ついてるんですか」

　天音が息をするように口にした噓に、藍葉は呆あきれた表情をつくった。

　こういう、さらっと噓をつくところは本当に若わか竹たけに似ている。

「で、藍葉さん。いちゃいちゃ訓練は順調ですか？　……って、その顔を見れば結果は聞くまでもないですわね」

　藍葉の苦々しげな表情を見て、天音は自己完結した。

「勇也さんといちゃいちゃする。それがそんなに嫌いやなのですか？」

「当たり前です。思い出すだけで……うわっ」

　鳥とり肌はだが立ったとアピールするように、藍葉は腕うでをさすった。

「いったい、勇也さんのどこが問題なのですか？　わたくしは勇也さんの顔は悪いとは思いませんが。それどころか、格好良い部類に入ると思うのですけど」

「別に、藍葉は顔で決めるわけじゃありませんし」

「なら、地位ですか名めい誉よですか？　それとも財力ですか？　英えい雄ゆうである勇也さんならどれもクリアしていると思うのですが」

「だから、別にそういうのじゃ……」

「なら、いちゃいちゃするぐらい問題ではないでしょう。処女でもあるまいし、それぐらい遊び感覚ですればいいのですわ」

「ごほごほごほごほ！」

　十歳程度の少女からあるまじき言葉が出て、藍葉は激しく咳せき込んだ。

　ピタリと、天音が動きを止める。

「……藍葉さん、まさかその歳としで処女なのですか？」

「ち、ちち違ちがうし！　そんなわけないでしょ！　そんなの、もう天音様ぐらいの歳に済ませてますし！」

「そうですわよね。処女や童どう貞ていのまま、三十歳を迎むかえると魔ま法ほうを習得できるようになるとも言いますし。そんな方がいらっしゃるはずがありませんよね」

　え？　そうなの？　十歳で卒業しているのが普ふ通つうなの？

「もう少しで勘かん違ちがいしてしまいそうになりましたわ。藍葉さんのような方が、未経験であるはずがありませんのに」

「そ、そうですね……は、ははっ……」

　乾かわいた声を零こぼすと、藍葉は誤ご魔ま化かすように紅茶に口をつけた。

「なら、ますます不思議ですわ。何故、そこまで勇也さんを拒こばむのですか？」

「そりゃ先せん輩ぱい普ふ通つうに気持ち悪いですし──」

「だって、藍葉さんは勇也さんのことが好きなのでしょう？　距きよ離りを縮める絶好の機会だと思うのですが」

「ぶっ！」

　藍葉は思いっきり紅茶を吹ふいた。あうあうと、口をぱくぱくする。

「な、な、なんで、それ……ッ!?　っていうか！　ぜ、全然違いますし！」

「あら、本当ですか？　藍葉さんってばこんなに可愛かわいらしい顔してますのに」

　天音が携けい帯たい端たん末まつを見せてくる。

　そこには、誰だれがどう見ても恋をしている女の子の顔がばっちりと映っていた。

「け、消して！　一刻も早く消してください、天音様！」

「嫌ですわ。それと、あんまり前に身を乗り出すと紅茶が溢あふれますわよ？」

　天音に窘たしなめられて、藍葉は歯は嚙がみしながら自席に戻もどる。

「このことは父様からよく聞いていたのですわ。父様には面おも白しろい友人が二人いて、女性の方は男性の方に恋をしていたと。父様はよくからかって楽しんでいたと」

「あのドＳ王は！　今度会ったら絶対に八やつ裂ざきにしてやる！」

「そんな日が来ることを祈いのりますわ。そのためにも、藍葉さんにはもっと勇也さんといちゃいちゃしてもらわなくては」

　朝食に手をつけながら、天音が微び笑しようした。

「それで何故、藍葉さんは頑かたくなに拒きよ絶ぜつするのですか？　いっそ告白して付き合っても良いと思うのですが」

「……しつこいですね、天音様は」

「女の子は恋バナが好きなのですわ。で、何故なのですか？」

「そんなこと言うと思いますか？」

「あら、別にいいのですよ。この写真が出回ってもいいのでしたら」

「くっ……」

　ひらひらと携帯端末を見せびらかす天音に、藍葉は悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。

　渋しぶ々しぶ、口を開く。

「……癪しやくだからです」

「癪？」

「はい。だって癪じゃないですか。いつも一緒にいるのに……その、藍葉だけ意識してるのって。だから、藍葉は絶対に告白とかしません。必ず先輩に頭を下げさせて、『付き合ってください』って懇こん願がんしてくるまでこの気持ちは封ふう印いんする予定なんです」

「はぁー」

　藍葉の告白に、天音は呆れたように息を吐はいた。

「藍葉さんって意外と面めん倒どうな性格をしているのですね」

「天音様ほどじゃありませんよ」

　鼻を鳴らして、藍葉は唇を尖とがらせた。

「それに」

　──それに、勇也は藍葉のことなんて絶対に好きにならない。

　喉のどから零れ落ちそうになったそんな言葉を、ぐっと胸の中に押し留とどめた。

　何故なら、勇也の心の中にはあの女性がいるから。

　あの太陽のような女性が。清せい楚そで綺き麗れいで何もかも完かん璧ぺきで、自分にないもの全すべてを持っているあの女性が。初めて自分に完かん膚ぷなきまでの敗北感を与あたえた女性──神かみ代しろ夕ゆう日ひが。

　藍葉が星せい霊れい機装に選ばれたとき、半年先に選ばれていた勇也は既すでに活動しており、その隣となりには常に夕日がいた。

　夕日は当時の近この衛え兵隊長であり、勇也の警護も務めていたのだ。

　だが、それだけではなく、二人は幼少期からの付き合いであり、まるで恋こい人びとのように仲が良いことを知るのにそう時間はかからなかった。

　誰が見ても両想いで。藍葉の前だろうと構わず、二人はいつもいちゃいちゃしていた。

　でも、ある戦いで夕日は魔族に殺されてしまった。

　それから二年。正確には二十七年。

　それほどの時が経たとうとも、勇也は夕日のことを忘れていない。口には絶対に出さないけれど、勇也の心の中には夕日がいる。

　誰かを好きになることで、勇也は必死に夕日のことを忘れようとしていた。

　そうやって、引きずっていないように周囲に見せているのだ。でも、勇也が好きになろうとする女性はどことなく夕日に似ていて。だから、そういう意味でも非常に癪だった。

　隣にいるのは藍葉であるはずなのに、あの女性には一度も勝つことができなかった。

　心の中をずっと独どく占せんされたままで。いなくなっても尚なお、藍葉には譲ゆずってくれない。

　それが余計に、勇也につれない態度を取ってしまう原因でもあった。

「それに……なんですの？」

　天音が首をかしげる。

　だが、それには答えることなく、藍葉はフォークをお皿へとのばした。

「何でもないです。それよりも朝食を食べましょう、天音様」




　　　　　　　◇




　水神島・東島エリア。その中心からオートバイで十五分ほど道なりに進んだ小さな街。

　そこの外れにある墓地に、勇也はやってきた。

　墓地群が崖がけの上にあり、その向こうには大海うな原ばらが見えた。オートバイを止めると潮風で髪かみをなびかせながらも、勇也はその中を歩いていって。

「……一週間ぶり。いや二十五年ぶりだな、夕日」

　勇也が足を止めた先。

　そこの墓石には、『神代夕日』という文字が刻まれていた。勇也にとっては忘れたくても忘れられない名前だ。

　その傍そばに花束を置こうとする。が、勇也は墓石が二十五年という月日が経っているはずなのに綺麗なことに気づいた。

「あら珍めずらしい、お客さん。あなた、この子のお知り合い？」

　背後からの声に振ふり向くと、そこにいたのは老婦人だった。

　思わず頷うなずきかけて止やめる。勇也が未来にきているのは極ごく秘ひ任務扱あつかいになっているのだ。だから、外ではなるべく素す性じようを明かさないでくれ。天音からそう言われていたのを思い出して、勇也は首を横に振った。

　たったこれだけで自分に辿たどり着くことはないだろうが、一応注意しておく必要がある。

「……直接の面識はないんですが、兄がお世話になっていて。代わりにやってきたんです」

「そうかい、久しぶりにあの子に来客があったかと思ったら。しかし、そのお兄さんも律りち儀ぎだね。随ずい分ぶん前にはそんな子が一人いたんだけどね……今じゃ、私だけだよ」

「失礼ですが、あなたは？」

　勇也が恐おそる恐る訊たずねると、その老婦人は皺しわだらけの笑えみをつくった。

「私はこの子とは何にも関係ないよ。でも、娘むすめの墓がその隣でね……汚よごれていく様を見てたら思わず綺麗にしてやりたくなったのさ。娘と年も近いようだし、どうにも他ひ人と事ごとには思えなくてね。それで、私が代わりに時々やってきては掃そう除じしているのさ」

「そうですか……道理で」

　墓石を一いち瞥べつして、勇也は呟つぶやいた。

　つい先さき程ほど供えた花束を見て、老婦人が顔を綻ほころばせる。

「久しぶりに来客があって、その子も嬉うれしがってるだろうね。どんな子かは知らないけど……そんな綺麗な花を贈おくられて喜ばない子はいないよ」

「そうでしょうか……」

　こんな花束で、夕日は喜んでくれるのだろうか。

　裏切り者の──決して許されるはずのない自分が贈ったというのに。

「そうだよ、喜ぶに決まっている」

　繰くり返し、老婦人は確信に満ちた声を発した。

「お兄さんにも伝えときな、その子が嬉しがっていたって」

「はい、必ず」

　首しゆ肯こうして、勇也は柔やわらかな微笑をつくった。




　　　　　　　◇




「で、次は何をやらせようって言うんだよ？」

　太陽がてっぺんに昇のぼった頃ころ。王城の一室。

　薄うす型がたの液えき晶しようモニターが二台置かれた前に座って、勇也は柊華恋に訊ねた。

　華恋は椅い子すに縄なわでぐるぐるに縛しばられていた。当然、以前に勇也を襲おそったからである。

　勇也が〈双騎士パラデイン〉の一人であることを知らされてからは、華恋は何度も地べたに頭を擦こすりつけて謝っていたが──クビだけは免まぬかれたようだった。他の近衛兵によると素行や性格に問題はあるが能力だけは確からしい。だから、今回の説明役にも選ばれたのだという。

　申し訳ありません。うちの隊長が本当に申し訳ありません。そう言いながら出て行った花はな百ゆ合りの苦労が察することができる分、これ以上何か言うのは忍しのびなかった。

　椅子に縛られたまま、華恋が猫ねこなで声で言ってくる。

「あの、黒くろ峰みね様？　そろそろ、この縄取ってくれると凄すごく嬉しいのですが……」

「申し訳ないけど敬語はやめてくれないか？　なんか気持ち悪いし悪お寒かんが止まらないんだ」

「そうですか……いや、そう？　これでいい、勇也くん？」

「名前呼びはなしだ」

「なんかそれ地味に傷つくんだけど……わかったわよ、黒峰くん。あ、でも、私のことは気安く華恋って呼んでくれてもいいわよ？」

「で、柊。僕たちに次は何をやらせるつもりなんだ？」

「……それは普ふ通つうに無視するのね。っていうか、縄取って欲しかったんだけど……ま、いっか。あなたたちに次にやってもらうのは、これ。天音様からそう言われてるわ」

　ぎったんばったんと騒そう音おんをたてながら椅子に括くくり付けられたまま移動して、華恋はモニターを肩かたでさす。

「えーっと、これ……もしかして出会い系サイトですか？」

「その通りよ、藍葉ちゃん。これは、〈二次元嫁よめの騎き士し団〉が資金を集めるために運営していると思われるサイトよ。まあ見ての通り何の変へん哲てつもないサイトね、表向きは」

「表向きは？」

「ええ、あくまで表向きは。裏ではこのサイトを通じてオフ会した者たちが姿を消したという報告も上がってるもの。すべて都市伝説レベルの眉まゆ唾つばものだけどね。でも、私たちはここに魔ま王おうに関する何かが間ま違ちがいなくあると思っているわ」

「間違いなく？　何か理由でもあるんですか？」

「ええ、これを見て」

　隣のモニターの別の画面に、華恋は視線を移した。

「これはこのサイトでオフ会が行われた場所よ。そして、こっちがこの島で魔力と思われる波動が観測された場所」

「ちょっと待ってください。魔力って完全に消しよう滅めつしたって聞いたんですけど？」

「そのはずよ。でも、実際観測されているのよ。つまり、魔力が発生する何かがここにあるということ。もっと、具体的に言うなら──」

「魔族に、いや魔王に関係する何かがここにはあるってことか」

　華恋の言葉を引き取って、勇也は呟いた。

　魔力が消滅してしまった以上、魔力の発生源は勇也の知る限り一つしか有り得ない。

　魔力を自らの身体からだから放出する魔族だ。魔力の痕こん跡せきは魔族の存在証明。つまり、この場所には魔族に関係する何かがあるということになる。

「そういうこと。そして、こっちで二つの場所を重ね合わせると見事に一いつ致ちするの。オフ会が行われた場所と魔力の発生源が。要するに、この〈二次元嫁の騎士団〉という組織が魔王復活を企たくらんでいてもおかしくないってこと。ここを調べない手はないわ」

「じゃあ、もしかして僕たちに頼たのみたいってことって」

「そう、潜せん入にゆう捜そう査さ。この出会い系サイトに登録してオフ会に参加して欲しいの」

　潜入捜査。その言葉に、二人は苦い顔をした。

　その語句の響ひびきには良い思い出がない。ことごとく失敗してばかりだからだ。

　でも、これに魔王復活が関係しているとしたら見み逃のがすわけにはいかない。

「……で、本当は、二人にカップルとして潜せん入にゆうして欲しいんだけど」

「ないな」

「嫌いやです」

　華恋がこちらを窺うかがってくるが、二人は同一のタイミングで首を横に振った。

「……あなたたちいちゃいちゃ訓練してたわよね？　なのに、なんでこれは嫌なのよ」

「あれだって別に納なつ得とくしてたわけじゃない。しょうがなくやっていただけだ」

「ですね。偽ぎ装そうとはいえ、カップルとして行動するなんて死んでもごめんです」

「……藍葉ちゃんに至っては挑ちよう発はつして助長してた気がするんだけど」

「そんな過去忘れました」

　藍葉がぷいっと顔をそむける。

　どうしたのだろうか。もしかして、第三者に勇也との仲を勘かん違ちがいされてからかわれでもしたのだろうか。まあ、そんな事態に陥おちいっても、藍葉なら死ぬほど嫌けん悪おして罵ば倒とうとともに否定するだろうが。

「なら、お姉さんが黒峰くんのパートナーとして立候補しようかなぁなんて……って、噓うそよ噓よ！　藍葉ちゃんこっちに銃じゆうを向けないで！　黒峰くんも逃にげないで！　それ本当に傷つくんだからね！」

「まあ、それはともかく」

「ともかくじゃないわよ！　わりとマジで傷つくのよ！」

「どうして、僕たちなんだ？　こんな任務、僕たちよりも適している奴やつがいそうだけど」

　特に偽装カップルなんて、華恋が喜んでやりそうな任務ではないか。

　相手役の男はともかくとして。

「しょうがないのよ。以前から〈二次元嫁の騎士団〉を追っていたせいで、こちらの面子メンツはほとんどバレているの。二人も前回の事件でバレてるけど……まあ、そのときの人員は捕つかまえたから恐らく大だい丈じよう夫ぶよ」

「なるほどな」

　腑ふに落ちたように、勇也は首を縦に振った。

「質問はそれだけかしら？　じゃあ、早さつ速そく取りかかってくれる？　まずはこの出会い系サイトに登録してみて。まあ、カップルとして潜入捜査したくないっていう気持ちは尊重するけど──どうせ無む駄だだと思うから、別に適当に入力してもいいわよ」

　最後に意味深な事を言う華恋に小首を捻ひねりながらも、二人はモニターへと向かった。




　……までは良かったのだが。

「うーん、どうするべきか」

　最後のページで、勇也は引っかかっていた。

　悩なやんでいるのは、どんな相手を要望しているかという項こう目もくだ。

　基本的には、己おのれの個人情報をもとにシステムで自動的に判断するのだという。

　だが、それでも優ゆう劣れつがつけられない場合のために要望を一応聞いてくれるらしい。

　年ねん齢れい、容姿など、指定したい項目はいくらでもある。

　けれども、あまりにも厳しく項目をつけるとかえって望まない結果になる可能性もあるのだ。果たして、いったいどこを選別するべきなのだろうか。

　すると隣となりで、藍葉がキーボードを高速で叩たたき始めた。

　その手さばきに一いつ切さいの躊躇ためらいはない。まるで普ふ段だんからこんなことを考え、その人物像がしっかりと定まっているかのようだ。

　しかし、ここまで余念がないと気になってしまう。ここは藍葉の条件を参考にするのも悪くないだろう。それを見て考え直したっていいはずだ。

　こっそりと、勇也は藍葉の肩の上からモニターを覗のぞく。




《職業：騎士》

《容姿：普通より上ぐらい》

《家族・兄弟構成：一人っ子》

《備考：身長は一七二センチ。黒の短たん髪ぱつ。誕生日は十二月二十四日。水神島在住。年齢は十七歳。知的そうで普段はぶっきらぼうだが、いざというときには頼たよりになる格好良い人》




「……なんか、これ特定の誰だれかを指してないか？」

　勇也は何故か悪寒に襲われながら呟いた。

「せ、先せん輩ぱい!?　なんで見てるんですか!?」

「いやちょっと気になってさ……っていうか、これ誰だよ。絶対に特定の誰かだろ」

　ちなみに、勇也は騎士で、一人っ子で、身長は一七二センチで、黒の短髪で、誕生日は十二月二十四日で、水神島在住で、年齢は十七歳で、知的そうで、いざという時には当然の如ごとく頼りになるが、容姿は明らかに標準より上を遥はるかに超こえているし、普段からぶっきらぼうではなく紳しん士し的なのでこれには当て嵌はまらない。

　だけれど、この人物は容姿と性格以外は自分にそっくりだ。

　一いつ瞬しゆん、自分かと思ったぐらいである。

「べ、別に誰だっていいじゃないですか！　と、というか、先輩はどうなんですか？」

「僕か？　僕は──」

「ふん、それじゃあ全然駄だ目めね」

　そう言って会話に入ってきたのは、華恋だった。

　いつの間にか縄を抜ぬけている。最も早はや指し摘てきする気すら失っていると、華恋は小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「これじゃあ、婚こん活かつ戦争を勝ち抜けないわよ。こんなわけのわからない条件、相手が逃げていくに決まってるわ」

「……ふーん。じゃあ、華恋さんならどういう条件を挙げるんですか？」

「私？　私はもちろん細部まで決まっているわよ。ちゃんと全部理由はあるし」

　藍葉が冷たい視線を向けると、華恋はドヤ顔で胸を張った。

　そうして見せてきた条件はこういうものだった。




《年収：一千万以上》

《職業：一部上場企業の社員、もしくは公務員》

《年齢：十代後半～二十代前半》

《容姿：イケメンに限る》

《家族・兄弟姉妹しまい：長男以外》

《備考：一いつ軒けん家や、車を持っていること。両親とは別宅であること。高学歴、高身長。また金かね遣づかいが荒あらくなく、常に優やさしく、お小遣いを強ね請だることなく、妻をどんなときも立てる心算つもりがあり、虫に強く、文句を言わず、家のことをすべてやってくれる男性》




「こんな奴、存在するかあああああああッッ!!」

　あまりにも夢を見た条件に、勇也は声を荒らげた。

「いくら何でも条件が厳しすぎるだろ！　こんな奴いるわけねぇだろうが！」

「い、いるわよ！　この世界のどこかには絶対！」

「絶対いねーよ！　最早伝説上の産物だよ！　ドラゴン並みに存在しねーよ！」

「私、ドラゴンもペガサスも信じてるもん！　絶対に白馬に乗って、私を迎むかえに来てくれるんだもん！」

「いや、華恋さんこれはないです。いくら何でもこれはないです」

「え、これぐらい普ふ通つうでしょ？　こんな男性に出会うこと、女の子は普通夢見るでしょう？」

　それには、藍葉は答えなかった。

「で、先輩は結局なんて書いたんですか？」

「え、なんで私を無視するの？」

「僕か？　僕はこれだな」

　キーボードをカタカタと叩いて、勇也は枠わくを埋うめた。

「こういうのは基本的に条件緩ゆるめがいいんだよ。意に添そわない奴やつになったら意味ないだろ？　蒼あお宮みやも柊もそういう点では全然駄目だな」

「へぇー、そこまで言うなら見せてもらいましょうか。模も範はん解答ってやつを」

「ああ、いいぜ。ほら、存分に見ろよ」

　勇也はモニターを藍葉たちに向ける。

　そこには、簡潔にこう書いてあった。




《備考：清せい楚そでお淑しとやかでエッチが大好きなお姉さん》




「いや、いくら何でも緩すぎでしょう！」

　藍葉が叫さけんだ。

「だから言っただろ。基本的に緩い方がいいんだよ、条件も股またも」

「緩いのは先輩の頭でしょう！　最ッ低！　もっと他にまともな条件はないんですか!?」

「もっと他に？」

「ってか、これ私のことじゃない？　もうっ、条件で告白なんて、勇也くんってば意外と大だい胆たんなことするじゃない」

　何を勘違いしているのか、華恋が嬉うれしそうに肩かたをばしばしと叩く。

　それに対して、勇也は条件を加えるとモニターを再び藍葉たちに向ける。




《備考：清楚でお淑やかでエッチが大好きなお姉さん（ただし、柊華恋は除く）》




「なんで私を除くのよ！」

　バンと机を叩いて、華恋が立ち上がった。

「重要な条件だろ。間ま違ちがって痴ち女じよが入ったときの大事なフィルターだ」

「痴女の代名詞なの!?　私の名前は痴女の代名詞なの!?」

「というか、この条件と痴女との差異がまったくわかんないんですけど」

「馬鹿、お淑やかでエッチが大好きなお姉さんと痴女を一いつ緒しよにするなよ。全然違うだろ」

「すみません、考えても全然わかんないです」

　宇宙の真理を覗いたかのように、藍葉は混乱した表情をつくった。

　だが、これは仕方のないことだ。この真理は選ばれし者にしか理解できないのだから。

「じゃあ、これで登録するか。別にいいよな」

「いいわけないでしょう！　訂てい正せい、訂正しなさいよ！」

「別にいいんじゃないですか。どうせ、大した問題じゃありませんし」

「私にとっては大問題よ！　ねぇ、楽しい？　あなたたち、私を虐いじめて楽しいの!?」

「じゃあ、登録っと」

　華恋の声を無視して、勇也はボタンを押した。

　すると、待機画面になる。モニターに現れた文字を読む限りでは、どうやらデータベース上にあるデータから最も相性の良い人間を検けん索さくしているらしい。

　それから数秒後。モニターに映ったデータを見て、勇也は顔を引きつらせた。

「だから言ったでしょ」

　その結果に、華恋はさも当然のように語る。

「あなたたちが備考欄らん的なところにいくら書き込んでも、無駄に決まってるわよ。そもそも、あなたたちはベストカップリングなんだから」

　画面に映った文字列。

《ヒット対象：蒼宮藍葉》

　紛まぎれもなく、その名前は隣の少女のものだった。




　　　　　　　◇




「それにしても、黒峰くんのあの条件……もしかして、特定の誰かだったりするの？」

　出会い系サイトに登録して細々とした業務を終えた後、王城の廊ろう下かを歩きながら、藍葉の隣を歩く華恋がそんな疑問を口にした。

　外では太陽が地平線の向こうへと沈しずみ始めていた。オレンジ色の陽光が窓から廊下へと差し込んで濃こい影かげをつくる。

　藍葉と華恋より一歩前を進みながら顔だけこちらに向けて、勇也が眉まゆをひそめた。

「……はっ？　なんでそんなこと思うんだよ？」

「んー。なんでって言われたら確証はないし、女の勘かんとしか言いようはないけど……何となくそんな感じがしたのよね。まあ、エッチかどうかは置いておいて」

「アホくさ。んな奴やついるわけねぇだろ」

　馬鹿馬鹿しいとばかりに、勇也は前に向き直った。

　何か知ってる？　と言いたげに華恋が視線を放ってくると、藍葉は肩を竦すくめ。

「……まあ、心当たりはありますけど」

「え、そうなの？」

「はい。神代夕日っていう、藍葉たちが過去の世界で──」

「蒼宮」

　一言。有う無むを言わせない雰ふん囲い気きで、勇也が藍葉の名を口にした。

　強きよう烈れつな語気で言ったわけでもないのに、たったそれだけで何も言えなくなった。

　勇也の表情は橙だいだい色いろの陽光のせいで読めない。それが余計に言外に「喋しやべるな」という意味を孕はらんでいるような気がした。

「……ま、大した人じゃありませんよ。ただの藍葉たちの教師役って感じの人です」

　最後にボソッと呟つぶやくように口にして、藍葉は口を噤つぐんだ。

　藍葉と勇也は互たがいを見ることなく廊下を歩いていく。

　華恋もその異様な雰囲気を感じ取ったのか、それ以上何も言おうとしなかった。







「ふぅ……」

　部屋に戻もどると息を吐はいて、藍葉はずるずると崩くずれ落ちた。

　宙に視線を漂ただよわせながら、ぽつんと。

「先せん輩ぱい、やっぱりまだ夕日さんのこと……」

　今まで直接聞けたことなどなかったが、勇也の反応を見るに一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　たぶん、勇也は今も夕日のことが好きなままなのだろう。何年経たとうとも色いろ褪あせることなく、勇也は夕日に好意を寄せ続けている。そこに藍葉が入り込む隙すきはない。

　でも、

　──あなたたちはベストカップリングなんだから。

　そう。今、勇也の隣となりにいるのは夕日ではない。藍葉なのだ。

　訓練のときにも、天音にベストカップリングだと言われたが……心のどこかではそんなはずないと思っていた。喧けん嘩かばかりで、相あい性しようなんて思い返す限り最悪に近かったからだ。

　それでも、再び藍葉と勇也の相性は最高と判定された。ならば、そろそろ意地を張るのをやめて認めたっていいだろう。隙はないかもしれないが、邪じや魔ま者ものもいないのだから。

「……少しだけ……ほんの少しだけなら、素す直なおになってもいいかな」

　明日、藍葉は勇也と偽ぎ装そうカップルとして潜せん入にゆう捜そう査さをする。

　それは見かけ上だけでも、あの勇也とカップルのふりをするということである。

　それならば、恋こい人びとのように振ふる舞まっても不自然ではない。

　藍葉がそうしたいわけではなく、仕事上そうするしかないだけなのだから。

「うん、頑がん張ばってみよ……」

　決意を新たにすると、部屋の端はしにあるクローゼットを見つめる。

　それから立ち上がると、藍葉は服を片かたっ端ぱしから引っ張り出し始めた。







　　　【第五章】　潜入捜査デート開始




　潜入捜査当日の朝。

　朝食を部屋で食べながら、勇ゆう也やは朝の情報番組をテレビで見ていた。

　今は一通り終わって、星座占うらないのコーナーだ。

　勇也の誕生日は十二月二十四日──山や羊ぎ座だ。どこで発表されるのか何気なしに見ていると、上位の運勢から次々と表示されていく。そして山羊座の運勢は最後だった。

《では、最後に十二位の山羊座の皆みなさん。特に騎き士しと呼ばれ、今日潜せん入にゆう捜そう査さなど危険な任務につかれる方》




《今日、一緒に行動する女性に殺されます！》




「…………」

　ボタボタ、と。

　テレビを見ながら、勇也は飲んでいた牛乳を口から零こぼした。

《もし、女性の様子が変わっていたら要注意だぞ！　後ろから刺さされないように常に意識していることがおすすめです！》

《あー、ついにヤンデレ強化月間が来ちゃいましたか》

《そうですね、職業が騎士ともなると多くの女性に愛されてますからねー。後ろからぐさっとやられてもおかしくないでしょう》

《というわけで、この条件を満たされる山羊座の皆みな様さま！　周囲の女性には要注意だぞ！》

　直後、占いコーナーが終わり次の情報番組が始まる。

「…………」

　え？　ちょっと待って？　流石さすがに冗じよう談だんだろ？

　というか、ヤンデレ強化月間ってなんだよ。




　　　　　　　◇




「…………ヤバい」

　朝の日差しなど数時間前にとうに差し込んできた頃ころ。

　目の下に小さなクマをつくった状態で、藍あい葉ははベッドの前に立ち尽つくしていた。

　ベッドの上には色んな種類の服が広げられていた。自分で買ったものも幾いくつかあるが、ほとんどは王城の使用人に用意してもらったものである。そのせいか、恋れん愛あい至上都市らしい露ろ出しゆつの多い服やコスプレ用の服なども何な故ぜかクローゼットの中に仕し舞まわれていた。

　どうして、こんなことになっているのか。

　それは昨日の夜からずっと、今日の偽装デートのための服を選んでいるからだった。

　最初は軽い気持ちだった。別にいつも通りでいいとすら思っていた。

　だが、頑張ってみると決めた以上、服装に手を抜ぬくわけにもいかず、決められないままついには朝になってしまったというわけだった。

「うーっ、どれがいいんだろう……」

　果たして、勇也の好みに合わせるべきなのか。それとも自分らしさを重視するべきなのか。深遠かつ答えの出ない問いに、頭を抱かかえて唸うなる。やがて途と方ほうもなく馬鹿馬鹿しいことをしているようにも感じられて、藍葉はうがーっと奇き声せいを発した。

「ああもう！　ったく、なんで藍葉がこんなに悩なやまなきゃいけないの！」

　本来であれば、あの先輩が自分のことを考えてモヤモヤするべきなのだ。藍葉が主導権を握にぎって、勇也が常にこちらの顔色を窺うかがって。それで優ゆう越えつ感に浸ひたっちゃったりして。けれど、これではまるで逆ではないか。それが非常に気に入らない。

　でも。

「……先輩、どんな反応するかな」

　藍葉はちょうど手に持っていた服を身体からだに当ててみた。

　落ち着いた色合いのワンピース。勇也が好みそうな清せい楚そな衣服である。

　これを着たら、どんな反応をしてくれるだろうか。

　もしかしたら、あの唐とう変へん木ぼくな先輩も「似合ってるぞ」とか言ってくれるかもしれない。それだけではなく、なんか良い雰囲気になったりもして。ぐっと距きよ離りが近づいて。それから、本当にキスなんかもしちゃったり──

「蒼あお宮みや様、もう準備終わりましたか？」

「──でやああああああああああ！」

『エア勇也』にキスをしようとしたところで突とつ然ぜん部屋の扉とびらが開き、藍葉は奇声を発しながらベッドにダイブした。

　部屋の前にいたのは、ほんわかとした柔やわらかな雰囲気の女性近この衛え兵だった。

　花はな百ゆ合りゆりという名前の、藍葉が未来にやってきてから色々とお世話になっている人物である。花百合は藍葉の姿を見ると、ぺこりと頭を下げる。
















「す、すみません！　ノックをしても返事がなかったのでつい開けてしまって！　もしかしたら、開けては不ま味ずかったでしょうか……？」

「全然！　全然大だい丈じよう夫ぶでしたし！　キスの妄もう想そうなんてしてませんでしたし！」

「キス……？　よくわかりませんが、そちらのお召めし物はお似合いだと思いますよ」

「へっ？」

　花百合の指先を追って視線を動かすと、藍葉の手の中のワンピースにぶつかった。

「そ、そうなんです。ちょうどこれを着ようかなって思ってて」

「そうなんですか。とっても良いと思いますよ。思わず襲おそいたくなっちゃいますし」

「えっ、襲いたく……？」

「あ、そうでした！　私、これを蒼宮様に渡わたそうと思ってここに来たんです！」

　不思議そうに首をかしげると、花百合が突とつ如じよ大声を出してナイフと縄なわを渡してきた。

　流れで受け取りながら、藍葉は躊躇ためらいがちに訊たずねる。

「あの……なんですか、これ？」

「護身具です」

「いや、それはわかりますけど……」

「恋愛銃だけでは、いざというときに対処できないかもしれませんから。危険なところに行くんです。武器は複数は持っていた方がいいですよ」

「なるほど。確かに、それはそうかもですね」

　それにこの程度なら大した荷物にもならない。持っていても問題にはならないだろう。

「花百合さんありがとうございます。これ使わせてもらいますね」

「はい、是ぜ非ひ」

　花百合が恭うやうやしくお辞じ儀ぎをする。

　藍葉は花百合を部屋の外に送り出すと、約束の時間に向けて着き替がえ始めた。
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「いやいや、落ち着け僕。今日殺されるとか、そんなことがあるわけがないだろ」

　自身の気を鎮しずめるために、勇也は繰くり返し呟いていた。

　気持ち良いほど晴れた空のもと。水神島のメインストリートにある噴ふん水すいの前で、勇也は藍葉を待っていた。

　もちろん潜入捜査のためだが、頭の中は朝の占いコーナーの言葉でいっぱいだった。

「いやいや、有り得ないだろ。だって、山羊座の騎士で、しかも今日危険な任務につく奴やつだぜ？　そんなの世の中にごまんといるどころか、五万人は確実にいるだろ」

　そんなに大勢の人間がいっぺんに殺されるはずがない。占いなんて所しよ詮せんそんなものだ。

　己おのれの完かん璧ぺきな理論武装に、勇也は何度も頷うなずく。

　──と。

「せーんぱいっ♪」

　聞き慣れた、しかし、一度も聞いたことがないような甘ったるい声。

　それだけで粘ねばっこい汗あせが全身から噴ふき出した。

　ギギギという錆さびついた機械のように、勇也は首を回す。

　いつもより遥はるかに近い距離。藍葉が既すでにそこにいた。

　服装は今まで見たことないぐらい気合いに満ちたもの。清楚なお嬢じよう様さまといった風ふ情ぜいだ。それは言うなれば完全武装だった。一目見るだけで、これからデートに行きますよ、と宣言しているのがわかる格好である。

　ふと、占いコーナーのお姉さんの声が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　──もし、女性の様子が変わっていたら要注意だぞ！

「いや、まさかな……」

　ぶんぶんと首を振ふって、勇也は額を押さえた。

　これは何かの偶ぐう然ぜんだろう。そんなことがあってたまるか。

「……先せん輩ぱい、どうしました？　顔色が悪いですけど。もしかして、風か邪ぜとかですか？」

　上うわ目め遣づかいに覗のぞき込んでくる藍葉に、勇也は戦せん慄りつした。

　いったいどうしたのだろうか。いつもなら悪態の一つでもつくはずなのに、勇也の身を案じるなんて。まさか、本当に──

　……いや、そんなわけないか。

　冷静さを取り戻もどして、勇也はゆっくりと首を振った。

　藍葉が勇也のことを殺そうとするはずがない。ちょっと自分と境きよう遇ぐうが似ているからといって、そう易やす々やすと当たってたまるか。まったく、占い一つで随ずい分ぶんと踊おどらされてしまった。

　勇也は気持ちを安定させると、藍葉の方に向き直った。

　次いで、藍葉の鞄かばんに手を差し出して。

「おい、蒼宮。その鞄寄よ越こせよ、持つからさ」

「べ、別にいいですよ。これぐらい、藍葉が持ちますってば」

「まあ、そう言うなって。今日は、僕がお前の彼氏ってことなんだからさ」

「そうです？　ま、まあ、先輩がそう言うなら……」

　頰ほおをやや赤くして、藍葉が鞄を差し出してきた。

　勇也はそれを受け取ろうとして手を伸のばし──しかし、藍葉の背中にカップルがぶつかって照準が狂くるった。鞄の中からそれが零れ落ちる。

　ナイフと縄が。

「……………………………………………………………………………………………………」

　勇也は口を閉じた。

　え？　なんで、ナイフと縄？

　今日、偽ぎ装そうカップルでデートするだけだよね？

「あ、落ちちゃった。……って、どうしたんですか先輩？　なんか死期を悟さとった病人みたいな顔をしてますけど」

「な、何でもない！　ほんと何でもないんだ！　ただ、それがちょっと気になってさ」

　勇也が震ふるえる指でさすと、藍葉は首をかしげつつも答える。

「それ？　……ああ、これですか？　護身具ですけど」

「ご、護身具？　あーあー、護身具ね。なるほど。ま、まあ、僕はわかってたけどね」

「もぅ、先輩いったいどうしたんですか？　今日なんか変ですよ」

「そ、そうか？　僕はいつも通りだけど？　ところで……蒼宮いつもナイフとか縄とかそんな護身具なんて持ってたっけ？」

「いえ、いつも持ってませんけど。今日だけ特別です」

　今日だけ特別。その言葉に、勇也は真顔になった。

「へ、へぇー、今日だけ特別なんだ。今日だけ護身具持ってたのか。あるよね、そういうとき。何な故ぜか護身具持ち歩きたいとき」

「あの、先輩？　さっきより顔色悪くなってますけど、大丈夫ですか？」

「ぼ、僕？　僕は全然大丈夫に決まってんだろ。オールオッケーだよ」

「本当ですか？　気分が悪いならどこかで休んだ方が──」

「大丈夫って言ってんだろ！　ほ、ほら！　取り敢あえず、もう行こうぜ！　オフ会の場所はあっちだったよな！」

　慌あわてて言って、勇也は足を踏ふみ出した。

　だが、それは全く違ちがう方向だった。微笑ほほえみながら、藍葉は手を伸ばして。

「もう違いますよ、先輩。オフ会はあっちですよ」

　ぴとっ。藍葉の手が勇也に触ふれ。

　──ズサッッッッッッッ！

　勇也は藍葉から全力で距離を取った。

「な、何しやがる！　僕を殺そうとしたってそうはいかねぇからな！」

「いや、先輩何言ってるんですか」

　藍葉が呆あきれた表情をつくった。

「先輩が違う方向に行くから、教えてあげようとしただけなんですけど。本当に、今日の先輩変ですよ？」

「そ、そうか？　ま、まあ、とにかく悪かったな」

　額の汗を拭うと、勇也は再び藍葉に近づいた。

　不味い。まったく冷静になれていない。

　このままでは動どう揺ようしていることが、藍葉に知られてしまう。それはまるで藍葉との偽装カップルを意識しているようで、非常に癪しやくだ。

「じゃ、じゃあ、先輩、その……腕うででも組んでみます？」

「う、腕!?　な、なんでそんなこと!?」

「いえ、その……そうでもしなきゃ、カップルっぽく見えないかなって……別に嫌いやならいいんですけど」

「別に嫌ってことはないけど……」

　なんか腕を封ふうじられそうで怖こわいです。

　逡しゆん巡じゆんしていると、藍葉がはいっと腕を差し出してくる。

　それを数秒見つめた後、勇也は仕方なく恐おそる恐る腕を絡からませた。

「あは、なんか照れますね」

　……今日が本当に僕の命日かもしれないな。

　照れた顔ではにかむ藍葉に、勇也は諦てい観かんをこめて空を仰あおいだ。







「……ここで合ってるんだよな？」

　二人で腕を絡めて歩くこと数分。待ち合わせ場所についたのは良かったのだが、そこには勇也たち以外はまだ誰だれも集まっていなかった。

　今回のオフ会は、勇也たちを含ふくめて三組。

　皆みんな、あの出会い系サイトで知り合い──もちろん、勇也と藍葉を除いてだが──互たがいに仲良くなった組み合わせばかりだ。そのカップルたちが運営主しゆ催さいのオフ会に参加する。そういうことになっている。

　端たん的てきに言えば、トリプルデートだ。

「まだ来ていないんでしょうか？」

《いえ、集合場所はもう少し進んだところよ》

　耳に嵌はめた通信機から、華か恋れんが指示を出してくる。

　恐らく監かん視しカメラなどでこっちの状じよう況きようを把は握あくしているのだろう。勇也たちが見み逃のがしたことに気づくために、今回、華恋は全体を俯ふ瞰かんしつつサポートすることになっていた。

「いや、あそこにいるみたいだぞ」

　それらしいカップルを見つけて、勇也は指を差した。

　そのカップルは、幼く見える少年と三十半ばの女性だった。男の方が子供に思えるせいで、見た目的にはかなり危ない組み合わせになっている。まるで親子みたいだ。

　と。

　こちらに気づいていないのか、その親子のようなカップルは熱ねつ烈れつなキスを始めた。

　見ているこちらの温度が上がるような情熱的な接せつ吻ぷん。なんと、舌まで絡めている。ねっとりとした唾だ液えきがお互いの唇くちびるをつなぎ、ポタッと地面に落ちた。

「あら、もしかしてあなたたちオフ会参加者？」

　キスを終えると、女性の方がこちらに気づいた。

「すみません、なんか恥はずかしいところを見せちゃって」

「いえ。……とっても彼氏さんと仲がいいんですね。こんなに仲なか睦むつまじいカップル初めて見ました」

　直視できないのか、藍葉は頰を紅潮させながらチラチラと窺うかがう。

「彼氏？　ああ、実はこの子とはそういうのじゃないんですよ」

「あれ、そうなんですか？　なら、いったいどういうご関係なんですか？」

　ここには、出会い系サイトで知り合ったカップルしか来ないと思っていたのだが。

　藍葉の質問に、女性は朗ほがらかに笑って答える。

「私たちはカップルじゃなくて、親子ですよ」




「やべぇよ、やべぇよこの都市。カップルだと思ったらまさかの親子だよ。親子でカップルだよ」

「キス、キスしてましたよ、先輩」

　親子カップルに背を向けると、二人はこそこそと話した。

　その音声を拾っていたのか、華恋は呆れたように。

《あのね、親子でキスなんて当たり前でしょ。そんなことで一々騒さわがないの》

「いやでも舌絡めてたんだぞ！」

「ベロチュー、ベロチューですよ！」

《……まったくガキじゃないんだから。親子でベロチューぐらい別にセーフでしょ。ギリギリでセーフでしょ》

「どう考えてもギリギリでアウトだろ！」

《ほら、そんなことしている間に次のメンバーが来たわよ。不自然に見えないように、ちゃんと挨あい拶さつしなさい》

　その華恋の声で、勇也と藍葉は視線を元に戻した。

　次にやってきたメンバーも、これまた異色の組み合わせだった。

　それは、強こわ面もての巨きよ漢かんと幼い少女だった。少女、いや幼女といった方が正しいだろうか。その背せ丈たけは天あま音ねよりも更さらに一回り小さかった。

　流石さすがに、これはカップルではないだろう。

　子供持ちの男──つまり、二人の関係は親子だ。男の方は犯罪者に見間違えてしまうほど怖い顔だが、幼女と仲良く手を繫つないでいる姿は微笑みすら誘さそう。

「おはようございます。もしかして私が最後ですか？　遅おそくなってしまい申し訳ない」

「いえいえ、まだ主催者の方が来ていないようですし大だい丈じよう夫ぶですよ」

「ええ、そうです。それよりも可愛かわいいお子さんですね」

　藍葉が幼女に手を振ふると、強面の男はガシガシと頭を搔かく。

「いや、実は私とこの子はそういうのじゃないんですよ」

「あれ、そうなんですか？　なら、いったいどういうご関係で？」

　てっきり、自分の子供をトリプルデートに連れてきたのだと思ったのだが。

　藍葉の質問に、男は朗らかに笑って答える。

「私たちは親子じゃなくて、カップルです」

「もう、かっぷるじゃないでしょ。あおばは、ままでしょ」

「ごめんねー、あおばままー。ぼくがまちがってまちたー」




「やべぇよ、やべぇよこの都市。親子だと思ったらまさかのカップルだよ。男の顔が怖い分、犯罪臭しゆうすげーよ」

「ロリコン、ロリコンですよ、先せん輩ぱい」

　犯罪カップルに背を向けると、二人はこそこそと話した。

　その音声を拾っていたのか、華恋は呆れたように。

《あのね、ロリコンなんて当たり前でしょ。そんなことで一々騒がないの》

「どう考えても当たり前じゃないだろ！　なんだよ、ロリコンが当たり前って！　すげーこと言ったな、お前！」

「赤ちゃんプレイ、赤ちゃんプレイですよ！」

《まったくガキじゃないんだから。ロリコンぐらい別にセーフでしょ。ばぶみを感じるぐらい、ギリギリでセーフでしょ》

「この場合は完かん璧ぺきにアウトだよ！」

　小声で叫さけぶという微び妙みように繊せん細さいなことをやってのけて、勇也は冷ひや汗あせを滲にじませた。

　流石、恋れん愛あい至上都市。

　恋愛に寛かん容ようなどころか、犯罪すら容よう認にんしているなんて。

　……いや実際は容認されていなくて、勝手にやっているだけの可能性もあるのだが。

「お、皆みなさん揃そろっておいでで。どうやら時間通りにお集まりになられたようですね」

　そこでようやく現れたのは、スーツを着たどこにでもいるような男だった。

　記き憶おくに残りにくい嫌いやなタイプだ。

　勇也が眉み間けんに皺しわを寄せていると、男は優ゆう雅がに一礼する。

「失礼しました、まずは自己紹しよう介かいを。私の名前は生い駒こま彰あきら。あの出会い系サイトを運営している会社の者です。今回は、皆さんに我が社が最近手がけたアミューズメントパークで楽しんでもらおうと思い、ご招待致いたしました。まあ、もちろん口コミで広めていただきたいという下心も大きいですが」

　悪戯いたずらっ子このように笑って、生駒は場の空気を和やわらげる。

　だが、こいつは〈二次元嫁よめの騎き士し団〉の一味である可能性が非常に高いのだ。

　こいつの狙ねらい通りに、緊きん張ちようまで失ってはいけない。

「立ち話もなんですし、早さつ速そく移動しましょうか。こちらにバスを用意しております。では、皆様夢の時間をご堪たん能のうください」
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「では、本日の会議はこれで終えたいと思いますわ。皆様、ありがとうございました」

　王城の会議室。幾いくつもの机が並べられたその部屋で、天音がそう号令をかけると張り詰つめていた空気が緩ゆるんだ。

　水神ランドとの定例の会議である。天音はまだ初等部の生徒であるが、父である若わか竹たけがいない現状では会議などに出席するのは仮の女王である自分の仕事だった。もっとも、大切な仕事は側近に任せていたのだけども。

　水神ランドは二十五年前までただの遊園地を所有する会社だった。

　だが、現在ではその範はん囲いに収まらない。

　恋愛磁場に関する規約などを定め、世界の恋愛事情を管理する〈世界恋愛統制機構〉によって、水神島が恋愛至上都市に認定された際に、まず取りかかったのは雰ふん囲い気きづくりだったらしい。そのために、若竹は水神ランドの力を借りることにしたのだ。

　結果、水神島はファンシーな雰囲気に取り込まれた。まるで都市そのものが遊園地となったかのように。その効果は絶大で、多くの恋愛磁場を収集することに成功したのだ。

　しかし、その代わりに、天音たちは水神ランドを無視することができなくなった。

　今では国政にすら口を出してくる始末。それも無下にはできないので非常に面めん倒どう臭くさい。

「いや、天音様。今回もご立派でしたぞ」

　賞賛しながらこちらに歩いてきたのは、水神ランド会長──水神周防すおうだった。

　好こう々こう爺やといった容よう貌ぼうで口元には柔やわらかな笑えみが浮うかんでいたが、水神の瞳ひとみにはギラギラとした光が浮かんでいる。齢よわいは七十の半ばのはずだが、まだまだ健在だった。

「そのお歳としで会議を仕切ってみせるとは。この水神、驚おどろきました。流石は天音様ですな」

「ありがとうございます、水神会長。しかし、わたくしの力だけではありませんわ。わたくしには優ゆう秀しゆうな部下が多いですから」

「果たしてそうですかな」

　しかし、それには水神は同意を示さなかった。

「見れば天音様の側近の数は以前よりも少なくなっている様子。もっとも大事な天音様のそばに以前は十人近くいたものの、今はたった三人ですぞ」

　確かに、天音に仕える近この衛え兵たちは年々減っていた。

　それも当然だろう。この国のトップが十歳の子供なのだ。どれだけ仕事ができて完璧にこなしていたとしても、十歳の子供に自分の人生を託たくしたい人間はいない。若竹が失しつ踪そうしてから、王城を見限る者たちは増えていく一方だった。

　原因はそれだけではない。

　その最たる理由は、目の前の好々爺が近衛兵たちを買収しているからだ。

　何を狙っているか知らないが、水神は王城で働く者たちを次々と自分のところへと移していた。だというのに、抜ぬけ抜けと言ってくる様は面つらの皮が厚いとしか言いようがない。

「天音様、もしテロリストに襲おそわれればどうなさるおつもりですかな。お父上の代わりとはいえ、今や天音様はこの国の要かなめなのですぞ」

「ご忠告感謝致しますわ」

　だが、それでも、天音は笑みを崩くずすことはなかった。

　何な故ぜなら、天音には父親が何よりも信用していた最強の盾たてと矛ほこがいるのだから。

「ご心配なく、水神会長。わたくしにはわたくしの騎士がいますので」




　　　　　　　◇




「辞やめる！　こんなことやるなら、藍葉は絶対に騎士なんて辞めます！」

　勇也と僅わずかに背中を触ふれ合わせた状態で、藍葉が声を上げた。

　アミューズメントパークの更こう衣い室。

　二人も入れば否いやが応でも身体からだのどこかが触れ合ってしまうほど狭せまい空間に、勇也と藍葉は着き替がえを持って詰め込まれていた。

　どうしてこんなことになっているのか。それはアミューズメントパークに辿たどり着いたときに着替えを強制されたからだった。どうやら、このアミューズメントパークではゲストも夢の世界の住人になって楽しんでもらうという企き画かくがあるらしい。それのせいで、断る暇ひまもなく着替えを受付で渡わたされたのだ。

　しかし、それだけならまだ良かった。

　問題は「お互たがいの着替えを手伝ってくださいね」と受付で言われたことである。二人は知らなかったが、それが恋愛至上都市では当たり前だったらしい。何の疑問も発することなく、親子カップル・犯罪カップルの二組は更衣室に入っていったのだ。

　勇也と藍葉はカップルとして来ている以上、それを拒きよ否ひするわけにはいかない。

　そういうわけで、二人は狭い更衣室に一いつ緒しよに入っているのだが。

「あ、藍葉は絶対に着替えませんからね！」

　外までは響ひびかない声量で、藍葉は着替えを拒きよ絶ぜつした。

　勇也はジャケットのみの着用だったため羽織るだけで事足りたが、藍葉の手に押し付けられたのはメイド服だった。かつて地上にあった国の使用人の衣服ではない。サブカルチャー用にアレンジされた超ちようミニスカ・スペシャルエディションである。

「そうは言っても、あんまり長い時間入ってると怪あやしまれるぞ」

「そうですけど、そうですけどぉ……」

「僕はあっち向いて目を瞑つぶってるから。だから、早く着替えろ」

　そう告げるや否や、勇也は鏡の方を向いて目を瞑る。

　同意を得る前にそうしたために、藍葉は拒絶の機会を失ったらしい。一ひと頻しきりごにょごにょと文句を並べると、背後から溜ため息いきとともに服のボタンを外す音が聞こえ始めた。

　衣きぬ擦ずれの音だけが更衣室に響く。

　勇也となるべく触れないように頑がん張ばって姿勢を維い持じしているからだろうか。藍葉の口から時折「ん、ん」という声が吐と息いき混じりに聞こえてくる。

　視覚を失い、聴ちよう覚かくだけになった状態ではそれは何とも言えない艶なまめかしさがあった。藍葉のことなんて気にもしていないはずなのに、妙みようにドギマギする。

　心を落ち着かせるために、勇也は瞼まぶたを僅かに開き。

「──ッ！」

　それがいけなかった。目の前の鏡には藍葉の着替え中の姿がばっちりと映っていた。

　立ったままソックスを履はいている途と中ちゆうだったのか、やや前かがみになっており、スカートの中の可愛かわいらしい下着が僅かに見えている。トップスの方も適当に着ているからだろうか。隙すき間まからブラも覗のぞき、柔やわっこそうな肌はだも露ろ出しゆつしていた。

　不ま味ずい、早く目を閉じなければ。──そう思うが、藍葉が運悪く鏡の方を向いた。

　鏡越ごしに視線が合う。

「…………」

「…………」

　たっぷりと固まること数秒。

　藍葉が耳の端はしまで赤く染めて、わなわなと肩かたを震ふるわせる。

　何か言って誤ご魔ま化かさなければならない。そんな思いにかられて、勇也は口を開く。

「その下着可愛いと思うぜ」

　殴なぐられた。







「最低！　本当に最ッ低ですし！」

「悪かった、あれは僕が悪かったから。だから、そろそろ機き嫌げん直してくれよ」

　勇也が頰ほおに紅葉もみじ形の手あとをつけたまま宥なだめると、藍葉はふんと顔をそむける。

「では、次は記念撮さつ影えいから行きましょう。こちらは当パークオリジナルの撮影機器です」

　園内にある巨きよ大だいな建物の中で。生駒が三組のカップルの前でそう言った。

　喧けん嘩かを一いつ旦たん止めて、勇也と藍葉は視線をそちらに移動する。

　それはプリクラや証明写真を撮とるときのような機械だった。外部とは布で仕切られており、外からは覗けないようになっている。

「こちらは写真を加工できるだけでなく、外の風景も再現できる優れもの。生あい憎にくの雨でも楽しめる仕様になっております。さあさあ、最初は黒くろ峰みねさん蒼宮さんカップルからどうぞ」

「……あの、その前にちょっといいですか？」

「はい。なんでしょう、蒼宮さん」

「なんかこれ、ハードモード、イージーモードって書いてるんですけど……場所によって何か違ちがいがあるんですか？」

　確かに藍葉の言う通り、外部との仕切りである布にそう書いてあった。

　その質問に、生駒はフォローを入れる。

「ああ、それを説明するのを忘れていました。こちらは単に写真を撮るだけではなく、機械がポーズを指定して楽しんでもらうというミニゲームもついています。機械の言う通りにポーズが見事取れた方々には、当アミューズメントパークからの景品もございますのでどうぞやってみてください」

　生駒に手で促うながされて、勇也と藍葉は顔を見合わせた。ミニゲームと聞いてすっかり熱が入ったようで、藍葉はもうさっきのことは忘れたようだった。

　恐おそらく、モードの違いはミニゲームの難度の違いなのだろう。

　となると、選ぶモードは一択たくに決まっている。

「ハードモード、だな」

「もち、当然ですね」

　互いに頷うなずいて決めると、勇也と藍葉はハードモードの機械の中に入っていった。

　二人とも超がつく負けず嫌ぎらいだ。難しい設定を無視するわけにはいかない。

「さて、どんな指定が来るんだろうな」

　にやりと笑いながら、勇也は内部にあるパネルを見つめた。

　そもそも潜せん入にゆう捜そう査さで来ているのだが、それはそれ、これはこれだ。

　ぶぉんという音で、機械が起動した。

　男女カップルモードを選せん択たく。パネルに二人の姿が映り、機械がポーズを指定する──




《じゃあ、まずは一発目だよ！　棒を穴の中に突つっ込こんで！　はい！　さん、に、いち》




「「──んなこと、できるかあああああああああああああ！」」

　大声をあげて、勇也と藍葉は機械を蹴けり上げた。

　慌あわてて出てきた二人を、生駒は不思議そうに見る。

「あれ、どうしましたお二人とも。初しよっ端ぱなからリタイアですか？　だらしないですね」

「そりゃリタイアするわ！　何が一発目だよ！　本当に一発やらせようとしてんじゃねぇか！」

「こ、こんなのできる人絶対にいませんよ！」

「あれ、そうですか？　他のカップルの方々は普ふ通つうにされておりますけど」

　生駒が別の機械を指差す。

　そこには二台のハードモードの撮影機があった。どうやら、そこに親子カップルや犯罪カップルが入っているようだ。そこからは悲鳴どころか文句を言う声も聞こえてこない。

　え、マジでやってんの？

　ここ外だよ？　親子だよ？　ロリとロリコンだよ？　犯罪だよ？

「と、とにかく、これは藍葉たちには早すぎたようですね！」

「そ、そうだな！　べ、別にこれ難度を変えてもいいんだよな？」

「構いませんけど……難度を下げると面おも白しろくありませんよ？」

「面白さとか求めてないから大だい丈じよう夫ぶだ！　うん、やっぱり人生もゲームもイージーモードが一番だよな！」

「そ、そうですね！」

　二人で示し合わせたように頷くと、今度はイージーモードの筐きよう体たいへと近づいていく。

　ぶぉん、と音をたてて起動する。

　男女カップルモードを選択。パネルに二人の姿が映り、機械がポーズを指定する。

《じゃあ、まずは一発目だよ！　二人とも身体を寄せてハートマークをつくってね！》

　──今度はどうやらまとものようだ。

　心の中でほっと安あん堵どすると、二人は互いに指定されたポーズを取る。勇也はぎこちない表情で、藍葉はキメ顔で、片手を前に突き出して二人でハートマークをつくる。当然、二人とも微び妙みように身体からだが触れるか触れないかまで寄せ合っていた。

　だが、

《まだまだ距きよ離りが遠いぞ！　もっと、二人ともくっついて！》

「なっ……」

　機械の追つい撃げきともいえるポーズの指定に、勇也と藍葉は硬こう直ちよくした。

　これ以上ないぐらい身を寄せているつもりだったのが、まだ足りなかったらしい。恥はずかしさもあったが、もう乗りかかった船だった。二人は更さらに身体を密着させる。

　が、

《まだまだ距離が遠いぞ！　もっと二人ともくっついて！》

「な……っ！」

「ま、まだですか？」

　ぴたっ。二人は身を寄せて肌すらくっつける。

《まだまだ距離が遠いぞ！　もっとくっついて！》

「ま、まだかよ！　おい、蒼宮！　もっとくっつけって！」

「ちょ、先せん輩ぱい近ッ！　というかこれ、か、顔が触れちゃって……」

《まだまだ距離が遠いぞ！　もっとくっついて！》

「なっ、蒼宮なんで逃にげるんだよ！　いつまで経っても終わらないぞ、これ！」

「わ、わかってますよ！　わかってますけど……うーっ！　ぜ、絶対にこれ一回きりですからねっ！　二度とやりませんからねっ！　いえーいッ！」

　ほとんど自じ暴ぼう自じ棄きになって、藍葉が勇也に身体を密着させる。

　もうそこには羞しゆう恥ち心しんなどない。腕うでに藍葉の胸が押しつけられるが、それを気にしている余よ裕ゆうはなかった。お互たがい引きつった顔でハートマークをつくる。

　そして。




《まだまだ距離が遠いぞ！　今度は服を脱ぬいでくっついて！》




「「──んなこと、できるかあああああああああああああ！」」

　流石さすがに我が慢まんすることができず、勇也と藍葉は筐体に強きよう烈れつな蹴りを浴びせた。







　それから数時間後。

　比ひ較かく的にまともなアトラクションを幾いくつか巡めぐった後に、勇也たちが案内されたのはお洒落しやれな喫きつ茶さ店てんだった。

「では、ここで少し休きゆう憩けいにしたいと思います。時間はたっぷりあるのでゆっくりと休んでください」

　その声で、各おの々おの席に座ってそれぞれ注文し始めた。

《……随ずい分ぶんと楽しそうね、あなたたち》

　渡わたされたメニューの中で目についたものを頼たのんでいると、通信機器から、地じ獄ごくの底から漏もれたような呻うめき声が聞こえてきた。

　そういえば、こいつのことをすっかり忘れていた。

　デート中、華恋はずっと沈ちん黙もくしていたので尚なお更さらだ。

「どうしたんだ？　ずっと黙だまったままだったけど」

《決まってるでしょ、楽しそうだからずっと呪のろいをかけてたのよ！》

「呪いをかけるのは決まってるんですか……」

《まあ、他にも、ここの監かん視しカメラの映像を見るために強権を行使したりとかしていたけどね。それで、状じよう況きようはどう？》

「特におかしなことはないな」

「アミューズメントパーク自体が何かおかしい気もしますけどね」

《これぐらい普通よ。一応、私も監視カメラで見ているけど特におかしいことはないわ》

「もしかしたら、今回は外れなのかもしれないな」

　周囲に聞こえないように小声で囁ささやいて、勇也は生駒を窺うかがった。

　ずっと警けい戒かいしていたが、おかしな様子は一いつ切さい見せていない。至って普通の会社員だ。

　そこで何かに気づいたのか、藍葉がこそこそと耳打ちする。

「先輩、先輩。あの親子カップル、お手洗いから帰ってくるの遅おそくないですか？」

　親子カップルは喫茶店に入る前、揃そろってお手洗いに行っていた。

　あれから十数分は経たつのに、確かに戻もどってきていない。

《便秘気味なんじゃない？　別に十数分ぐらいよくあることじゃない》

「二人とも揃ってですか？」

《じゃあ、一発やってるのよ》

　華恋が投げやり気味に言うが、その可能性を否定できないのが悲しいところだ。

　しかし、もし緊きん急きゆう事態なら見み逃のがすわけにはいかない。

「……ちょっと、僕が見てくるな。蒼宮はここにいてくれ」

「はい。わかりました、先輩」

「柊ひいらぎは監視カメラを辿たどって、どこに行ったか確かく認にんしてくれないか？」

《了りよう解かい。すぐにやってみるわ》

　念のため、支給された〈恋愛銃〉とその剣けん版である〈恋愛剣ラブ・ソード〉を装備していることを確認して、勇也は立ち上がった。

　標識に従って、お手洗いがある場所へと歩いて行く。

　入ろうとしたところで、再び華恋からの通信が入った。

《ちょっと待って、黒峰くん。あの親子カップルはそこにはいないわ》

「なに？　じゃあ、どこにいるんだ？」

《それが、そこから数メートル先に監視カメラの死角があるんだけど、そこに行ってから姿が消えてるの。しかも、そこ地図上では袋ふくろ小路こうじなのに》

「……ってことは、つまり本来消えない場所で消えてるってことか？」

《そういうことになるわね。黒峰くん、気をつけて。そこ何かあるわよ》

　華恋の忠告通り最大限警戒して、勇也は問題の場所に忍しのび足で歩み寄った。

　そこには、華恋が指し摘てきしたように誰だれの影かげも見えない。けれど、

「……なんだ、これ？」

　監視カメラの死角。恐らく、地図上には記き載さいされていない場所に扉とびらがあった。しかも、誰かが通ったばかりなのか半開きになっている。

　勇也は恐る恐る隙すき間まから中を覗のぞき込んで。

「ッ！」

　声をあげそうになった口を必死で押さえ込んだ。

　扉の向こう。男たちが親子カップルを羽は交がい締じめにして注射を打ち込んでいる最中だった。注射には気味の悪い赤い液体。母親らしき女性が不自然に痙けい攣れんし、地に崩くずれ落ちる。

「よし、ノルマ達成だな。ガキはどこで殺す？」

「もっと奥でやれ。外に悲鳴が聞こえたら面めん倒どうだからな。ただ殺すときには、ちゃんと母親の前でやれよ。魔ま族ぞく化のためには、きっちり絶望してもらわなきゃいけないんだから」

「んなこと、わかってるよ」

　母親とは違ちがう薬を打たれたらしい子供を蹴って、男たちは下品な笑い声を響ひびかせた。

　……魔族化か。

　忘れるはずもない嫌いやな語句。男たちの口からその言葉が出てくるということは、只ただ事ごとではない。少なくとも、自分一人だけでは手が足りないと思ってしまうぐらいには。

　応おう援えんを要よう請せいするために、勇也はそっと扉から離はなれて。

「──何かお困りでしょうか、お客様？」

　女性の声。それが聞こえてきたときには、勇也は扉から離れて振ふり返っていた。

　背後にいたのは、剣士のような鋭するどさを持つ女性だった。

　雪のような色白の肌はだ。それとは対照的に長ちよう髪はつは寒気のする宵よい闇やみのような漆しつ黒こく。服装から判断するには、その女性はアミューズメントパークの職員のようだった。

　職員の女性は形だけの笑えみをつくる。

「もし、道にお迷いでしたらご案内いたしますが？」

「い、いえ、大丈夫です。もう場所わかったんで」

　ぎこちなく笑いながら、勇也はゆっくりとその場から退散していく。

　不自然ではない速度で歩いていると、職員の女性の小声が微かすかに聴ちよう覚かくに触ふれる。

　それと同時に、勇也も連れん絡らくを取る。

《扉の前に、怪あやしい男が一人いました》

「柊、聞こえるか？」

《もしかすると、見られていたかもしれません》

「僕がいる場所はわかっているな？」




《──すぐに消しなさい》

「──武器を用意させて、蒼宮をすぐに寄よ越こせ」




　ドゴッ！　勇也が全速力で駆かけ出した直後、後ろの部屋の扉が蹴け破やぶられた。

　走りながらも振り返って確認すると、現れたのは魔力を纏まとった人型の化け物だった。その体たい軀くには真っ黒い結けつ晶しようを纏って既すでに強固な鎧よろいを形成している。見間違えようもない。過去の世界で散々苦しめられた化け物──魔族。しかも、その上位個体である狂鬼オーガだ。

　廊ろう下かを駆けて逃げる勇也を、狂鬼があちこちを破は壊かいしながら追ってくる。

「おい、柊！　蒼宮まだなのか!?」

《今、向かって貰もらってるけどあと数分はかかるわ！》

「くそっ！」

　悪態をつくと、勇也は恋愛銃で応戦しながら走る。だが、銃の扱あつかいが元々上う手まくなかった上に相手の動きが速すぎた。簡単に躱かわされ、距離を縮められる。

　いったいどうすればいい？　勇也は内心で呻うめいた。せめて星せい霊れい機装が使えれば話は違うのだが、現状ではそれを望めるはずもない。

「ったく、なんか最近こういうのばっかだな！」

　己おのれの不運を自じ嘲ちようして、勇也は床ゆかを蹴けって廊下の角を曲がった。狂鬼も追つい随ずいしてくる。

　しかし、それこそが勇也の狙ねらいだった。

　廊下の曲がり角で待機していた勇也は、狂鬼が来た瞬しゆん間かんを狙って恋愛剣で切りつけた。

「グアッ！」

　狂鬼が吹ふっ飛とび、壁かべに叩たたきつけられて呻いた。纏っていた魔力が拡散して消しよう滅めつする。立ち上がって来ないことを確認すると、勇也は安あん堵どの息とともに戦せん闘とう態勢を解いて。

「────ッ！」

　強烈な殴おう打だ音。

　新手の狂鬼に横よこっ面つらを殴なぐられてボールのようにバウンドすると、勇也は床の上を転がって壁に激げき突とつした。衝しよう撃げきが放射状に広がり、壁に亀き裂れつが入る。ずるっと崩れ落ちて、勇也は四し肢しを床に投げ出した。

「やべっ、不ま味ずいな……」

　足が動かない。自らが追い込まれた窮きゆう地ちに、勇也は引きつった笑みをつくった。

　額を切ったのか視界が真っ赤に染まっていく。咄とつ嗟さに庇かばった片かた腕うでは紫むらさき色いろに染まって動きそうになかった。

　いつの間にか、建物の吹き抜ぬけスペースまで吹っ飛ばされていた。倉庫のように利用されていたのだろうか。アミューズメントパークの品々が置かれており、人ひと気けは当然のように少ない。声をあげても助けがくるとは思えなかった。

　ずしっと、新手の狂鬼が歩いてやってくる。

　トドメを刺さすつもりなのか、その歩みに迷いはない。

　その姿を見て、勇也はゆっくりと口角を上げて。

　パリンッッ!!　外から窓ガラスが割られて、吹き抜けスペースに影が降ってきた。

「遅いぞ、蒼宮。もうちょっとで僕が死ぬところだったぞ」

「それだけ言えるなら大だい丈じよう夫ぶですよ、先せん輩ぱい」

　空から降ってきたのは、果たして藍葉だった。

　華恋のサポートもあって予定より早く着いたのだろう。

　藍葉の手には恋愛銃。その銃じゆう口こうはぶれることなく、狂鬼に向けられた。

　狂鬼が背後の気配を察知して動くが、遅い。その時には既に弾だん丸がんは撃うち出されていた。

　弾丸が足を射い貫ぬき、狂鬼は呻き声とともに跪ひざまずく。

　その間に空中でその巨きよ軀くを飛び越こえると、藍葉は床の上を滑すべるように転がって勇也のそばで射撃の態勢を取った。視線だけこちらに向けて鋭い声を放つ。

「先輩ッ！」

「ああ、わかってる！」

　藍葉の声に応こたえると、勇也は歯を食い縛しばって起き上がった。

　射撃の体勢を支えるように、その小さな背中を後ろから抱だきしめて。

「ひゃっ──せ、先輩！　な、なんでお腹なか触さわってるんですか！」

「い、勢いで入っちゃったんだよ！　早く抜くから──って、あ、暴れるな！　もっと奥に入るだろうが！」

「や！　せ、先輩そんなとこ……っ！　だ、だめっ！　ど、どこ触って……っ！」

　狂鬼の前だというのにそんなことをしていると、突とつ如じよ電子の声が響く。

《恋愛磁場供給量の閾しきい値ち突とつ破ぱを確認しました。恋愛階級の昇しよう格かくを承認。〈Ｆランク〉から〈Ｅランク〉へと移行します》

「「なっ──」」

　いちゃいちゃによる恋愛階級の昇格。それを目まの当たりにして、二人は息を吞のんだ。

　腕うで輪わの表示が「Ｆ」から「Ｅ」へと変わる。

　しかし、それだけでは終わらない。電子の声は更さらに祝福を謳うたう。

《恋愛階級の昇格により、使用者の攻撃プログラムの権限を拡大。ランクＥ・攻撃プログラム──恋愛銃【火狼スカーレツト】、武装召喚インストールします》

　淡あわい光に包まれると、藍葉が握にぎっていた恋愛銃に何かが装そう塡てんされた。

　まるで恋愛磁場が実体のある弾丸に変わったような──そんな感覚。

　だが、いつまでも驚きよう愕がくしているわけにはいかなかった。

　狂鬼が地を蹴って既に数メートル手前まで迫せまっていた。藍葉は引き金に指をかけ。

　──【恋愛磁場装塡率：13％】

　轟ごうッ！　凄すさまじい爆ばく音おんとともに、狼を象かたどった炎ほのおの弾丸が狂鬼の胸を貫つらぬいた。

　内部でエネルギーが渦うず巻まいているのか大きく仰のけ反ぞる。破は裂れつ音。狂鬼が崩れ落ちた。

　それを見届けて、藍葉が狂鬼を見るような敵意のこもった瞳ひとみをこちらに向ける。

「……さあ、次は先輩の番ですね。変なとこ触った罰ばつはきっちり受けてもらいます」

「さ、さっきのは事故だ！　だいたい、お前が暴れるから──」

「はっ？」

「なんでもありません」

　一ひと際きわ鋭くなった視線に勇也が両手を上げると、藍葉は渋しぶ々しぶながらも銃口を下げた。

　ずきずきと痛む傷に呻うめいて、勇也はゆっくりと立ち上がる。

　狂鬼の死体を見下ろしながら、華恋に連絡しようと口を開いて。

　けれども、その先を紡つむぐことはできなかった。

「……なんで、こんなことが」

　こんな現象は知らない。

　そう言いたげに、藍葉はこれ以上ないぐらい目を丸くしていた。

　されど、勇也はその現象を知っていた。幼少期の頃ころに一度だけ遭そう遇ぐうしたことがあった。

　狂鬼の死体だと思っていたもの。

　それは、いつの間にか親子カップルの母親に変わっていて。

　勇也は不意にあることを思い出していた。




　　　　　　　◇





　めらめらと。

　雨が降り注ぐなかで、世界が燃え上がっていた。

　見み渡わたす限り瓦が礫れきの山だった。元々、この場所には孤こ児じ院いんが建てられていたが、原形は跡あと形かたもなかった。岩いわ肌はだには、黒い染しみ──血がべっとりと付着している。魔族の研究のための高価な機材は粉々に砕くだけ散り、炎の薪まきとなっていた。

　まるで、地じ獄ごくそのものの光景。

　その中心で、少女が天を見上げて慟どう哭こくしていた。




　その少女は既に人間ではなかった。

　とはいえ、魔族にもなりきれていなかった。半分人間であり半分魔族の半はん端ぱ者もの。それが子供に〈因子〉を埋うめ込んで非道な実験を繰くり返した結果だった。

　少女は淡い色の結晶をドレスのように纏っていた。

　魔族の固有能力である〈結晶化〉だ。夕焼け色の髪かみは雨に濡ぬれて頰ほおに張りつき、服は炎で焦こげて炭化している。

　そして、少女こそがこの地獄を生み出した原因だった。

「……ッ」

　少年は足を引きずりながら、瓦礫の山を登って少女に近づいていく。

　この場には、少女と少年以外にいなかった。他の者たちは全員、実験の最中に暴走した少女の力によって死に絶えたのだ。非道な実験を繰り返していた研究者たちや、孤児院の運営者、院長先生、廃はい棄きになりかけていた数多くの子供たちなどが。

「夕ゆう日ひ……？」

「き、来ちゃだめ！」

　何とか手の届く距きよ離りまで近づいて呼びかけると、少女は慌あわてて後退した。まるで、自分に触れることでその少年が傷ついてしまうことを恐おそれたかのように。

　少女の拒きよ絶ぜつの意志が力となったかのように魔力の波動が放たれると、少年は宙を舞まって吹っ飛ばされる。

　しかし、

「っ──」

　少年は力を振ふり絞しぼって駆け寄ると、少女が拒絶の意志を示すにもかかわらず力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめて──キスをした。

　魔ま力りよく抽ちゆう出しゆつ。孤児院で習った講義の中で紹しよう介かいされた項こう目もくの一つだった。体内で大量の魔力が生成されてしまった場合、他人に移すことで制せい御ぎよ可能領域まで落とすのが現状では最も安全な方法と習った。その最有力手段として「接せつ吻ぷん」がその授業では挙げられていた。

「……っ」

　少年が唇くちびるを離はなすと、少女と目が合った。

　少女の魔力はもう感じられないほど小さくなっていた。驚おどろくことに身体からだは魔力に蝕むしばまれることなく、何故かそもそも移された魔力すら感知できなかった。

「勇也くん……わ、わたしっ」

「大丈夫だよ、夕日は悪くない」

「でも、み、みんなを……」

「大丈夫だ」

　繰り返して。少女が安心するまで、少年は抱きしめ続けた。

　未いまだ残った結けつ晶しよう化した少女の肢し体たいによって己おのれの身体が傷つけられ、血が溢あふれでるが気にもしなかった。この少女を安堵させることだけが、少年にとって最も大事なことだった。

　少女が少年の腕うでの中でポツリと呟つぶやく。

「……ねぇ、もし、わたしがもう一度こうなったとき──わたしを殺してくれる？　もう誰だれかを傷つけるのは、殺すのは嫌いやなの……っ」

「そんなこと……ッ！」

　約束できるわけがない。そう言おうとして、少年は目を見張った。

　少女の目には一寸ちよつとの光すら宿っていなかったからだ。もし、ここで断れば少女が自害してしまう可能性すら見えてしまった気がした。

「約束するよ」

　それが少女に対する優やさしさだと思って。少年は小指を少女のそれと絡からめた。

「もし、夕日がもう一度魔族になって暴走した場合──僕が必ず殺す」

「ありがとう、勇也くん」

　ふわりと笑って、少女は少年の腕の中で意識を失った。









　　　【第六章】　未来と過去の交こう錯さく




「……容よう態だいはどうなんですか？」

　水神島の城下町にある病院。

　ベッドに寝ねたまま目を覚まさない女性を見ながら、藍あい葉はは医師に訊たずねた。

　あの親子カップルの片割れの母親である。隣となりのベッドには、少年が寝息をたてて眠ねむっていた。少年の方もアミューズメントパークで男たちに半殺しにされていたが、今問題であるのは母親の方だった。

「命に別状はありません。ただショックが大きいようで、目覚めるのは当分先でしょう」

「命に別状がない？　本当なんですか、それは？」

「ええ、怪け我がはありませんし完全な無傷です。あなたがおっしゃる通りならば、この女性は弾丸で撃たれたはずなのですが……そのような傷はどこにもありません」

「そんな……」

　絶句して、藍葉は女性を見つめた。

　女性が生きており、弾丸の傷もない。それは大変喜ばしいことだ。だが、元は魔族であり確かに手て応ごたえがあったのだという前提が加わると、それよりも先に疑問がくる。

「……いったい、どういうことなのでしょう？」

　病室から出た後、一いつ緒しよにお見み舞まいにきていた天あま音ねが周囲に聞こえないように囁ささやいた。

「そんなことがあるのでしょうか、魔族が人間になるなんて」

「藍葉が知る限り、そんな事例は一度もありません。それに、魔族が人間になったんじゃありません。人間が魔族になったんです」

　そう、それが何よりも問題なのだ。

　人間が魔族になる。そんなことが起きればパニックは必然だ。

　それは何としてでも避さけなければならなかった。

「あの、藍葉さん……勇ゆう也やさんは何と言っているのでしょう？」

「さあ？　あの先せん輩ぱいはだんまりです。何を考えてるかもわかりませんし」

「藍葉さんにも、ですの？」

「別に、藍葉は先輩のことが何でもわかるわけじゃありませんよ。いつも、先輩と一緒にいるわけじゃありませんし」

　そういう意味で、勇也のことを一番知っていたのは夕ゆう日ひだろう。

　夕日と勇也は古くからの知り合いで、同じ孤児院出身だという話も聞いたことがあった。偶ぐう発はつ的に発生した事故で孤児院がなくなってからも、同じ下宿先で住んでいたという。

　だから、藍葉が一番じゃない。

　ここ数年、勇也と最も一緒にいたのが自分自身だったとしても、だ。

「どうして人間が魔族になったのか。自分たちで考えてもわからないなら、わかる人たちに聞いてみましょう」

「わかる人たち？　いったい誰ですか？」

　天音の問いに、藍葉は悪魔のような笑えみをつくる。

「それはもちろん〈二次元嫁よめの騎き士し団〉の奴やつらですよ」




　　　　　　　◇




　王都学園。水神島最大の学園であり最高の教育を施ほどこしているそこの図書館に、勇也は足を踏ふみ入れていた。

　二十五年前──つまりは未来に来る前には、勇也と藍葉が通っていた学園でもある。

　四半世紀経ってもあまり様相が変わらない図書館の内部を歩き回りながら、勇也は片かたっ端ぱしから関係ありそうな本を集めていく。数時間近く頭を悩なやませながらもページを捲めくっていると、明るい茶ちや髪ぱつの女性が対面に座った。

「意外だわ、あなたがここにいるなんて。もしかして黒くろ峰みねくんって勉強家なの？」

「そんなわけないだろ。僕の学園での成績を聞くか？　下から数えた方が早いぞ」

「でも、こんなところにいるじゃない」

「しょうがないだろ、やらなきゃいけないことだからやってるだけだ。本当は、僕だって本なんて読みたくないんだ。小難しい本を読むと蕁じん麻ま疹しんが出るぐらいなんだからな」

　本を閉じると、勇也は華か恋れんを見た。

「でも、残念ながら、僕は頭が良くない。だから、問題が起きてわけがわからなかったときは先人の知ち恵えに頼たよるしかないんだよ。そういう意味では、ここはうってつけの場所だ」

「で、先人の知恵は答えを教えてくれた？」

「全然。少なくとも、ここには人間が魔族になった例はなさそうだ。全部の本をひっくり返したけど、やっぱりないみたいだな」

「えっ？　もうここの本全部目を通したの？」

　驚きながら、華恋は辺りを見回した。

　視界一面が本で埋め尽つくされている。確かに、ここにある本を一から読み始めたら一年近くはかかりそうだ。

「まあ、前にも似たような件で調べたことがあったからな」

「似たような件？」

「ま、とにかくそれはいいだろ。で、柊ひいらぎ、お前は何をしにきたんだ？　まさか、僕の仕事ぶり観察するために来たんじゃないだろ？」

「個人的にはそれもありだけどね。……黒峰くんの力になれそうな人を知っているから紹介しようと思ってきたのよ」

「力になれそうな人？」

「ええ、人間が魔族になる可能性をずっと研究してきた人よ」

　その言葉に、勇也は目を大きく見開いた。

「なっ、そんな奴がいるのか？」

「ええ」

　華恋は首しゆ肯こうする。

「私の父よ」







「……なあ、柊」

　水神島・東島エリア。その中心からかなり離れた街。

　ボロボロのアパートばかりが建ち並ぶ道を歩きながら、勇也は隣の華恋を見やった。

「これ、実はお前の父親に挨あい拶さつさせられるとかそういうのじゃないよな。外そと堀ぼりを埋うめられたりとかしないよな」

「私をいったい何だと思ってんのよ、そんなことしないわよ」

「そうか、そうだよな」

「それは一年前にやって失敗済みだもの」

「まさかの経験済みかよ！」

「当たり前でしょ、思いつく手段はだいたいやってみたもの」

　そう語る華恋の表情は、既すでに悟さとりを開いていた。

　その辺の修しゆ行ぎよう僧そうよりも悟っていそうだ。もっとも、徳はかなり低そうだが。

「それにしても、黒峰くん私と二人でも怯おびえなくなったじゃない。もしかして、私の魅み力りよくに気づいちゃった？」

「いや、意外と安心できることに気づいただけだ」

「私の隣が？」

「いや、スタンガンが」

「なんでそんな物ぶつ騒そうなもの持ってるのよ！」

　懐ふところからスタンガンを取り出した勇也に、華恋は距きよ離りを取った。

「それがな、これを持ってると不思議と安心できるんだよ。柊が隣にいてもこれを浴びせれば一いち撃げきってわかっていると、心が落ち着くんだ」

「なんか凄すごい嫌いやな心の落ち着かせ方なんだけど……」

「そういうわけで僕は大だい丈じよう夫ぶだ。お前が襲おそってきても確実に意識を刈かり取れるぞ」

　笑顔で言ってやると、華恋は物もの凄すごく微び妙みような顔で。

「……私、色々経験してきたけどそんな言葉かけられたの初めてよ」

「良かったな、また一歩成長できたじゃないか」

「そんなの全然嬉うれしくないわよ！」

　うーっと、華恋が嚙かみついた。

「ここよ」

　それから数分後。華恋が足を止めたのはこの街で最も廃はい墟きよじみた家だった。

　最も早はや、人が本当に住んでいるのか疑わしい。だが、華恋は逡しゆん巡じゆんすることなく足を踏み出すとインターホンを押した。

　軽快な音が響ひびき渡わたる。しかし、家からは人が出てくる気配がない。

「……留守か？」

「いや、父さんは絶対にここにいるわ。きっと寝てるのよ、あの人はそういう人だから。しょうがないから、勝手に中に入りましょう」

　扉とびらの取っ手をガチャガチャするのを止めると、華恋は何故か恋愛銃を取り出した。

「……いや、なんで恋愛銃？」

「えっ、なんでって……もちろん、こうするためだけど？」

　不思議そうにしながらも、華恋は最小の威い力りよく設定で扉の鍵かぎを吹ふっ飛とばした。

　扉を蹴け破やぶると、華恋はずんずんと中に入っていく。

「……あいつ凄いな。怖こわいものなしかよ」

　畏い怖ふの念すらこめて呟つぶやいて、勇也は華恋の後に続いた。

　外装は廃墟っぽいが、中は案外綺き麗れいだった──ということはなく、外装が廃墟のようであれば、中も足の踏み場がないぐらい物が散らかっていた。本、通つう販はんの段ボール、プラモデル、衣服などの普ふ通つうの物から、見慣れない彫ちよう刻こくや外国の置物まであった。

　そして、主あるじは部屋の真ん中にいた。

　銃じゆう声せいのせいで目覚めたのだろうか。本の布ふ団とんを押しのけると、その男は眼鏡めがねをかけてむくりと起き上がる。

「またか、華恋！　ここに来るたびに扉を壊こわすつもりか！」

「おはよう、父さん。扉を壊されたくなければ常識的な時間に活動していることね」

「はっ、常識的な時間？　その常識は誰だれが決めた。私は私が活動したいときに活動する。誰かに指図されてたまるか……ところで、そちらの少年は誰だ？」

　華恋の背後にいた勇也が気になったらしい。華恋の父親が眼鏡を持ち上げてマジマジと見つめてくる。

「父さん、紹しよう介かいするわ。こちらは黒峰勇也くん。黒峰くん、こっちの社会不適合者は残念ながら、私の父──柊和泉いずみよ」

　華恋が勇也の名前を口にする。

　極ごく秘ひ任務のため、勇也の名前は極力明かさない予定だったはずなのだが……それだけこの父親が信用できるということなのだろうか。

「華恋」

　真しん剣けんそのものの表情で、和泉が立ち上がった。

　華恋の紹介が気に入らなかったのだろうか。和泉は微かすかな怒ど気きすら発すると、華恋の肩かたに手をポンと置いて。




「いくら男ができないからと言って、人身売買に手を染めちゃ駄だ目めだろう」

「誰も買ってないわよ！」




　華恋が叫さけんだ。

「なんでそういう話になるのよ！　なんで私が男の子を連れてると、そういうことになるのよ！　違ちがうわよ、人身売買なんてやってないわよ！」

「なに、そうなのか？　ならば、あれか。最近流は行やりのレンタル彼氏か」

「なんでそうなるのよ！」

「君、一時間いくらで彼氏をやってるんだね？　私もそういう仕事をやっちゃいかんとは言わん。だが、私の娘むすめだけは止やめとけ。命に関かかわるぞ」

「あなた、一応私の父親よね!?　なんでそんなことが言えるのよ！」

「大丈夫です、スタンガンを持ってるので」

「全然大丈夫じゃないわよ！　思いっきりスタンガン使う気じゃない！」

「そうか、ならば安心だな」

「何も安心できないわよ！　あなたの娘、スタンガンの危機に晒さらされてるのよ!?」

　一ひと頻しきり突つっ込こんで、華恋は肩で息をした。

　随ずい分ぶんと忙いそがしい奴やつである。激しく呼吸を繰くり返す華恋を他よ所そに、和泉がこちらを見る。

「そうか、君があの黒峰勇也くんか。噂うわさはかねがね聞いてるよ、騎き士し殿どの」

「僕のことを知っているんですか？」

「ああ、知っているとも。二十五年前、突とつ如じよ姿を消した双騎士の片割れ。極秘任務についているとも、殺されたとも様々に噂されていたが、まさか本当に未来に来ていたとは。姿が二十五年前と何も変わっていない」

「……なんで、そのことを？」

「ああ、不思議に思うのは当然だな。あの任務は極秘扱あつかい。一部の者しか知らないだろうからな。ならば何な故ぜ、それを私のような研究者が知っているか？　それは簡単なことだ。若わか竹たけ様から聞いたんだ」

「若竹から？」

「ああ、君たちのことを随分と面おも白しろい奴だと言ってたよ。私が若竹様に会っていたのは、三年前。行ゆく方え不明になる前だ」

「ちょ、ちょっとどういうこと？　父さんは若竹様と知り合いだったの？」

　慌あわてて訊たずねる華恋に、和泉は首を縦に下ろす。

「ああ、私の研究で聞きたいことがあったらしい。それまで私の研究は馬ば鹿か馬ば鹿かしいと一いつ笑しようされてばかりだったが、初めて真剣に聞いてくれた。若竹様は素す晴ばらしい方だよ」

「そういうことじゃないわよ！　なんで知り合いだったら教えてくれなかったのよ！　若竹様の失しつ踪そうについて、どんな些さ細さいなことでも知りたかったのに！」

「他ならぬ、若竹様に口止めされていたからだ。娘とはいえ、それをおいそれと喋しやべるわけにはいかん。だがもういいだろう、騎士殿が来たのなら。それに、私は失踪の方はまったく知らん。それについては、私の方が驚おどろいているんだ」

　和泉は本を移動させて、三人分のスペースをつくった。

　そのうちの一つにどっかりと腰こしを落ち着かせると、和泉は一息入れた。

「それで、私に何が聞きたい？　聞きたいことがあるからここに来たのだろう？」

　和泉の真剣な眼まな差ざしがこちらに向けられる。

　その視線に、勇也も表情を切り替かえると口を開いて。

「僕があなたに聞きたいことは──」




　　　　　　　◇




「私たちがあなたに聞きたいことは一つだけです。あなたたちのバックにいるのはいったい誰なんですか？」

　王城。取調室。

　マジックミラーの向こうで、一人の女性近この衛え兵が訊ねた。

　対面に座っていたのは、オッドアイの銀ぎん髪ぱつ少年──あの〈二次元嫁よめの騎士団〉のリーダーだった。一週間前の豪ごう華か客船事件で捕とらえていたのだ。

　銀髪少年は机に足をのっけて不敵な笑えみをつくっていた。先さき程ほどからずっとこの態度らしい。女性近衛兵が何を聞いてもはぐらかすばかりで、一切答えようともしないそうだった。

「あの……どうしましょうか、蒼あお宮みや様？」

　マジックミラー越ごしで一連の流れを見ていた藍葉に、女性近衛兵が困ったように伺うかがってきた。

「大丈夫です。ここから先は藍葉がやります」

「蒼宮様自ら尋じん問もんですか？　その、失礼を承知で申し上げますが……大丈夫ですか？」

「藍葉の読み通りなら問題ありません。それより、これを用意してもらっていいですか？」

「こ、これは……」

「お願いしますね」

　メモの内容に戸と惑まどう女性近衛兵にしっかりと頼たのんで、藍葉は取調室に足を踏ふみ入れた。

　尋問をしていた女性近衛兵の肩を叩たたいて交代する。

　すると、銀髪少年はあからさまに馬ば鹿かにしたような表情をつくった。

「おいおい、オレの尋問にこんな幼いお姉さんを使うって舐なめてんのか？」

「いや、年ねん齢れいはあなたもそう大して変わりませんよね？」

　銀髪少年の年齢は、見た目からでは明らかに藍葉よりも若く見える。天音よりも幾いくつか上、ちょうど中等部の二年生ぐらいだろうか。

「う、うるせえ！　どっちにしろ、お姉さん相手だからって喋ったりしないんだからな！」

「そうですか。じゃあ、これがどうなってもいいんですね？」

　パチン。

　藍葉が指を鳴らすと、女性近衛兵の一人が両手に荷物を抱かかえて入室してきた。

　銀髪少年は首をかしげる。

　しかし、袋ふくろから取り出された物を見ると、顔を青ざめさせた。

「なっ……そ、それは、オレたち〈二次元嫁の騎士団〉の御ご神体ッ！　『お兄ちゃん、わたしのこと滅め茶ちや苦く茶ちやにしていいんだからね！』のメインヒロイン、ことりたんの等身大抱だき枕まくらだと……ッ！　あ、あんた、オレの妹にいったい何をするつもりだ！」

「いや、あなたの妹じゃありませんし、そもそもこれそんな気持ち悪い名前だったんですか。……でも、察しはいいですね」

　にやりと笑うと、藍葉は事前に用意しておいたハサミを持って。

　この銀髪少年にとっては残ざん酷こくであろう一言を告げる。




「あなたが答えなかったり、余計なことを言った場合、この抱き枕をハサミで裂さきます」




「なん……だとっ」

　戦せん慄りつした様子で身体からだを震ふるわせると、銀髪少年はゆるゆると首を横に振ふった。

「そんな……そんな悪あく魔まの所業を考えつくなんて、あんた本当に人間か？　慈じ悲ひの心はないっていうのか？」

「はい、今余計なこと言いましたね。じゃあ、まず一回裂きます」

「いやあああああああああああああああああああああああああ！」

　じょきじょきと容よう赦しやなく切り裂く藍葉に、銀髪少年はこの世のあらゆる絶望を一いつ瞬しゆんで見てきたかのような叫び声を発した。

「やめて、やめてよ！　オレのことりたんにそんなことしないで！」

「じゃあ喋ってください。いったい、誰があなたたちのバックにいるんですか？　あなたたちみたいなアホ集団があの変な薬をつくったりできるとは思えません。それに、テロを支し援えんする武器類や豪華客船。必ず支援者がいるはずなんです」

「そ、それは……」

　躊躇ためらいがちに口が開かれる。だけれど、その口から情報が漏もれることはなかった。確かな反はん抗こうの意志の光を瞳ひとみの奥に灯ともらせて、銀髪少年は唇くちびるを嚙かむ。

「そ、それは言えない……っ！　たとえどれだけ目の前で大事なものを傷つけられたとしても、それだけは言えない！　仲間を売るほど、オレは落ちぶれちゃいないからな！」

「そうですか。ですけど、その台詞せりふがいつまで言えますかね？」

「ふん、いつまでも言ってやるさ」

　銀髪少年は不敵な笑みを浮うかべて、人差し指を突きつけてくる。

「やれるもんならやってみろ。オレはあんたに絶対屈くつしたりしない！　どんなことをされても、絶対に喋ったりしないんだからな……ッ！」




　数分後。




「うぐっ、えぐっ……ご、ごめんなさいっ、もうやめてっ……オレが悪かったからっ、調子乗ってたからっ……もう全部喋るからっ、ことりんたん傷つけないでよぉ……」

　銀髪少年が泣き崩くずれて、藍葉の足元で懇こん願がんした。

　他愛たわいないものである。銀髪少年を睥へい睨げいしながら、藍葉は冷れい徹てつな声で訊ねる。

「じゃあ、最初から一つずつ聞いていきましょうか。まずは名前ですね。さっきは〈宵よい闇やみの焰えん王おう〉とかふざけた名前を名乗ったそうですけど、本名は何なんですか？」

「ふっ、ふざけた名前とか言うな！　何を隠かくそう、それはオレの裏人格が地じ獄ごくを統すべていたときの真名──」

「抱き枕」

「夢ゆめ月づきアリスっす」

　藍葉がハサミの刃はを抱き枕に添そえると、銀髪少年・夢月アリスはあっさり吐と露ろした。

　その名前には流石さすがに違い和わ感を覚えて、藍葉は首を捻ひねる。

「アリス……？　あなた、男ですよね？」

「え、へっ？　も、もちろん、そうに決まってんだろ？」

　ひゅーひゅーと下手くそな口笛を吹ふいて、アリスはそっぽを向いた。

　藍葉は半目をつくる。

「……本当ですか？　この抱き枕に誓ちかえますか？」

「あ、ああ……もちろん、ち、誓える……ぞ？」

「じゃあ、別にちょっと服はだけても問題ありませんよね？」

「い、いや、それは諸事情によりダメというか……え、う、噓うそでしょ。本気で、オレの服脱ぬがすつもりなの？　や、お姉さんダメだってばっ！　い、いやあああああああああ！」

　アリスが全力で抵てい抗こうするが、藍葉の方が一枚上手だった。

　壁かべの端はしまで追い詰つめると、いつぞやに花はな百ゆ合りから渡わたされた縄で両手を拘こう束そくし直し、天井から吊るし上げる。そうして動けなくなったところで、藍葉はアリスの服に手をかけた。

「……ううっ、見られたぁ……もぅ、お嫁に行けないよぉ……」

　服をはだけると、キャミソールに隠れて見えたのはブラの紐ひもだった。

　絶ぜつ壁ぺきに近いものの僅わずかに膨ふくらんでいる胸は、まさしく少女であることの証あかし。

　ぐぬぬと瞳に涙なみだをためて睨にらんでくるアリスに、藍葉は嘆たん息そくする。

「なんで、男とか噓ついたんですか？　ってか、そもそも、なんで男と誤解するような行動を取ってたんですか？」

「だ、だって、テロリスト組織のトップが女とか締しまんないだろっ。ただでさえ、オレこんなに小さいし……」

「胸なら気にしなくても、いつか大きくなりますよ」

「身長の話だよ！」

　藍葉が慈じ愛あいの目とともに肩かたに手を置くと、アリスが涙目で咆ほえた。

「ということは、二次元嫁の騎士団の人たちにはあなたが女ってバレてないんですか？」

「当然だろ。オレがそんなヘマするわけないだろっ」

　ふふん、とアリスが薄うすっぺらい胸を張るが、藍葉はその言葉を鵜う吞のみにできなかった。

　この性格的に小細工が得意とは思えない。

　たぶんバレてるが、周囲が空気を読んで指し摘てきしないだけなのだろう。

「……それにしても、アリスちゃんですか。前のに比べて随ずい分ぶんと可愛らしい名前ですね」

「う、うるせえ！　どうでもいいだろうが、そんなの！」

「敬語」

「どうでもいいと思いませんか、お姉さん」

　抱き枕にハサミを添えると、アリスは直すぐにかしこまるが、その顔は屈くつ辱じよくと羞しゆう恥ちのせいか真っ赤に染まっていた。

「では、そろそろ本題に移りましょうか？　あなたたちを支援していたのはいったい誰だれですか？　あ、最初に言っておきますが別に答えなくてもいいですよ。ただし、その場合はどうなるかわかりませんけど」

　藍葉の柔やわらかな笑みに、アリスが引きつった表情をつくって。

　取調室から悲鳴があがった。




　　　　　　　◇




「おい、蒼宮何やってんだ！」

　王城内の廊ろう下かを慌あわてて走り抜ぬけて、勇也は取調室に駆かけ込んだ。

　王城から緊きん急きゆうの連れん絡らくがあったのだ。何でも藍葉が取り調べの最中に手がつけられなくなって暴走し始めたらしい。そのため、勇也は急いで華恋の父親の所から帰ってきたのだ。

　バンッと、勇也は勢いよく取調室の扉とびらを開けて。




「ほらほら、他にも隠していることあるんじゃないんですか？」

「うぐっ、えぐっ、も、もうないよぉ……ぜ、全部喋しやべったよぉ……」

　その部屋の中には、二人の少女がいた。

　ＳＭプレイに使われるような鞭むちを持つ、藍葉のような少女と。

　何故か縄で吊つるされている銀髪少年──いや、銀髪少女が。




「すみません、部屋間ま違ちがえました」

　勇也はそっと扉を閉めた。額に手を当てて頭を振る。

　どうやら疲つかれているようだ。取調室に駆け込んだつもりだったが、間違って王城のＳＭプレイ部屋に入ってしまったらしい。

　それにしても、藍葉とよく似た人物がいたのはびっくりしてしまった。藍葉がＳＭプレイをするわけがないので別人に決まっているが、あまりにも瓜うり二ふたつで同一人物かと思ったほどである。世界には同じ顔が三人いるというが、藍葉のそれは水神島にいたらしい。

　……。

　…………いや、そもそも、王城にＳＭプレイ部屋なんてあったっけ？

「ちょっと、先せん輩ぱいなに出て行ってるんですか！　というか、こんなところで何してるんですか？」

「それはこっちの台詞だ！」

　藍葉が鞭を持ったまま出てきたのを見て、勇也は叫さけんだ。

「お前、取り調べしてたんだよな？　それがなんでＳＭプレイに変わってるんだよ！」

「べ、別に、ＳＭプレイなんてしてませんし！　ただちょっと虐いじめ……取り調べしてたらそうなっただけで。い、言っておきますけど、藍葉の趣しゆ味みとか、そ、そういうのじゃないんですからねっ！」

「どう取り繕つくろっても怖こえぇよ。なんで取り調べしてるだけでそうなるんだよ、お前」

　藍葉が頰ほおをほんのり赤く染めて顔をそむけるが、まったく可愛かわいくない。

「……と、すっかり忘れてた。大だい丈じよう夫ぶか、お前？」

　勇也は取調室に入ると、縄に吊るされた銀ぎん髪ぱつ少女を解放した。

　何故かはだけられている服の隙すき間まから見えるブラから察するに、どうやら銀髪少年ではなく銀髪少女だったらしい。

　なるべく見ないようにしていると、銀髪少女は部屋の端で乱れた衣服を慌てて直した。

　それが終わると、銀髪少女は瞳を潤うるませておずおずと訊たずねてくる。

「……お、お兄さんもオレを取り調べにきたのか？　でも、オレ、蒼宮様……じゃなくて、あのお姉さんの言う通りちゃんと全部喋ったよ？」

「ごめん、ちょっと待った。今、なんか凄すごい一言が聞こえたんだけど」

「し、知らない。オレは蒼宮様なんて呼んでないし、靴くつも舐なめてないよ？」

「蒼宮、お前靴舐めさせたの!?」

「ううっ、もう蒼宮様に鞭でぶたれるの嫌いやだよぉ……」

「本当にお前は何をしたんだ！　トラウマになってんじゃねぇか！」

　小動物のように震える銀髪少女を庇かばうように、勇也は藍葉の前に立った。

「だ、だから普ふ通つうに尋じん問もんしかしてませんって！　靴も舐めさせてませんし、鞭で叩たたいてもないです！　たぶん、途と中ちゆうで意識失ってたんで夢でも見てたんじゃないんですか？」

「蒼宮様って呼ばせてたことは否定しないのな」

　というか、普通は取り調べの最中に意識は失わない。

「お兄さん、なんでオレのことを庇って……オレ、あんな酷ひどい目に遭あわせたのに」

「僕も蒼宮にはいつも酷い目に遭わされているからな。なんかほっとけないんだよ」

「……そっか。お兄さん凄く良い奴やつなんだな」

「まあな。それほどでもないけど、よく言われるかな」

「へへっ。お兄さん優やさしそうだし、こんなオレのことも庇ってくれたし……お礼に、お兄ちゃんって呼んでやろうか？」

「えっ？」

　反射的に、勇也は銀髪少女に視線を移した。

　どちらかといえば、勇也は年上のお姉さんの方が好みである。だというのに、この銀髪少女に「お兄ちゃん」と語ご尾びにハートマークをつけて耳元で愛らしく囁ささやかれる光景を幻げん視ししてしまった。

　ピピッ。〈腕うで輪わ〉が周囲の恋愛磁場の発生を感知して数値を表示する。




【恋愛磁場装そう塡てん率：13％】




「…………………………………………………………………………………………はっ？」

　瞳ひとみから光を消して、藍葉が酷く冷めた表情で首をかしげた。

「なんで恋愛磁場を発生させてるんですか、先輩？　ちょっと意味がわかんないんですけど。その子に何をされたかもう忘れたんですか？」

「ちょ、蒼宮怖こわっ！　目怖っ！　なんでそんなに怒おこってんだよ!?」

「はっ？　藍葉が怒ってる？　何言ってるんですか、そんなわけないじゃないですか」

　あは、と藍葉が嗤わらう。

　しかし、どう見ても、その姿は怒っているようにしか思えない。

「というか、あなたもあなたであざとく誘ゆう惑わくしてるんですか？　ぶっ殺されたいんですか、このクソビッチ」

「く、クソビッチ!?　オレそんなんじゃないもん！」

「はぁ？　何を今いま更さら。あざとく取り入ろうとしている時点で確定じゃないですか」

「だ、だって、お兄ちゃんって呼ぶと組織の皆みんなは喜んでくれるし。それにオレこんな活動ばっかりしてるから、皆みんなみたいに男の子と、つ、付き合ったこともないし」

　そこまで言うと、銀髪少女は何かを決意した表情をつくって。

　顔を赤面させながらも全力で叫ぶ。

「──だから、オレまだ処女のままだもん！」

　ピピッ。恋愛磁場が更こう新しんされる。




【恋愛磁場装塡率：15％】




「せ・ん・ぱ・い？」

　にこっ、と。

　砂糖をふんだんにまぶしたような甘い笑顔で、藍葉が勇也の額に銃じゆう口こうを突つきつけた。

「ねぇ、先輩？　これ、どういうことですか？　なんで数値上がってるんですか？　藍葉よくわからないんで教えてもらえますか？」

「そ、その前に、蒼宮銃置こう？　目がマジだから、いい子だから置こう？　ねっ？」

「えー、嫌に決まってるじゃないですか。だって、そんなことしたら……」

　そこで口を噤つぐむと、藍葉はとびっきりの侮ぶ蔑べつの視線とともに。

「──このど変態、ぶっ殺せないじゃないですか」

　そうして、取調室から悲鳴があがった。

　それは、他の近この衛え兵が取調室に入ってくるまで続けられた。




　　　　　　　◇




「……で、先輩はどこに行っていたんですか？」

　他の近衛兵に喧けん嘩かを止めてもらった後。

　水神島を一望できる王城のテラスで、藍葉がどこか不ふ機き嫌げんそうにそう訊ねてきた。さっきのことをまだ引きずっているらしい。

　水神島を橙だいだい色いろに染め上げる斜しや陽ようの光に、勇也は目を細める。

「柊の父親のところだよ。柊が言うには、今回の事例に詳くわしいってことだったからな」

「収しゆう穫かくはあったんですか？」

「まあ、一応な」

　勇也は思い返す。華恋の父親の家であった出来事を。







「僕があなたに聞きたいことは──若竹が何を調べていたか。元々これについて聞く気なかったですけど、若竹の名前が出てくるなら話は別です」

　勇也は真しん剣けんな表情で和泉を見つめた。

「行ゆく方え不明になる前、あいつがある組織について調べていたという話を聞きました。あなたの話はそれに関係することなんでしょう？　あいつは何を調べていたんですか？」

「人間が魔ま力りよくを持ち得るかについて」

　和泉の答えは簡潔だった。

「具体的に言うならば、それを短期間で成し得ることができるかだ。私の研究はまさにそれであり、若竹様もそのことについて興味を持っていた。本当に可能なのか、などをね」

「……可能なんですか？」

「理論上は可能だ。かなりの無理はあるだろうが不可能ではない。君は数十年前にあった孤こ児じ院いんの爆ばく発はつ事件を知っているかね？」

　和泉に問いかけられ、一いつ瞬しゆん息が詰つまる。

　もしかして知っているのだろうか。そんな疑念が脳のう裏りを巡めぐるが、結局、勇也は躊躇ためらいがちに頷うなずいた。

「……え、ええ、聞いたことがあります。確か、ある孤児院が子供たちを〈魔ま族ぞく化〉させようとして失敗したと。その結果、孤児院が壊かい滅めつしたと」

「ああ、その通りだ。しかし、ある文書によると、孤児院の子供たちは全員〈魔族適性〉を持ち、その内の一人は一時的に魔力を生成する──魔族になることに成功していたらしい。つまり、人間が魔力を持つこと自体は以前から可能だったんだ」

「……それが、今では短期間でも可能であると？」

「ああ。以前は魔族の〈因子〉を埋うめ込むことで身体からだを徐じよ々じよに適応化させ、魔族の能力を人間のものにしようとしていたという。しかし、今ではその効率化が図はかられ、僅わずか数分でそれを可能とする。しかも、完かん璧ぺきな〈魔族適性〉を持っていなくとも僅かな〈適性〉さえあればそれで十分なのだ。もっとも、全すべて数式上の話ではあるが」

「……数式上？」

「もちろん、それはそうだ。肝かん心じんの魔族の因子がどこにもない。あくまで机上の空論。魔族化による人間の身体能力の強化というのは手軽で需じゆ要ようは高いが、核かくとなるものがなければ見向きもされない。だからこそ、私の研究は馬ば鹿かにされ続けたのだがな」

　わははと自分のことであるにもかかわらず、和泉は自じ嘲ちよう的に笑い声をあげる。

「……でも、魔族の因子さえあれば話は変わりますよね？　例えば、薬のような形で因子を打ち込めば、短期間で魔族化させることも十分可能ということじゃないですか？」

「いかにも。だが、その仮定はおかしいのではないのかね？　魔族を全ぜん滅めつさせたのは、他ならぬ君自身だろう？」

　その通りだった。

　勇也と藍葉によって魔族は一匹ぴき残らず駆く逐ちくされたはずだ。世界中の国が血ち眼まなこになって魔族を殺し尽つくしたはずだった。

　でも、魔族の因子はまだ残っていた。

　だから、あの女性は魔族化して魔族となった。これだけは純然たる事実だった。

　勇也の表情から察したのか、和泉が戦せん慄りつした声を漏もらす。

「……まさか、若竹様が案じた通り現れたのか？　魔族化を企たくらむ組織が」

「ええ。だけど、これではっきりした。あいつが調べていたのはこれだったんだ。魔族化をさせて、魔族を増やそうとする奴らがいたから」

「そうなると問題はそれだけではない。若竹様は別のことを気にしているようだった」

「どういう意味ですか？」

「この話を聞いた後、若竹様はこう言ったんだ。『もし、完璧な〈魔族適性〉を持つ者にその手段を行使した場合、魔族のその更さらに上──魔王を作り出すことは可能か？』とね」

「なっ──」

　勇也は息を吞のんだ。

「そんなことが可能なんですか？」

「私はわからないと答えた。そればっかりは実際にやってみないとわからない。しかし、理論上は可能に思える」

　その言葉で、この場にいる全員が閉口した。

　だが、これで全て繫つながった。予言による魔王復活。それはこのことを指していたのだ。若竹が二次元嫁よめの騎き士し団を調べていたのも納なつ得とくできる。

　だけれども。同時に、勇也は若竹が具体的に何を危き惧ぐしていたのかを察した。

　完璧な〈魔族適性〉を持つ人間。そのほとんどはあの孤児院に集められ──彼女の暴走によって死んだ。たった二人だけを残して。

　一人は勇也自身。そして、もう一人は──。

　……まさか、な。

　脳内に浮うかんだ馬鹿げた可能性に、勇也は内心で否定した。







「……なるほど。若竹様はそれを調べていたんですね」

　和泉の家であったことを話し終えると、藍葉は独り言めいたように呟つぶやいた。

　もちろん、魔王へと至る可能性がある人物がいるかもしれないという推測は話していない。あの孤児院で起きた事件の真相はほとんどの人間は知らないからだ。

「……それで、そっちは何か収穫はあったのかよ？　熱心に取り調べしてたようだけど」

「ええ、黒幕がわかりました」

「なっ、本当か？」

「はい。やはり二次元嫁の騎士団は利用されていただけの存在で、あのチビっ子はリーダーでありながらも何をしているかも知りませんでした。ただ、組織のある人物が不ふ穏おんな行動をしていたことを把は握あくしているだけで。というか、他の騎士団員に聞いた情報もまとめると、そもそもあのチビっ子は関かかわってすらいないんです」

「いや、でも、薬を打ち込んでいたのは間ま違ちがいなくあいつらだぞ？」

「それは内部の別派は閥ばつですね。あの組織も一枚岩じゃないようです。その派閥のトップの名前は白しら鷺さぎ雪ゆき姫ひめ。写真はこれです」

　監かん視しカメラのデータから切り出してきたのだろうか。ややぼやけてわかりにくいが、その顔には見覚えがあった。アミューズメントパークで話しかけられ、自分を殺すように命じていたあの職員の女性だ。

「……こいつか。確かにあのアミューズメントパークにいたな。で、肝心の黒幕っていうのはいったい誰だれなんだよ？」

「それは──」

　藍葉が答えようとしたそのとき。

　一人の近衛兵がテラスに慌あわてて走り込んできた。

　二人を発見すると、息を切らしながらも早口で告げる。

「黒峰様、蒼宮様！　報告します、水みず神がみ周防すおうが宣戦布告してきました！　蒼宮様が聞き出した通り、水神周防が〈二次元嫁の騎士団〉を支し援えんしていた黒幕です！」




　　　　　　　◇




「……なんだよ、これ」

　モニターにはカフェ街の様子が流れていた。水神ランドから放出されている大量の魔族が人々を襲おそい、虐ぎやく殺さつしている。綺き麗れいな街並みが炎えん上じようし、水路には鮮せん血けつが混じっていた。

　勇也、藍葉、近衛兵たちは武装車両でカフェ街へと向かっていた。

　だけれど、辿たどり着くまでにはあと十数分近くかかる。この間にも傷つけられていく人々がいることを想像して、勇也は拳こぶしを握にぎりしめた。

「ところで、近衛兵はこれで全部なんですか？」

　近衛兵を乗せた武装車両の数が明らかに少ないことに違い和わ感を覚えたのだろう。

　藍葉が疑問を口にすると、同じ車両に乗り込んでいた華恋が躊躇いがちに頷く。

「……藍葉ちゃんたちは知らないだろうけど、今は一つの国家が所有できる武装数が限定されているの。恋愛磁場を利用した武器はどれも強力すぎて、ある国が壊滅したこともあったから。流石さすがにあなたたちの武装は融ゆう通ずうできるけど、大おお幅はばな増加の見込みはないわ」

「そう、ですか」

「でも、大だい丈じよう夫ぶ。この水神島にいる近衛兵は粒つぶ揃ぞろい。他の国と比べても精せい鋭えいばかりよ。なにせ、ここは恋愛至上都市。恋愛磁場を扱あつかうことに関しては、みんなスペシャリストよ」

　自じ慢まんげに言って、華恋が安心させるように微笑ほほえむ。

　そうしている間に、十数台の武装車両が燃え盛さかる街に突つっ込こんでいった。




　　　　　　　◇




《先日ぶりですな、天音様》

「水神、会長……ッ！」

　モニターを介かいして行われるテレビ通話。

　汚きたならしい笑みをつくる水神周防に、天音は奥歯を嚙かみ締しめた。

「あなたはわかっているのですか！　これがどんな悲劇を生み出すかを！」

《もちろん理解しておりますとも、天音様》

　水神は余よ裕ゆうの表情で深く頷いた。

《ただ、私の悲願のために仕方のないこと。さあ、天音様。滑こつ稽けいに足あ搔がいてみせてください。もっとも、あなたの駒こまの数は随ずい分ぶんと少ないようですが。だから、この水神申し上げたではないですか。襲われたときは大丈夫かと》

「あなたは、あのときから……っ」

《あのときから？　いえ、もう何年も前からこれを狙ねらっていましたよ。そうしてようやく今、手駒が揃そろった。さあ、天音様──国取り合戦といきましょう》

　そうして、テレビ通話が切れた。

　見計らったように、近この衛え兵が駆かけ込んでくる。

「天音様、報告します！　空港、軍事施し設せつなど、幾いくつかの重要施設が魔族によって占せん拠きよされました！」

「なっ、それは本当ですか？」

　非常に不ま味ずい状じよう況きようだった。武装数に限度があるせいで、戦せん闘とう員である近衛兵にも限界があるのだ。重要施設を奪だつ還かんすることが困難であることは火を見るより明らかだった。

　だが、それでも何とかしなければいけない現状は変わらない。

　天音は側近の近衛兵たちに命令する。

「全近衛兵に命令を通達してください。目標は、水神周防の身み柄がらの拘こう束そくと占拠された施設の奪還。非戦闘員は国民の避ひ難なんの誘ゆう導どうを。さあ、行きますわよ。あの爺じじいに、この国を取らせてやるわけにはいきませんわ」




　　　　　　　◇




「水神会長、近衛兵たちが一いつ斉せいに攻せめてきました！」

「慌てるな。すべて見えておる」

　水神ランド内部。園内最大の巨城──〝水晶宮殿クリスタルパレス〟。

　近衛兵たちが魔ま族ぞくと交こう錯さくした戦場をモニターで見ながら、水神周防は言った。

　戦況は五分五分といったところだろうか。近衛兵たちも頑がん張ばっているが、魔族を倒たおすことは中々できなそうだ。

　いや。一組だけ、異様な強さを発揮している二人の近衛兵がいた。

　決して目に見えてわかりやすい強さを持っているわけではない。だが、その二人は魔族がどう動くか感覚で理解しているようだった。他の近衛兵たちとは違ちがって、魔族を的確に無む駄だのない動作で倒していく。

「……あの顔、どこかで見たことがあるな」

「水神会長」

　背後からの声に振ふり向くと、そこにいたのは剣けん士しのような鋭するどい雰ふん囲い気きを持った女性だった。白鷺雪姫。二次元嫁の騎士団の副長だ。

「私たちの仕事は終わりました。そろそろ部下を返してくれませんか？」

「ああ、確かにそういう契けい約やくだったな」

　二次元嫁の騎士団。水神が彼らと組んだのは利害関係が一いつ致ちしていたからだ。

　自分は立場上大っぴらに動くわけにはいかない。だから、人手が欲ほしかった。彼らは活動のために資金が必要だった。だから、水神が提示する報ほう酬しゆう目当てに作戦に乗った。

　最初は、彼らのリーダーである夢月アリスと交こう渉しようしたのだが話にならなかった。あの少年はどれだけ二次元グッズを集めるかだけに執しゆう着ちやくしており、王城などの破は壊かい作戦もそのために行っていた。

　だが、副長である白鷺雪姫は違った。

　水神の提案を即そく座ざに承しよう諾だくし、必要な人員を揃え、作戦を着々と成功させてきたのだ。だけれど、雪姫との契約はそこまで。実戦には関かん与よしないという取り決めだった。

「いいだろう返してやる。──おい、連れてこい」

　水神が指を鳴らすと、雪姫の部下が部屋の奥から現れる。

　だが、魔族化した部下を見た途と端たん、雪姫は顔を引きつらせた。

「その姿……ッ！　裏切るのですか、水神周防！」

「裏切ってなどいないさ。ちゃんと返してやる。ただ魔族になった状態ではあるがな」

「くっ！」

　魔族となり襲いかかってくる部下たちに、雪姫は悔くやしげに声を漏もらすと逃にげ出した。魔族もその背中を追って駆け出していく。無様な姿に、水神は高笑いした。

「ははっ、逃げられると思ったか？　お前らはここで終わりだ、二次元嫁の騎士団」

　これで不安要素は全すべてなくなった。一ひと頻しきり笑い終えると、水神は部下に命じる。

「おい、あれを目覚めさせろ。そろそろ近衛兵の心をへし折っても構わんだろう。あれにあいつらを一いつ掃そうさせるんだ」




　　　　　　　◇




　戦場はかつてないほど混乱に満ちていた。

　戦況は膠こう着ちやく状態だった。どちらが優勢とも言えない──が、その状況も徐じよ々じよに打破されていた。王城の精鋭が魔族との戦いに慣れてきたからだ。

　当然だが、今の世代の近衛兵たちは魔族との戦闘経験がない。それ故ゆえに序じよ盤ばんは苦戦していたが、精鋭たちは適応力が高かった。的確な判断で魔族の前線を追い返していく。

「蒼宮！　そっちはどうだ！」

「次々と！　魔族が出てきて！　キリがありません！」

　魔族を斬きり伏ふせ、あるいは撃うち倒すと、二人は武装車両の陰かげに隠かくれて魔族の遠えん距きよ離り攻こう撃げきをやり過ごした。

　それでも確実にカフェ街から魔族の数は減っていた。

　傷ついた人々を保護しながら、近衛兵たちが縦じゆう横おう無む尽じんにカフェ街を駆け回る。

「黒峰様、蒼宮様！　お二人はもうお下がりください！　ここは我らにお任せを！」

　そう言うや否いなや、精鋭たちが勇也たちを追い越こして果か敢かんに攻め込んでいく。

　そのとき、地面が揺ゆれた。

　立っていられないほどの震しん動どう。思わず、二人はその場に崩くずれ落ちた。周囲の魔族も揺れのせいで動けない。互たがいに硬こう直ちよく状態が生まれる。

　震しん源げんは遠くにある水神ランドの巨城だった。

　ペキペキと外がい壁へきが崩れ落ちていく。中から姿を現したのは、結けつ晶しようでつくられたお城だった。透すき通るような美しさを持っているが、同時に触ふれれば切り裂さくような危あやうさも備えている。そして、その巨城には見覚えがあった。

　近衛兵たちは新たに出現した〈結晶の巨城〉を呆ぼう然ぜんと見る。

　だが、それは悪手だ。皆みんな、あれが何かわかっていない。結晶の巨城。それは魔族の中でも最上位個体が現れたときの象しよう徴ちようだ。かつてあの城は海の中から現れた。魔王とともに。

「逃げろ！」

「駄だ目めっ！」

　勇也と藍葉は声を嗄からして絶ぜつ叫きようする。

　しかし、多くの近衛兵たちがその城を見上げ始めた刹せつ那な、結晶の巨城が瞬またたき。

　──空間を裂くような音とともに、魔力の閃せん光こうが市街地に一本の線を引いた。

　その直線上にあったものは何もかも跡あと形かたもなく破壊された。自然災害すら遥はるかに凌りよう駕がする圧あつ倒とう的な暴力。近衛兵だろうと魔族だろうと関係なく、その一撃は街ごと吹ふっ飛とばす。

　それだけではなかった。

　とん、と。着地音すら響ひびかせないほど静かに、一人の女性らしき姿が上空から舞まい降りた。顔には白い仮面。だが、その体たい軀くからは寒気がするほどの魔力が漏れ出ている。間ま違ちがいない。人間のように思えるが、あいつこそが魔王に違いなかった。

　不味い──今の状態で魔王に対たい抗こうできる人間はここにはいなかった。勇也と藍葉は動きだけならついていけるかもしれないが、対抗できるだけの武装がなかった。

　勇也は撤てつ退たいするように進言しようと口を開く。

　されど、それよりも早く、前方にいる近衛兵の精鋭たちが一斉に武器を構え。

　ゴッッッッ！　精鋭たちがランクＢ・攻撃プログラムの全能力を解放した。耳をつんざくような爆ばく音おんが広がり、激しい攻撃が足元のコンクリートを破壊して瓦が礫れきを飛び散らせる。その中心にいる攻撃対象は到とう底てい無事ではないはずだった。

　魔王でなければ、だが。

　爆ばく煙えんが晴れて魔王が現れるが、一いつ片ぺんたりとも傷がついていなかった。当たり前だ。星せい霊れい機装に選ばれた二人以外は、魔王にはダメージすら与あたえることができないのだから。

　その光景を見て、近衛兵の精鋭たちが顔を引きつらせる。

　次の瞬しゆん間かん、魔王が軽く手を薙ないだ。たったそれだけで魔力の波動が広がり、近衛兵の精鋭たちが吹っ飛ばされた。遅おくれて足元から結晶化して、物言わぬ結晶人形となる。

「……蒼宮、援えん護ご頼たのむ」

　近衛兵が倒されていく光景を見かねて、勇也は隣となりにいる藍葉に告げた。

　対抗できる武装はない。それでも自分たちだけ撤退するという選せん択たく肢しはなかった。

　背後で藍葉が何か言っていたが耳には入らない。勇也は地を駆けると魔王との距離を一気に縮めた。同時に腰こしから恋愛剣ラブ・ソードを取り出す。恋愛磁場が流れて刀身を出現させると、遠くでは魔王らしき影かげが腕うでを振りかぶり。

「うおおおおおおっ！」

「ッ！」

　二人を線分で結んだ中点、勇也と魔王はそこで交錯した。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、衝しよう撃げき波はがあたりを滅め茶ちや苦く茶ちやに切り裂いた。どんっと足元が凹へこむ。魔王の仮面が砕くだけ散る。二人は互いの顔を付き合わせるほど、そこで初めて近づいて。

　見る。

　魔王の顔を。

　それは、とてもよく見知った顔で。

　絶対に忘れることのできない顔だった。




「夕日、お前なんで……」




　魔王──神かみ代しろ夕日は手を振りかぶる。

　なんで。お前がどうして？

　どうして、お前が魔王なんだ。

　次の瞬間。魔王の一撃が、呆然とする勇也に直撃した。




　　　　　　　◇





　勇也が星霊機装に選ばれてから一年後。



















　水神島では泥どろ沼ぬまになった戦いがあった。




「……はぁはぁ」

　荒あらい息を繰くり返しながら、勇也は星霊機装を杖つえ代わりにして地面に崩れ落ちた。

　あちこちで火の手があがっている。水の都とさえ言われた透き通るような街並みは最も早はや存在しなかった。そのほとんどが崩ほう壊かいし、瓦礫で道は塞ふさがれ、水路は血で濁にごっている。

　戦況は最悪と言ってもいいほどだった。それぐらい、敵の魔ま族ぞくは圧倒的な強さを持っていた。正直、生きているのが不思議なぐらいだ。

「……夕日……蒼宮……どこだ？」

　一いつ緒しよに戦っていた仲間に呼びかけるが、その声は返ってこない。

　勇也が星霊機装に選ばれてから一年経たったある日、大規模な群れとなって魔族が水神島に上陸してきたのだ。この戦いには、勇也や藍葉はもちろん、近衛兵の精せい鋭えいである夕日たちが参加していた。だというのに、その姿はほとんど見えない。圧倒的な数に散り散りになってしまったのか、あるいは魔族の手にかかってしまったのか──

「勇也、くん……」

　そのとき。視界の外から響いてきたその声に、勇也はホッと息をついた。

　夕日の声だ。どうやら無事だったらしい。

　安あん堵どしつつ、振り向いて。

「……夕、日？」

　視界に映った夕日の姿に、勇也は硬直した。

　夕日には既すでに片かた腕うでがなかった。衣服が無残にも引き裂かれ、雪のように白い肌はだには生々しい爪つめ痕あとが残っている。槍やりを杖にして歩いているが、片足は使い物にならないようだった。

　何な故ぜ生きているか不思議なほどの重傷。勇也の姿を認めて安堵したのか、夕日が目の前で崩れ落ちる。

　勇也は慌あわてて駆かけ寄って抱だきしめた。ぽすんと、夕日の頭が勇也の胸の中に収まる。

「夕日！　夕日大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「大丈夫、だよ……へへっ、ちょっと無理しちゃった」

「馬ば鹿かが！　本当に無茶しすぎなんだよ！」

　𠮟しつ咤たすると、勇也は優やさしい所作で夕日を背負う。

「夕日頑がん張ばれ！　僕が今すぐ医者のところに連れて行ってやる！」

　激げき励れいの声をなげると、勇也は戦場だった街を走り抜ぬける。

　だけれど。

　──数メートルも進まないうちに腹部に衝撃を感じると、勇也はどさりと地に倒たおれた。

「…………ぁ」

　おか、しい。

　さっきまで立っていられた、はずなのに。

　勇也が衝撃を感じた箇か所しよに手を伸のばすと、手の平には体温を宿した赤い液体がたっぷりと付着していた。それが己おのれの血であると認にん識しきした瞬間、魔族の蹴けりが顔に直撃して吹っ飛ばされ、勇也は意識を刈かり取られた。







「ゆ、勇也くん！」

　背中から放ほうり出され、夕日は地に突つっ伏ぷしたまま声を嗄らして叫さけんだ。

　勇也を攻撃したのはまだ残存していた魔族だった。それだけではなく、追撃の蹴りは勇也を大きく吹っ飛ばした。市街地の壁かべに突き刺ささり崩れ落ちる。

　いつもなら、すぐに起き上がるはずだった。夕日がそう訓練したのだから。

　だが、致ち命めい傷しようだったのか、勇也の四し肢しは動かない。

　ぴくりとも、動かない。

「……いや」

　嗚お咽えつ交じりの声がこぼれだした。

　夕日にとっては、勇也は生きる希望そのものだった。大好きだったから。だから、あの少年のおかげで孤こ児じ院いんの辛つらい実験にも耐たえられた。化け物になりかけても戻もどってこられた。

　でも、その勇也が目の前で死のうとしている。

　そんなこと許容できるはずもなかった。

「動いて……動いてよっ……動いてよッ、私の身体からだッ！」

　ほとんど絶叫しながら何度も念じるが、夕日の身体もあらゆる力を失ったかのように一向に動こうとしない。

　そうしている間に、魔族が勇也の髪かみを摑つかんで持ち上げる。岩石のような拳こぶしを握にぎり。

　──駄目だ。

　それだけは駄目だ。勇也が死んだら私はどうすればいい。何のために生きればいい。

　魔族に引っ張られたせいか、勇也は僅わずかに瞼まぶたを持ち上げる。暗い光を宿した瞳ひとみと視線が合う。その瞬間、夕日の脳内で渦うず巻まいていたあらゆる思考が吹き飛んだ。

　心が真っ黒に塗ぬりつぶされていく。摩ま滅めつしていく思考とともに叫びながら、夕日は意識が乖かい離りしていくのを感じた。

　そうして、

「──いやああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　全身から強きよう烈れつな魔力が放たれた。







「……っ」

　途と轍てつもない魔力の波動を身に感じて、勇也は瞼を開いた。

　腹部の傷からは鮮せん血けつが溢あふれていたが気にしている余よ裕ゆうはなかった。

　身体に鞭むち打って、勇也は震ふるえる足で立ち上がり。

　見る。

「……なん、で」

　視界全すべて覆おおい尽つくすように、結けつ晶しようの雪原が広がっていた。魔族は全て絶命して結晶の槍に貫つらぬかれている。そして、その中心に少女は立っていた。

　淡あわい色の結晶のドレス。柔やわらかい素材にも堅けん硬こうな鎧よろいにも思えるそれに身を包んで、夕日は冷れい徹てつな色を浮うかばせた瞳をこちらに向ける。

　まるで、その中身が別の誰だれかに入れ替かわったかのようだった。

　夕日の体たい軀くから瘴しよう気きのように魔力が立ち昇のぼる。魔力が際限なく増えていき、身体が魔族へと書き換かえられていく。もう止めようもなかった。ここまで増えてしまった魔力は抽ちゆう出しゆつするだけで制せい御ぎよできるわけもなかった。

《対象：魔族。使用者の異変により、自動反撃機能を起動致いたします》

　そんな声とともに、手首にかかっていたアクセサリーが魔力に反応する。

　自動反撃機能。目の前の魔族に対して、使用者が動かない場合にオートで反撃態勢を取る星せい霊れい機装独自の機能だ。

　それはつまり、星霊機装によって夕日が魔族と断定されたにも等しかった。

「なんなんだよ……いったいなんなんだよ、これは！」

　喉のどを震わせて叫ぶが、それに応こたえる者は誰もいない。

　代わりに、星霊機装たる剣が勝手に起動する。

　周囲の魔力をすべて己の力へと変へん換かんする。自分の意志を無視して、手の中で星霊機装が震えて眩まばゆい光を放つ。

　その輝かがやきは悪を滅めつする聖なる光。一ひと振ふりで魔族を葬ほうむる聖なる力。

　──わたしを殺して。

　それは約束だった。孤児院が壊かい滅めつしたとき、夕日に誓ちかった約束そのものだった。

　呼応するように、剣が動き始める。

　ゆっくりと、上段に。閃せん光こうとともに、魔力を一点に集中しながら。

　ゆるゆると、勇也は首を振ふる。




《エネルギー充じゆう塡てん率：50％更こう新しん致いたしました──》嫌いやだ《エネルギー充塡率：60％更新致しました──》僕はそんなことしたくない《エネルギー充塡率：70％──》それだけは嫌だ《更新致しました──》お願いだから《エネルギー充塡率──》他にどんなことでもするから《更新──更新──更新──》お願い、神様《更新──》




　僕に、夕日を殺させないでくれ。




《エネルギー充塡率：[image: 100]％　反撃態勢に移行します》

　無む慈じ悲ひな死の宣告。

　手の中の凶きよう暴ぼうな光が一気に収縮して。

「──────────────────────────────ッッッッ！！！」

　音なき絶ぜつ叫きようとともに、剣けんが振り下ろされた。






　　　　　　　◇




「…………っ！」

　バッと、勇也は起き上がった。

　まるで短たん距きよ離り走を終えたかのように呼吸を激しく繰り返す。毛穴という毛穴からべたつく汗あせが噴ふき出て、シャツはびっしょりと濡ぬれていた。

　周囲を見み渡わたすと、そこはどうやら王城の病室のようだった。

　おそらく、あの後どうにかしてここに運ばれてきたのだろう。

「……夢、じゃないのか」

　ばくばくと収縮と膨ぼう張ちようを繰り返す心臓を上から押さえて、勇也は声を漏もらした。

　その反応こそが、夕日と邂かい逅こうした証しよう拠こだった。

　勇也が殺せなかった少女と再会できた証明だった。

　……ねぇ、もし、わたしがもう一度こうなったとき──わたしを殺してくれる？

　それは約束だった。

　己が弱かったがゆえに守れなかった、何よりも大切な人との約束だった。

　ベッドから降りて立ち上がると、勇也は痺しびれる身体に鞭打って歩き出す。

　醜みにくい過去と決着をつけるために。

　約束を守るために。




　　　　　　　◇




「……神代夕日さんとはいったいどんな方なのですか？」

　王城の執しつ務む室で、天音は静かに訊たずねた。

　端たん的てきに言って状じよう況きようは最悪だった。魔ま王おうの復活。魔族の大量発生。各種施し設せつは占せん拠きよされたまま。近この衛え兵の大半はやられ、藍葉も負傷していた。未来の医い療りようでハイスピードな治ち療りようが進んでいるが、戦場に復帰するにはあと半日はかかる。

　あの後、藍葉たちは魔王軍から逃にげて王城へと帰き還かんしていた。

　まだ無事なのは、向こうが手を抜いているからなのか。それとも魔王を差し向けてこられない理由があるのか。どちらにせよ、何日も悠ゆう長ちようにしている余裕はなかった。

　唯ゆい一いつの救いは、勇也の負傷が軽かったことだ。

　魔王の一いち撃げきを受けたものの、その後すぐに逃とう走そうしたことが大きかったのだろう。

「夕日さんは……神代夕日は二十七年前の近衛兵隊長で、魔族との戦いで戦死した女性です」

　それで説明になっているかはわからないが、藍葉は取り敢あえず答えた。

　二十七年前。魔王と戦うよりも前に泥どろ沼ぬまになった戦いがあった。襲おそってきた魔族が恐おそろしく強かったのだ。そのせいで一日目は散々にやられ、二日目は対策を練ったことで辛からくも勝利した。そして、夕日は初日に戦死した。勇也がそう言っていた。そのはずだった。

「そうですか」

　わかったのか理解を諦あきらめたのか、天音が呟つぶやいた。

「……この状況では、勇也さんと藍葉さんは戦線から外れた方がいいかもしれませんね」

「何な故ぜですか？」

「何故って……相手は藍葉さんたちのお知り合いなのですよね？　なら、敵として戦うのはあまりにも酷こくでは──」

「舐なめないでください」

　天音の言葉を打ち消すように、藍葉は声を吐はき出した。

　次いで、冷徹な光を瞳に宿しながら。

「先せん輩ぱいは知りませんけど、藍葉には別にそれぐらい何の問題もありません。それに、あの女は藍葉にとって今も昔も敵ですから」







　喧けん騒そうに背を向けて、藍葉は薄うす暗ぐらい城内を一人で歩いていた。

　手には一枚の紙。先さき程ほどの戦いで捕とらえた魔族のデータである。勇也が寝ねている間に、藍葉が調べたのだ。

　窓の外に視線を向けると、眼下では怪け我が人を乗せた担たん架かが忙せわしなく往来していた。だいたいの人々に無残な傷きず跡あとがあり、傷口から溢れた血が道に点々と軌き跡せきを残している。当然の如ごとく、それらはすべて対魔族戦で負ったものだった。

　視線を前に戻して、藍葉は思い返す。

　勇也と夕日が邂逅したあの後──

　魔王の一撃を食らっても尚なお、勇也は果か敢かんに挑いどんでいった。まるで理性をなくした獣けもののように。絶対にここで夕日を殺そうとするように、最前線で戦い続けたのだ。藍葉や華恋たちが無理矢理にでも引きずって帰還しなければ、あのまま魔族に囲まれて死んでいた可能性だってあった。それでも、片かた腕うでを怪我した程度で帰ってこられたのは奇き跡せきに近いだろう。

「……先輩」

　勇也が何を考えていたか何となくわかったような気がした。伊だ達てにずっと一いつ緒しよにいるわけではない。あの二人の間で何があったか教えてもらわなくとも、勇也がやろうとしていることはぼんやりと察することができた。

　昔からずっと、勇也の心の中には夕日がいることは察することができた。

「……ほんとズルい」

　あれから何年も経たっているはずなのに、勇也の心をずっと縛しばって。

　理性を失わせる程度には、夕日の存在は大きいままなのだ。

「先輩、いますか？」

　目的地である病室に着くと、藍葉はその外で静かに問いかけた。

　だが、返事がない。もうとっくに目を覚ましていてもいい時間帯であるはずなのに。それともまだ眠ねむったままなのだろうか。藍葉は病室の中を覗のぞき込んで。

「……先輩？」

　窓から月の光をたっぷり染しみ込ませた風が吹ふき込んでくる。

　その病室には誰もいなかった。




　　　　　　　◇




「あれ、隊長？　こんなところで何をしているんですか？」

　藍葉の部屋。床ゆか一面に足の踏ふみ場もないほど紙が散らばっているなかで、華恋が片付けていると、近衛兵副長である花百合ゆりから話しかけられた。

　床の紙はすべて病院からもらってきた魔族のデータである。それをまとめる手を動かしたまま、華恋は答える。

「藍葉ちゃんを手伝ってたのよ。なんか調べたいことがあるみたいだったから」

「調べたいこと？」

「魔族を人間に戻もどすことができる可能性よ」

　華恋がこの部屋にふらりと訪おとずれたとき、藍葉はそれを一人で調査していた。

　その理由が、これ以上、勇也と夕日を対たい峙じさせないということであることは女の勘かんで何となくわかった。

　だが、それを指し摘てきすると、藍葉は冷たい表情で。

　──深読みしすぎですよ、華恋さん。藍葉が先輩のためにそんなことするわけないじゃないですか。魔族を人間に戻す方法なんて探してませんよ。

　──でも、もし……絶対にないとは思いますけど、もしそんな方法が見つかったら、藍葉は迷わず実行しますよ。

　──ムカつくんですよ。藍葉がいるのにいつも見せつけるように二人でいちゃいちゃ。休きゆう憩けい中も訓練中もずっといちゃいちゃいちゃいちゃ。ようやくいなくなったと思ったら、先輩の心を縛って。そんなのズルいですよ。死んで逃げるなんて、そんなの勝てるわけないじゃないですか。

　──だから、次は正々堂々勝負するんです。真っ向から叩たたきのめすために。そのためには勝手に死んでもらっちゃ困るんです。

　そう独り言めいたように呟いた後、藍葉は作り笑いとともに言い訳めいた言葉を喚わめいて誤ご魔ま化かしたが、華恋には全すべてわかっていた。藍葉が勇也に好意を寄せていることぐらい、勇也以外はちゃんと気づいている。

　勇也もそうだが、藍葉も十分捻ひねくれている。

　ただ、その恋こい心ごころは傲ごう慢まんでありながらもとても純じゆん粋すいで。

　だから、華恋は藍葉の調査を手伝いたくなったのだろう。

「隊長？」

　黙だまり込んだ華恋を見て、花百合がおずおずと声をかけてくる。

　それに笑え顔がおで返すと、華恋は胸の前で両手を合わせる。

「ごめん、ゆりちゃん。この片付け手伝ってもらってもいいかしら？」




　　　　　　　◇




　怪我人を連れて王城の奥へと駆かけ込んで行く人々の流れに逆行して、勇也は顔を伏ふせながら歩いていた。

　擦すれ違ちがう担架で運ばれて行く怪我人たちは、皆みな一様に苦く悶もんの表情を浮うかべている。そのほとんどは、魔王である夕日の攻こう撃げきによるものだった。

　……僕のせいだ。

　勇也は内心で呟き、拳こぶしを固く握にぎりしめた。

　魔族化した夕日を殺せなかったあのときから、勇也は戦場で彼女の姿を捜さがしていた。彼女との約束を守るために。彼女に誰だれも殺させないために。だから魔族が現れて誰かを殺したという話を聞くたびに、勇也は心臓を素手で握られているような感覚に陥おちいった。

　だけれど、結局、すべての魔族を倒たおしても彼女は現れなかった。そのうちに勇也はそれを忘れるようになっていた。きっと誰かに葬ほうむられたのだと思うようになっていた。

　そして、それを否定するように過去の罪が未来に現れた。自分があのときに殺せなかったから、今も苦しんでいる人たちが出ているのだぞ、とでも言いたげに。

　──夕日は僕が殺さなければいけない。

　誰に頼たよることなく一人で。その責任は誰かに押し付けていいものではなかった。それは己おのれの愚おろかさの象しよう徴ちようであり罪そのものなのだから。

　たとえ、夕日と刺さし違えることになったとしても、やり遂とげなくてはならなかった。

　途と中ちゆうで、王城の武器庫に寄って恋愛銃と恋愛剣など、持てるだけのありったけの武器を装備する。

　誰にも見られないように、勇也はそのまま王城から出て行こうとして。

「先輩」

　城門前に広がる一面の花畑。行く手を遮さえぎるようにして、藍葉が立っていた。

　感情の読めない瞳ひとみで、藍葉が言う。

「いったいどこに行くつもりですか？」
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　私こと、蒼宮藍葉が勇也に初めて出会ったのは星せい霊れい機装に選ばれたときだった。

　勇也の姿は、学園内で何度か見かけたことがあった──それこそ、勇也が星霊機装に選ばれたときには、友達と一緒にわざわざ顔を見に行ったぐらいだった。だけれど、真正面からその先輩の顔を見たのはそれが初めてだった。

　初対面の勇也の感想は、「気に食わない」だった。

　というのも、藍葉は生来何かで苦労したことがなかったからだ。ルックスはもちろん良く、学業も運動も基本的には努力することなくこなすことができた。だが、星霊機装の扱あつかいだけは違った。当たり前だといえばそうなのだが、半年先に選ばれていた勇也に完かん膚ぷなきまでに負けた。それなのに、勇也は涼すずしい顔をして優しい言葉をかけてきて。それがどうしようもなく気に入らなかった。

　勇也のことが嫌きらいだった。

　それ以来、藍葉は初めて努力と呼べるものをした。ただあの先輩を叩きのめすためだけに、必死に扱い方を学んだ。

　そして、万ばん全ぜんの状態で臨のぞんだ二回目の模も擬ぎ戦。

　またもや、藍葉は勇也に敗北した。

　以前とは見違えるように成長したはずなのに、結果は変わらなかった。距きよ離りが縮まったとすら思えなかった。それぐらい惨ざん敗ぱいだった。

　でも、そこで諦あきらめたりはしなかった。それからはそれの繰くり返しだった。血の滲にじむような努力をしては、勝負を挑み、負けるという惨みじめなルーティン。だけれど、勇也の涼しい表情は変わらず、藍葉のストレスは溜たまる一方だった。

　だが、あるとき。日が暮れた王城の中庭を歩いていると、藍葉は訓練スペースで一人剣を振ふっている勇也を見たのだ。

　単純なことだった。何な故ぜこんなことがわからないのかと、己おのれを嘲あざ笑わらった。

　一向に距離が縮まらないのは、藍葉が努力している間に、勇也も努力しているから。

　それだけのことだったのだ。

　なのに、勇也はその様子をいっぺんも見せることなく。

　藍葉の前ではいつも涼しい顔をして。

　そう考えると、裏で頑がん張ばっているその姿はとても可愛かわいいものに思えてしまって。

「ふふ、ばっかみたい」

　きっと、このときから、藍葉は勇也のことが気になり始めたのだと思う。

　そして今ではあの先輩のことが──
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「先せん輩ぱい、いったいどこに行くつもりですか？」

　勇也の行く手を己の身体からだで阻はばんで、藍葉は静かに問いかけた。

　視界に広がる一面の花畑。月光を浴びて病気のように白く褪あせている。その中心に細く延びる歩道に立ち、藍葉は真正面から勇也を見つめた。

　だけれど、勇也は藍葉の目を見ようとはしなかった。靴くつの爪つま先さきが気になっているかのように視線を落とす。

「……別にどこだっていいだろ。ちょっと散歩だよ」

「完全武装で、ですか？　随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうな場所を散策する予定なんですね」

「まあな。ほら、最近は不ふ審しん者とか多いし」

　勇也はへらへらと笑うと進路を少し変えて足を踏み出すが、そうはさせなかった。藍葉はその直線上に身を置いてあくまで進行方向を遮る。

「……どういうつもりだ？」

「それはこっちの台詞せりふですよ。先輩こそいったいどういうつもりですか？　あんなことまでして」

「あんなこと？」

「カフェ街で、夕日さんが出たときに深追いしたことですよ。馬ば鹿かみたいに勝手に一人で突つっ走ぱしって。死にたいんですか？」

「……お前には関係ないだろ」

「関係ない？」

　頭の中で何か弾はじけた音がした。関係ない。ああ、そうくるか。ぎりっと歯が擦こすれ、無意識の内に拳を握ると爪つめが柔やわ肌はだに食い込んだ。

「関係ない？　藍葉が関係ないってそう言ったんですか？」

「ああ、僕が勝手に突っ込んで勝手に怪け我がした。それだけのことだろ」

　勇也は自じ嘲ちよう気味に包帯が巻かれた片かた腕うでを持ち上げた。

「だから、お前には関係ない。そうだろ？」

「……それで済むと思っているんですか？　藍葉たちが止めなければ、その傷程度じゃ済まなかったかもしれないんですよ。なのに関係ないって……マジで言ってるんですか？」

　服を摑つかむと、藍葉は力ずくでこちらに向かせた。

　しかし、その剣けん幕まくに、勇也は視線を逸そらして目を合わせようとしなかった。

　擦れ違い。そんなものではなかった。

　勇也は藍葉のことなんて見ていなかった。

　ずっと昔から。そして今も。

　震ふるえる声が唇くちびるから漏もれる。

「……しかもその格好。まさか、先輩一人で本当に勝てると思ってるんですか？」

「ああ」

「……星霊機装もないのに？　マジなら本物の馬鹿ですよ」

「お前も知ってるだろ、僕の成績。下から数えた方が早いんだぜ？」

「先輩はっ」

　藍葉は勇也の瞳を直視した。

　それでも、視線は交こう錯さくしない。平行ですらない。勇也の視界に、自分の姿が映っているかさえ怪あやしかった。




「──先輩はあそこで死んでたかもしれないんですよっ」

「僕はそれでも良かった」




　マグマのような憤ふん怒ぬが腹の底から湧わき上がり、藍葉は無意識のうちに手を思いっきり振り抜ぬいていた。乾かわいた音が響ひびき渡わたる。ずきずきと手の平が痛み、引ひっ叩ぱたかれた勇也は呆ぼう然ぜんと目を見開いていた。

「……痛っ。何しやがんだ──」

「ふざけるな！」

　勇也の声を消し飛ばす勢いで、藍葉は苛か烈れつな声を吐はき出した。

　知っていた。勇也が藍葉のことを見てないことぐらい。

　ずっと、あの女が心の中にいることぐらい。

　全部わかっていたはずなのに、どうしようもなくそれが気に入らなかった。

「死んでも良かった？　本気で言ってるんですか!?　本気でそう思っているんですか!?」

「当たり前だろうが！」

　藍葉の声に、勇也も叫さけび返した。

「僕のせいでいったい何人が傷ついた！　それだけじゃねぇ！　夕日は、あいつは今も苦しんでいるかもしれないんだぞ！　他ならぬ僕が弱かったせいで！」

「そんなの放ほうっておけばいいじゃないですか！」

「そんなこと出来るわけねぇだろ！　これは僕がやったことなんだ！　僕の責任なんだ！　僕がやらなきゃ誰がやる!?　あいつは僕が殺さなきゃいけないんだ！　そのために、僕の命が必要なら喜んで使ってやるよ！」

「じゃあ──じゃあ、残された人たちはどうすればいいんですか！」

「っ」

　ほとんど泣きじゃくるように発した声に、勇也が目を見開いた。

　言うつもりはなかった。その感情だけは口にするつもりはなかった。だが、今まで塞せき止めていたせいか、一度溢あふれた激情は止まることはなかった。

「先輩が死んじゃったら、残された人たちはどうすればいいんですか！　藍葉はどうすればいいんですか！」

　悔くやしかった。

　夕日のためなら命を惜おしまず使おうと言われたことが。自分のことなんて歯し牙がにもかけられないことが。自分だってずっと一いつ緒しよにいたにもかかわらず、自分ではなく夕日が選ばれたことが悔しくて堪たまらなかった。

「死んで良かったとか軽々しく言わないでください！　死んでいいわけないじゃないですか！　死んでいい人なんているわけないじゃないですか！」

　私を見ろ。

　服の襟えり首くびを摑みながら、藍葉はいつしか心の中で叫んでいた。

　夕日じゃなくて、自分を見て欲しかった。自分だけを見て欲しかった。

　蒼宮藍葉という人間はきっと偽ぎ善ぜん者だ。

　偽善者で、自己中心的で。人の幸せよりも、自分の幸せの方が大切で。もし幸せを得られる人数が決まっているなら、藍葉は全力で他人を蹴け落おとすだろう。

　醜しゆう悪あくで、独善的な人間。それが蒼宮藍葉という少女だ。

　だから、全力で喚わめいた。

　世界が自分中心に回っていると信じている駄だ々だっ子このように。

「謝ってください！　藍葉に！　藍葉に謝ってください！」

　嗚お咽えつを漏らしながら、藍葉は顔を勇也の胸の中に押しつけた。堪こらえきれずに、涙なみだが次々と溢れてくる。泣き顔は誰だれにも見せたくなかったし、泣くこと自体が恥はじだと思っていた。だが、自分の意志でそれを抑おさえることはできなかった。

「藍葉たちはバディでしょう！　魔ま王おうも、魔族も、テロリストも！　いつだって全部一緒に倒たおしてきたじゃないですか！　なのに──なのに、なんで一人で行こうとするんですか！　なんで関係ないとか言うんですか！」

「蒼宮、お前……」

「許しませんからっ！　勝手に死ぬなんて許しませんからっ！　藍葉が絶対に許さないんですから……っ！」

「……ごめん、蒼宮」

　いつしか、勇也の手が藍葉の頭を優やさしく撫なでていた。

　それに身を任せて、藍葉は力のない拳こぶしで殴なぐる。

　それは、太陽が昇のぼるまで続いた。




　　　　　　　◇




「……さっきのは忘れてください」

　朝日が地平線の向こうから顔を覗のぞかせ、陽光が花畑に降り注ぐ。

　大木の下。勇也と背中合わせに座った状態で、藍葉がぶすっとした声で言った。

　泣き顔をこれ以上見せたくないのだろうか。藍葉は自分の方を向くことは許さなかったが、むくれている表情は容易に想像できた。

「それはどうだかな。長いこと一緒にいるけど、あんなお前を見たのは初めてだしな」

「わ・す・れ・て・く・だ・さ・い！」

「痛い痛い痛い！　おい、手をつねるなよ。わかった、わかったから」

　そう言うと、藍葉はやっと手をつねるのを止やめた。

　ぷいっと不ふ機き嫌げんそうに顔をそむける藍葉。

　苦笑交じりにそれを見やって、勇也は空を仰あおぐ。

「……僕、お前に話さなきゃいけないことがある。僕と夕日のことだ」

　その台詞は思った以上に、するりと口から零こぼれだした。

　過去の世界では到とう底てい話そうとは思えなかったこと。だけれど、今は藍葉に話さなければいけないような気がした。そうしなければ前に進めない気がした。

「はい、聞かせてください」

　勇也に体重を預けてきて、藍葉が優しい声こわ音ねで紡つむいだ。

　そうして、勇也は今まで隠かくしていたことを話した。夕日との関係性。孤こ児じ院いんのこと。魔族化の実験のこと。おおよそ自分の半生を喋しやべり終えたときには、太陽が地平線の向こうから完全に顔を出し切っていた。

「……なんだ、意外と大したことじゃありませんね。先輩が珍めずらしく真しん剣けんな顔で言うから、もっとヤバいことかと思ってました。幼女を拉ら致ち監かん禁きんしちゃった、とか」

「おい。お前、僕をなんだと思ってんだ……」

　呆あきれつつも、勇也は「大したことじゃない」と纏まとめる藍葉に感謝していた。

　言葉は茶化していたが、それは藍葉なりの優しさだった。きっと、勇也を気負わせないようにしようとしてくれているのだろう。

「……ありがとな」

　ほとんど無意識のうちに、勇也は感謝を口にしていた。

　普ふ段だんではあまり言わない種類のその言葉に、藍葉が驚きよう愕がくして目を丸くする。

　それから愛いとおしそうに目を細めて。最後にはいつも通り小悪魔めいた笑えみをつくった。

「お礼なんていいです。だって、藍葉たちは双騎士カツプルなんですから」

　冗じよう談だんめかして、藍葉が勇也の鼻先を指で弾はじいた。

「それにお礼を言うのは藍葉の方です。夕日さんとの間に何かあるのはわかってましたけど……中々聞けなかったですし。だから、話してくれてありがとうございます」

　ふわり。藍葉が柔やわらかい微び笑しようをつくったのを見て、勇也はどきっとして思わず視線をそらした。嘲ちよう笑しようなら見慣れているが、藍葉の毒気のない笑顔はなんか調子が狂くるう。

「……で、結局どうするんだよ。お前は僕に死ぬなって言ってくれたわけだけど。現実問題、あいつらを何とかしなきゃいけない状じよう況きようは変わらないんだぞ」

「その前に……先せん輩ぱいはどうしたいんですか？　先輩は夕日さんを殺したいんですか？」

「そんなわけないだろ。僕だって……あいつを救えるならそうしたい。でも無理なんだ。魔族化が進みすぎると絶対に戻もどせない。それがあいつと僕の結論なんだ」

「なら、救える方法があるかもしれないと言ったら？」

「えっ？」

　勇也は顔を上げる。藍葉は微笑をたたえていた。

「……そんな方法が、あるのか？」

「確実とは言えませんけど。ちょっと、これを見てください」

　服のポケットから、藍葉は綺き麗れいに折りたたまれた紙を取り出した。

「これ、は……？」

「前の戦いで捕とらえた魔族の全データです。ゆっくりではありますけど、恋愛銃に撃うたれた人がすべて正常値に向かっています」

「どういうことだ？」

「よく思い出してください、先輩。藍葉たちはアミューズメントパークで魔族を恋愛銃で撃ちましたよね？」

「ああ、そうだな」

　そして、その後に人間に戻ったのだ。

　そう言ってやると、藍葉は力強く頷うなずく。

「そう、恋愛銃で撃つことで魔族が人間に戻った──つまり、恋愛磁場が魔族に有効な可能性があるんです」

「ちょっと待て、それは飛ひ躍やくしすぎじゃないか？」

「いいえ、飛躍なんかじゃありません。先輩自身が言ってたじゃないですか。孤児院で、夕日さんが半魔族化したときに……キス、をしたら元に戻ったって。あれが魔力抽ちゆう出しゆつではなくて恋愛磁場によるものだったら、魔力を移したはずの先輩の身体からだに何も変化がなかったことも説明できます。何な故ぜなら、そもそも先輩には魔力が移動してないんですから」

「な、なら、もしかして──」

「ええ。恋愛磁場をぶつければ、あの人を……夕日さんを元に戻すことすらできるかもしれません。そうでなくとも、魔王の能力を大きく下げることができるはずです」

　その言葉は確かな光明だった。

　だけれど、それが出来るカップルは世界中にたった一組しかいない。たった一組の騎き士ししか。そして、藍葉がそれを理解していないはずもなかった。

「……まさか、蒼宮、魔王相手に本気でやるつもりか？」

「はい」

　藍葉は微笑んで頷いた。

　不意に、夕日の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　──恋をするの。その人のことを絶対に守りたいって思えるぐらい。

　もしかして、夕日はこれを予期していたのだろうか。いや、そんなはずはない。だってあの頃ころは恋愛磁場の概がい念ねんすらなかったのだから。

　だけれど、勇也はその言葉に運命めいたものを感じた。

　アミューズメントパークで女性を魔族化させた男たちの言葉を信じるならば、魔族化には「絶望」が必要なのだろう。だが、それは「恋」の力で塗ぬり替かえることができる。ただの精神論ではなく、文字通り恋をすれば魔王すら倒せるのかもしれないのだ。

　ここまで、勇也たちは様々なことを命じられた。

　一つは、若竹に「未来に行き魔王を倒せ」と命令され。

　一つは、天音に「いちゃいちゃしろ」と命令され。

　それら全すべて引っくるめて、藍葉は結論づけると道を示す。

　すべてを解決するたった一つの方法を。




「さあ、先輩。──藍葉といちゃいちゃして世界を救いますよ？」







　　　【第七章】　世界最強の双騎士カップル




「……それは本当なのですか？」

　藍あい葉はが自分の推測を説明すると、天あま音ねは大きく目を見開いた。

「それで、本当に勝てるかもしれないのですか？」

「確実に、とは言えませんけど効果は高いと思います」

　藍葉が頷くと、天音は微笑んだ。

「今はその言葉だけで十分ですわ。何よりも力になります……ですが」

「どうしたんだ？」

　渋しぶい顔をした天音に、勇ゆう也やは首をかしげた。

　躊躇ためらいがちに、天音は唇くちびるを動かす。

「……非常に言いにくいのですが、もう武器がないのです。先の戦いで、恋愛銃がほとんど壊こわされてしまって。もう一度戦うほどの力が今の王城にあるかどうか──」

「それなら心配ない」

　第三者の声。この場にはいない者の声に、勇也たちは一いつ斉せいに首を動かした。

　声の主は、いつの間にか扉とびらの横に立っていた。

　スーツを着た記き憶おくに残りにくそうな顔──生い駒こま彰あきらだ。前のトリプルデートから姿を消していたこの男は指名手配にすらなっていたのだが、ご丁てい寧ねいに王城までやってきたらしい。

「お前、いったい何のつもりだ？」

　この場にいる近この衛え兵たちが警けい戒かいし、勇也と藍葉が戦せん闘とう態勢を取る。

　明らかに招かれざる客だ。水みず神がみの差し金だとしてもおかしくない。そもそもこいつの侵しん入にゆうを許したことが異常なのだが、それは一ひと先まず頭の片かた隅すみに追いやって鋭するどい視線で睨にらんだ。

　しかし。

　総勢十名以上に敵意を向けられているというのに、生駒は一いつ切さい動じることはなかった。

「まあ、慌あわてるな。私はお前たちの敵ではないし、むしろ味方だ。それとも、なんだ。もしかして、お前たちは私の声を忘れてしまったのか？」

「……声？　ちょっと待て、お前──」

「そうだ」

　力強く頷いて、生駒は顔の皮を剝はいだ。

　いや、違ちがう。皮ではない。特とく殊しゆなマスクだ。

　その下に現れた顔は、記憶にあるものとは違って老ふけているが見間違いようもない。

　生駒──いや、この都市国家の本来の王はにやりと笑って言う。

「そうだ、私だ。金こん剛ごう若わか竹たけだ」




「「──なにやってんだ、お前はああああああああああああ！」」

　勇也と藍葉は若竹を全力で殴なぐった。

「ちょ、ちょっと待て！　お、落ち着け！　い、今は、そんなことしている場合じゃないだろう、二人とも！」

「うるせえ！　お前今まで何してやがった！　なに今いま更さら、得意顔で現れてんだ！」

「手足の一本、二本じゃすみませんから！　全部へし折って二度と歩けないようにしてやります！」

「待て待て待て！　しょ、しょうがなかったんだ！　数年前から、私は水神周防すおうから狙ねらわれていたんだ！　それにあいつは魔ま王おう復活も狙っていた！　この王城には水神と内通している者も多い。一度姿を消して、私自ら潜せん入にゆうして調べるしか他に道がなかったんだ！」

「なーにが、しょうがないだ！　まんまと、魔王復活させてんじゃねぇかよ！」

「そ、それはどうしようもなかったんだ！　神かみ代しろ夕ゆう日ひは水神に拾われる前から魔族化していた！　魔族適性も高くて魔王として最適な個体だったんだ！」

「じゃあ、藍葉たちにはどうして何も言ってくれなかったんですか！」

「そ、そうだよ！　僕たちにはなんで自分の正体を黙だまっていたんだよ！」

「いや存外、お前たちがデートしている姿が面おも白しろくてな」

「ぶっ殺す！」

　メリメリといわせながら、勇也と藍葉は若竹に寝ね技わざをかけた。

「待ってくれ！　本当に折れる！　悪かった！　悪いとは思っているんだ、一応！」

「うるせえ！　折れちまえ！　──っていうか、お前。僕たちなんかよりも先に謝らなきゃいけない奴やつがいるんじゃないのかよ」

　勇也の言葉で、若竹の視線がゆっくりと移動した。

　若竹が己おのれの姿を現してからずっと黙り込んでいた少女──金剛天音は瞳ひとみに涙なみだをたっぷりと溜ためていた。ぐずっと鼻を鳴らす。とても十歳とは思えない程ほど大人びていた少女だったが、今だけは年相応の反応をしていた。

「……天音。その……国のためとはいえ、悪かったな。お前に寂さびしい思いをさせて……」

「と、父様ぁ！」

　ダッ、と。

　堪こらえきれなくなったのか、天音は若竹のもとへと駆かけ寄った。

　その姿に、若竹は微笑んで両りよう腕うでを広げる。天音はその懐ふところに潜もぐり込んで──




　ゴスッ！

　天音の渾こん身しんの右ストレートが見事に鳩みぞ尾おちに突つき刺ささった。

　若竹が崩くずれ落ちる。だが、それでも、天音は止めなかった。とても十歳とは思えない華か麗れいなフットワークとともに拳こぶしを的確に叩たたき込んでいく。その姿はさながら一流のボクサーのようだ。

「ちょ！　ちょっと待て！　こ、これは！　流石さすがに！　洒落しやれに！　ならない！　ぞ！　というか、いったい誰だれだ！　私の娘むすめにこんなのを教えたのは！」

「恐おそれながら、若竹様。私、柊ひいらぎ華か恋れんです」

「本当に、お前は恐れがないな！　普ふ通つう、王族の娘にボクシングを教えるか！」

「父様の馬ば鹿か！　父様のアホ！　父様の粗そチン！　父様の早そう漏ろう！」

「ちょっと待て、私は早くもないし粗そ末まつなものでも──というか、いったい誰だ！　私の娘に汚きたない言葉を教えたのは！」

「恐れながら、若竹様。私、柊華恋です」

「お前はもう処しよ刑けい台に送ってやろうか！」

　凄すさまじい形相で迫せまろうとするが、それよりも先に天音のパンチが顔にめりこんだ。若竹が倒たおれてピクリとも動かなくなる。カンカンカンと、その頭上でゴングが鳴り響ひびいたような気がした。

「……あ、天音」

「ふぅ、これで気が済みました。取り敢あえず許してあげますわ、父様」

　若竹の前に立って、天音が見下ろした。

「あとで、みなさんにも挨あい拶さつに回るのですよ。父様のことを心配していたのは、わたくしだけではないのですから」

「……ああ、わかっている」

「それと」

　若竹の側そばにしゃがみこんで、天音は微笑ほほえんだ。

「次、黙っていなくなったらこんなものでは済みませんわ。だから、もう二度といなくならないでください、父様」

「ああ、わかっている」

　若竹は静かに頷うなずいた。







「で、心配ないってどういうことだよ？」

　一通りのことを言ってやった後、勇也は若竹にそう訊たずねた。

　確か、武器のことを話していたときにそう言っていたのだった。

「武器の心配はないということだ。つまり、近衛兵たちの武器はもちろん、お前たちの専用武器も用意しているのだ」

「専用武器？」

「ああ。お前たちが未来にやってきても星せい霊れい機装が使えない以上、魔王が現れた場合に苦戦するのは目に見えていた。だから潜せん伏ぷく中に世界各地に住む技術者のところを回り、特別につくらせたんだ。簡単に言えば、恋愛磁場を利用する擬ぎ似じ的な星霊機装だ」

　そう言って、若竹はパチンと指を鳴らす。

「さあ、持ってこい。お前たちの新しい武器──〈恋れん火か機装〉を！」

　その命によって、二人の前にそれが置かれた。

　それは衣服だった。

　Ｔシャツには、男性用と女性用合わせると『ゆうや らぶ あいは』と書かれている。ズボンの丈たけは異常に短く、またスカートの方も下着が見えるか否いなかのギリギリのラインだ。そんなペアルックを身に纏まとった二つの白いマネキンには、お揃そろいの首輪がついていた。

　はっきり言って、馬鹿で変態なカップルのそれだった。




「「こんなもの着れるかあああああああああ！」」

　二人はマネキンを全力で蹴けり倒した。

「ああ！　一億もかかったのに何をするのだ！」

「一億!?　あれに一億もかかってんのか!?　馬鹿だろ、お前馬鹿だろ！」

「というか、これ本当に武器なんですか!?」

「もちろん武器だ。星霊機装だって見た目はアクセサリーだろう？　それと同じだ」

「そう言われればそうですけど……でも、もっと他の格好がありますよね！」

「それにはちゃんと意味があるのだ」

　若竹は真しん剣けんな表情で言う。

「恋愛磁場とはお互たがいに恋愛感情を向けることで発生するもの。つまり、バカップルや変態カップルのようにいちゃいちゃすれば、その分だけ効果が高いのだ。それを踏ふまえてこれを見てみろ。──馬鹿で変態カップルみたいだろ？」

「そのためだけに、こんなものつくったんですか!?」

「形から入るのは大事なことだぞ。ほら、これを着た姿を想像してみろ。なんか、いちゃいちゃできる気がするだろう？」

「絶対できませんよ！」

　顔を真っ赤にして、藍葉が叫さけんだ。

「……それで、着てくれるか？」

　どこか不安げに、若竹が問いかけてくる。

　この衣い装しようについては正直わからない。けれども、これを着ることでより強い武器が手に入るのなら選せん択たくの余地はなかった。

「……わかったよ。それを着て勝てるなら安いものだしな」

「……そうですね。ちょっと恥はずかしいですけど、頑がん張ばります」

　二人が躊躇ためらいがちに同意すると、若竹は微笑んで頭を下げる。

「ありがとう、二人とも」







「……で、これで本当に行くんだよな？　これ、ズボンすげーキツイんだけど」

「何を今更言ってるんですか。あ、藍葉だってこれスカート短すぎて……」

　スカートの丈を何とか伸のばそうとしながら、藍葉が更こう衣い室から出てきた。

　二人は小型の通信機を耳に嵌はめながら、お互いに顔を見合わせる。

　藍葉の体型に合わせているからだろうか。勇也のズボンと同じでＴシャツがぴっちぴちになっていた。胸の形がはっきりとわかるほどだ。加えて、スカートは見えそうで見えない絶ぜつ妙みようなラインだった。

「……なに、先せん輩ぱいエッチな目で見てるんですか？」

　じとーっとした目で睨にらんでくる藍葉に、勇也は慌あわてて言う。

「み、見てねーよ！　見るわけねぇだろう、お前なんか！」

「はぁ？　なんかってどういうことですか！」

「それを言うなら、お前だってさっきから僕の股こ間かん凝ぎよう視ししてるじゃねぇか！」

「し、してませんよ、そんなこと！」

　お互いにガミガミ言っていると、若竹が書類に目を通しながら話を切り出してくる。

「二人ともいいか、ちょっと聞いてもらいたいことがある。魔王となった神代夕日についてだ」

　そう切り出した若竹に、二人は喧けん嘩かするのを一いつ旦たん止やめる。

「昨日の一戦から攻こう撃げきを仕し掛かけてこないが、その原因は砲ほう撃げきのための魔ま力りよく集中であることがわかった。攻撃対象はこの王城を含ふくんだ水神島・中央島エリア全域だ」

「っ……猶ゆう予よはあとどれぐらいあるんだ？」

「数時間といったところだな。もちろん、早まる可能性もある。出来る限り早く、二人には神代夕日を止めて欲しい。それともう一つ。これは話半分で聞いて欲しいのだが──」

　そう前置きして、若竹が驚おどろくべきことを伝える。

　それを全すべて聞き終わった後、藍葉は訝いぶかしむように若竹を見つめた。

「……それ、本当ですか？」

「確定ではない。だが、そういう可能性があることも頭に入れておいて欲しい」

「わかった。一応、覚えておくよ。──じゃあ、そろそろ行くか。天音もとっくに近衛兵たちに声をかけに行ったようだし」

　勇也が天音の姿がないことを認めてそう言った直後。

　凄まじい音とともに、王城が揺ゆれた。

　下の階層から悲鳴が聞こえてくる。慌てて外を見ると、水神ランドの入り口が解放されて魔族が王城に向かって攻せめてきていた。いよいよ、水神も決着をつけるつもりらしい。

「悠ゆう長ちようにしている時間はなくなったな」

「ですね」

　互いに言って、二人は駆け出した。華恋が慌てて呼び止める。

「ちょ、ちょっと、二人ともどこに行くのよ！」

「決まってんだろ」

　戦せん闘とう本能を剝むき出しにして、勇也は笑う。

「先に、あいつらを止めにいく。柊たちは近この衛え兵たちと急いできてくれ。これ以上、この国を滅め茶ちや苦く茶ちやにされてたまるか」
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「ふふ、いい様だな」

　王城が燃える様子をビルの一室から眺ながめながら、水神は口元を歪ゆがめた。

　王城勢力にトドメを刺せるほど魔族は揃い、それらのメンテナンスも完かん璧ぺきに終しゆう了りようしていた。あとは王城さえ制圧すれば、己おのれの野望の成じよう就じゆへと一歩近づくことになる。

　水神は勝利に酔よって笑うが、その空気に水を差すように部下からの連れん絡らくが入った。

「ほ、報告します！」

「……なんだ？　何かあったのか？」

「それが、魔族を蹴け散ちらして、近衛兵と思われる人物達がこの城に迫っています！　それだけではありません。二次元嫁よめの騎き士し団がこのビルに侵しん入にゆうしているようです！」

「なんだ、その程度か」

　水神は鼻で笑って視線を戻もどした。

　心底どうでもいい報告だった。だいたい魔族の群れを蹴散らして、などといっても限度がある。どうせ現状も把は握あくできずに特とつ攻こうを仕掛けてきているのだろう。であれば、あと数分も経たたずにカタがつく。二次元嫁の騎士団についても同様だ。大方、部下の敵かたき討うちといったところだろうが、このビルには魔族が徘はい徊かいしている。ここまで辿たどり着けるはずもない。

　だが、部下は中々引き下がろうとしなかった。水神は訝しげに思って訊ねる。

「……いったい、どうしたんだ？　何かまだあるのか？」

「それが、問題の近衛兵なのですが……なんというか普ふ通つうじゃないんです」

「普通じゃない？」

「はい。変態カップル二人組なのです、水神会長」

　何を言っているんだ、こいつは。

　水神は眉まゆ根ねを寄せて。

　ドゴッ！　突とつ然ぜん扉とびらが吹ふっ飛とばされると、二次元嫁の騎士団が部屋に雪な崩だれ込んできた。
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　魔族が放つ閃せん撃げきが雨のように降り注ぐ。地形を変えるほどの激しい攻撃。爆ばく音おんと爆ばく煙えんが耳と視界を奪うばう中、勇也と藍葉はそれを切り裂さくように水神ランドの敷しき地ちを駆かけていた。

　ただし、普通の状態ではない。

　両手を繫つないで、だ。

「蒼あお宮みや、行くぞ！」

「はい！」

　またもや生み出されたのか、魔族の集団が目の前から攻めてくる。

　数十体はいるだろうか。以前ではとても勝負にはならなかったほど膨ぼう大だいな数。

　だが、今の二人がそれに怯おびえることはなかった。

「フォーメーションＫ──〈恋こい人びと繫ぎ〉だ！」

「らじゃーです！」

　その掛かけ声で、勇也と藍葉は手を組み替かえた。

　しっかりと、二人はカップルのように指を絡からませる。

　訓練で手は握にぎったはずだったし、そもそもここは戦場である。

　だというのに、緊きん張ちようのせいか藍葉と触ふれていた手からは汗あせがびっしりと出ていた。自分だけではない。藍葉も己の汗に気づいて頰ほおを少し赤く染める。互いに動どう悸きが速くなる。

　ピピッ。恋愛磁場が更こう新しんされる。

　──【恋愛磁場装そう塡てん率：20％】

「よし！」

　身体能力すら強化されるのか腕うでに力が漲みなぎると、勇也は一ひと先まず手のことは忘れた。

　藍葉を宙に投げながら、もう片方の手で首輪を触さわる。

　瞬しゆん間かん、手の中が淡あわい色で光り輝かがやくと、勇也は恋れん火か機装から剣けんを顕けん現げんした。

　敵は約数十体。そのすべてを視界で捉とらえると、裂れつ帛ぱくの気合いとともに剣を閃ひらめかせる。

　一ひと振ふり。たったそれだけで魔族が眼前からすべて吹っ飛ばされた。

「先輩、上です！」

　その声で見上げると、二体の狂鬼がジェットコースターの上から落ちてくるところだった。禍まが々まがしい魔力。ゾクッという悪お寒かんが背筋にはしり、勇也は硬こう直ちよくする。

　しかし。

「甘いんですよ」

　勇也と同じように銃じゆうを顕現していた藍葉が、獰どう猛もうに笑った。

　銃口から閃光が放たれ、直進する。狂鬼は空中で身体を捻ひねろうとするが遅おそかった。直撃してそのまま落ちていく。

「先輩、フォーメーションＯです！」

「ああ！」

　事前に打ち合わせておいた作戦名に、勇也は応じた。

　藍葉が空から落ちてくる。落下地点に急いで走って滑すべり込むようにキャッチする。

　──お姫ひめ様さまだっこ、で。

　柔やわらかい感かん触しよく。本当に食べているのか不思議になるほどの重み。髪かみから漂ただよってくるお菓か子しのような甘い匂におい。それらすべてが感覚となって脳に送り込まれる。

　ピピッ。恋愛磁場が更新される。

　──【恋愛磁場装塡率：25％】

「二人目、チェックメイトです」

　勇也の腕の中で、藍葉が引き金をひいた。

　神速の弾だん丸がんが狂鬼を貫つらぬいて──尾おをひいたまま、空を駆け抜ぬけていった。

　今いま更さらだが、凄すさまじい威い力りよくだ。

　まだ25％程度だというのに、この威力。恐おそろしいとしか言いようがない。

「せ、先輩、下ろしてください」

「あ、ああ」

　腕の中で足をバタバタする藍葉。下ろしてやると、藍葉が顔を俯うつむかせたまま手をぎゅっと握ってくる。

　おかしい、藍葉が可愛かわいく見える。付き合いの長い少女であるはずなのに妙みようにドキドキしていると、藍葉が何な故ぜか顔を背そむけたまま手を引く。

「せ、先輩、行きますよ」

「お、おう」

　頷うなずいてぎこちない空気のまま、二人は走り始める。

　──が、それ以上、進むことはできなかった。

「っ……この魔力、こいつら上位個体か！」

　二人の前に立ちはだかったのは、二十体もの上位個体・森エ妖ル精フだった。一体あたりが通常の魔族の十体もの力を有し、遠えん距きよ離り攻撃術式などを使う厄やつ介かいな敵である。

　勇也と藍葉の足が止まる。そうしている間にも、背後では魔族に攻め込まれているのか王城から火の手が上がって崩ほう落らくしていく。

　ここで止まっている余よ裕ゆうなどないのに。勇也は奥歯を嚙かんで悔くやしそうに唸うなる。

　そのとき。

　どこからか銃じゆう弾だんの雨が飛来してくると、森妖精は爆撃されて仰のけ反ぞった。
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「お兄さんには庇かばってもらったしね。一回だけ協力してあげるよ」

　水神ランドにあるビルの屋上。

　双そう眼がん鏡きようで戦場を俯ふ瞰かんしながら、アリスは団員に命令を下していた。

　団員たちの恋愛銃の使い方などは近衛兵には遠く及およばないものの、伊だ達てに何年もテロリストをやっていない。ある程度の練度はあったし、二十体近くの数が密集している場所に当てられない無能はいなかった。

　水神と王城の勢力が争っている間に、アリスは団員を連れて脱だつ獄ごくに成功していた。

　魔王が攻めてくるという非常時だったためか、それは案外容易にできた。

　こんなときでなければ脱出なんて到とう底ていできなかったに違ちがいない。そういう意味ではテロを起こした水神周防に感謝していたが──部下が利用されたのは気に食わなかった。

「よう、水神周防。オレの部下が随ずい分ぶんと世話になったみたいだな」

　屋上を取り囲むフェンスの前。そこでは水神周防が魔ま族ぞくを盾たてにしながら蹲うずくまっていた。片足からは鮮せん血けつが溢あふれ、顔が苦痛で歪んでいる。アリスが部下に銃口を向けさせると、水神はびくっと身体を震ふるわせた。

「……夢ゆめ月づきアリス、お前は正気か？　私には魔王という最強の手て駒ごまがいるんだぞ」

「その手駒はあのお兄さんたちが倒たおすさ。それまで、オレたちはあんたたちの足止めをしとけばいい」

「そんなに上う手まくいくと思うか？」

「いくさ。あんたはお兄さんたちやオレたちのことを舐なめすぎだ」

　互たがいの視線が交こう錯さくする。

　アリスが恋愛銃を抜き放つと、水神は手の中にある機器を操作して魔族に自分を抱かかえさせた。発はつ砲ぽう。しかし、その時には、水神と魔族は隣となりのビルへと跳ちよう躍やくして躱かわしていた。

「逃にがすな、追え！」

　アリスの命令で、部下たちが水神を走って追っていく。水神の手元には魔族がいるようだが、大だい丈じよう夫ぶだろう。一体程度ならば部下たちだけでもどうにかなるはずだ。

「アリスさま……申し訳ありません」

　足元には、副長の白しら鷺さぎ雪ゆき姫ひめが跪ひざまずいていた。

　部下を使って水神周防に協力していた張本人である。脱出途と中ちゆうに、雪姫が魔族に襲おそわれているところを見つけて助けたのだ。

　逃げていく水神の背中から視線を動かすと、アリスは雪姫を見下ろす。

「もう、いいって。全部わかってるから。雪姫はオレのために仕方なく水神周防に手を貸したって。ただ、次はないから。まあ──わかってるよね？」

　アリスが目を細めると、雪姫は僅わずかに顔を伏ふせた。

　前まえ髪がみが表情を隠かくし、そのまま謝罪を口にする。アリスが手をひらひらと振ふると、雪姫は団員たちのもとへと後退した。

　それを見送って、アリスは団員たちの前に立った。

　自然と視線が集まる。それに心ここ地ち好よさを感じながら、犬歯を見せて笑う。

「よく聞け、みんな。オレたちはテロリストだ。みんなから忌いみ嫌きらわれた、世界に反逆するテロリストだ。ここにいる大半の者は恋愛係数が低くて、家族から『いらない』とすら言われた者もいるだろう。二次元に逃げるしかなかった者もいるだろう。だけど、見てみろ。今ばかりは正義の味方どもがオレたちの助けなしじゃ、国一つさえ守ることができない。どうだ──最高に気持ちいいだろう！」

　叫さけんで、アリスは両腕を大きく広げる。

「いちゃいちゃなんて糞くそ食らえ！　オレたちはオレたちのやり方で、今この時だけ世界を救ってやる！　もう、いらないなんて誰だれにも言わせない！　この世界には、オレたちがいるってことを教えてやれ！」

　アリスの掛け声で、団員たちから気き迫はくに満ちた声があがる。

　眼下では、勇也と藍葉が足止めされている森妖精の集団を擦すり抜けて、水晶宮殿へと走って行っていた。そう、それでいい。アリスたちはあくまで足止め。魔王を倒すのは世界の反逆者である自分たちの役割ではない。

「二人にはメインディッシュをあげるよ。だからちゃんと世界を救ってみせてね、お兄ちゃん」

　アリスは独り言めいたように呟つぶやいて。

　直後、水晶宮殿が地じ響ひびきとともに空に浮うかび始めた。




　　　　　　　◇




　地から乖かい離りしていく音がひっきりなしに響ひびいている。

　指定された時刻を告げる鐘かねの音が重ねて鳴って、魔王はゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　水晶宮殿の頂上にある劇場だった。ステージの両りよう端たんには真しん紅くの舞ぶ台たい幕が纏まとめられ、客席には立ち見が基本のせいか広々とした空間があった。

　体たい軀くの二倍以上ある玉座から立ち上がると、魔王は腕を軽く薙ないで巨きよ大だいな結けつ晶しようの砲台を二つ作り出した。溜ため込んでいた莫ばく大だいな魔力が装塡され、砲口から光が漏もれる。

　攻こう撃げき範はん囲いは水晶宮殿を除く、水神島・中央島エリア全域。

　魔王は階段の最上段に立って、水神島の街並みを一望した。

　砲台に注ぎ込まれた魔力の極光に、眼下の近この衛え兵たちがこちらを見上げる。水神ランドに攻せめ込んできている者も、その道のりにいる者も、王城付近で魔族と戦っている者も皆みな一様に。

　それから顔を歪ゆがませる。

　あまりにも神こう々ごうしく輝く、その魔力の威力を想像して。

　──ゴウッッ！　二つの砲口から一条の魔力の奔ほん流りゆうがそれぞれ放たれた。

　魔力の閃撃は水神島を跡あと形かたもなく破は壊かいせんと突つき進んでいって。

「蒼宮、行くぞ！　フォーメーションＨ──〈ハグ〉だ！」

「はい、先せん輩ぱい！」

《恋愛磁場供給量の閾しきい値ち突とつ破ぱを確かく認にんしました。限定端たん末まつからの要よう請せいにより、使用者の攻撃プログラムの権限を一時的に拡大。特とく殊しゆ攻撃プログラム──恋れん火か機装【双騎士パラデイン】、武装召喚インストールします》




「恋火機装【黒剣士グラデイエーター】──起動！」

「恋火機装【蒼銃士ガンナー】──起動！」




　突とつ如じよ、恋愛磁場の閃せん光こうが轟ごう然ぜんと現れ、それを吹ふき飛ばした。

　それだけではなく、その閃光は魔王の顔の横を通り過ぎると、砲門を跡形もなく破壊して上空へと駆かけていく。

「よう、夕日」

　爆ばく煙えんの向こうから現れたのは、二人の少年少女だった。

　衣服が真紅の粒りゆう子しによって書き換かわっている最中だった。服の丈たけが伸のび、鋭するどく洗練されたフォルムへと変化する。手には各おの々おのの武器である〈黒こつ剣けん〉と〈蒼そう銃じゆう〉が握にぎられていた。武器から溢れる力の波動は紛まぎれもなく恋愛磁場だったが、魔王は業ごう火かの如ごときオーラを放っている光景を幻げん視しした。

　少年は剣の切っ先を、少女は銃口を魔王に向け。

　二人は獰どう猛もうに笑う。

「ここからは、僕たち双騎士カツプルがお前の相手だ」




　そして、




「──そう。やっと、わたしを殺しに来てくれたんだね、勇也くん」




　魔王・神代夕日は穏おだやかな表情で言った。




　　　　　　　◇




「あんまり驚おどろかないんだね、二人とも」

　僅かしか驚きよう愕がくを見せない二人に、魔王は意外そうに言った。

　勇也は黒剣の切っ先を向けたまま、躊躇ためらいがちに頷く。

「……まあな。そういう可能性もあるだろうって、若竹が言っていたからな」

　出撃前、若竹が二人に告げたことはこれだった。

　──これは話半分で聞いて欲しいのだが……実は今回の戦いで、魔王に結晶化こそされたものの殺された者は誰もいないのだ。

　──つまり、もしかしたら神代夕日の自我がまだ残っている可能性がある。

　──だが、その精神性は変質していると思った方がいい。魔王とは存在するだけで人類を殺さつ戮りくする現象とも言えるが、彼女自身が望まなければそう成り得ないからだ。

　──それに伴ともない、彼女自身に身体からだの制せい御ぎよ権はないと思え。魔族因子には敵対者に攻撃するプログラムが刻まれているからだ。だから、どちらにせよ死ぬ気で……いや、殺す気で戦え。でなければ、神代夕日を救うという夢物語は果たせないだろう。

「死者ゼロ。そんなことが起こったのは、夕日がギリギリで干かん渉しようして照準をずらしたからなんだろう」

　夕日の自我へ届くように願いながら、勇也は魔王に語りかけた。

「そうじゃないと説明がつかない。でも、それなら、僕たちは戦わなくても──」

「無理だよ」

　一言。勇也の声に被かぶせて、魔王は絶望しきった瞳ひとみとともに拒きよ絶ぜつした。

　そこには世界を滅ほろぼそうとする意志は感じられない。

　かつての面おも影かげを残したまま、魔王は語る。

「わたしの身体はもう完全に魔族化しているの。止めるには殺すしかない。勇也くんだって知っているでしょう？」

「それは二十七年前の話だ！　今なら、そんなことしなくてもいいかもしれないんだ！　恋愛磁場さえ撃うち込めば──」

「無理だよ、無理なの。どんな方法でも、わたしは人間に戻もどれない。わたしは止められないの。わたしはこれ以上世界を殺したくない。わかってくれるよね、勇也くん？」

　魔王の縋すがるような視線に見つめられて、勇也はギリっと奥歯を嚙かみ締しめた。

　夕日を殺すしかないなんて噓うそだ。

　そんなわけがない。藍葉が導き出した通り、恋愛磁場なら人間に戻すことも可能かもしれないのだ。だけれども、魔王はそんな言葉さえ聞き入れようとはしなかった。

　それは今まで何度も何度も人間を傷つけまいとして失敗してきた故ゆえか。

　魔王の声こわ音ねには悔かい悟ごが含ふくまれていた。

「夕日、お前……」

「勇也くんは優やさしいから。だから、まだ迷ってるんだね。でも、それがわたしの出した答えなの。それでも、まだ殺したくないというなら──殺したくなるようにしてあげる」

　勇也の躊躇う表情を見てか、魔王は酷ひどく歪いびつな笑みをつくった。

　ゆっくりと腕うでが結晶化される。魔力が結晶のドレスの隅すみ々ずみまで行き渡わたって輝かがやきを増す。

　異様な雰ふん囲い気きを感じ取って、勇也は震ふるえる声で紡つむぐ。

「何を、するつもりだ……？」

「わたしが皆みんなを殺してあげる。勇也くんが戦わないなら、目の前で何人だって殺してあげる。それで終わらせてくれるなら、わたしは多少の犠ぎ牲せいは気にしないわ。ねぇ、そうしたら流石さすがの勇也くんもわたしを殺したくなるでしょう？」

「夕日、なんで……っ」

　苦く悶もんの声を発するが、魔王は殺戮を否定しなかった。

　高密度の魔力が大気に放たれ、陽かげ炎ろうのようにその一いつ端たんを現界させる。向こうの戦せん闘とう準備は既すでに完かん了りようしていた。冗じよう談だんではなく、魔王は本気で虐ぎやく殺さつを実行しようとしていた。

「先輩、しっかりしてください！　夕日さんがっ……魔王が襲おそってきます！」

「そう、それでいいの」

　銃を構える藍葉に、魔王は空くう虚きよな微笑ほほえみをつくった。

「さあ、双騎士たちよ。殺す気できなさい。あなたたちの前にいるのは世界を殺す魔王よ」

「先輩ッ！」

「ああ、わかってるよ！」

　こんな状じよう況きようなど認めたくもなかった。戦う必要などないはずだった。だが、現状はその逆で、戦わなければ他の大勢が死んでしまう可能性さえあった。

「……いいぜ、お前の思おも惑わく通り戦ってやるよ。でも──僕たちがお前を殺すと思うな。何と言われようと、お前は僕たちが殺さずに倒たおす。必ず生かして連れて帰ってやる」

　低い声で紡いで、勇也は黒剣の柄つかを固く握りしめた。

　ゆったりと切っ先を持ち上げると、勇也は魔王へと向け。

「なあ、知ってるか？　この世界で一番強いのは、化物兵器を扱あつかう英えい雄ゆうでもなければ、時じ代だい遅おくれの力を持っている魔王でもないんだぜ」

　魔王を威い嚇かくするように笑う。

「この世界の最強が、ちょっとしたことでドギマギする双騎士カツプルだってこと教えてやるよ」

　直後、勇也と魔王は溜め込んでいた力を爆ばく発はつさせると前へと駆け出して。

　戦いの火ひ蓋ぶたが切られた。







　轟ごうッッッ！

　勇也の剣と魔ま王おうの手刀が盛せい大だいに打ち合った。

　衝しよう撃げき波はが波は及きゆうしていく。一いつ拍ぱく遅れて床ゆかが僅わずかに陥かん没ぼつすると、円状に亀き裂れつが広がった。風が二人の頰ほおを切り裂さいて鮮せん血けつが散る。勇也は剣が、魔王は手刀が後方に弾はじかれる。

　空くう隙げき。その隙すきを狙ねらって、藍葉が前方へと走りながら蒼銃の引き金をひいた。

　魔王は間かん髪はつを容いれずに撃ち込まれた弾だん丸がんを、両腕を交差して直接受け止める。恋愛磁場をエネルギーとしたその弾丸は爆発し、魔王は地に軌き跡せきを残しながら後退していって。

「ッ！」

　その攻撃が終わったときには、勇也は魔王の目の前へと跳ちよう躍やくしていた。

　剣を片手で、上段で構える。藍葉が真横に現れて剣の柄に手を添そえる。先さき程ほど、撃ちながら前方に走っていたおかげだ。二人で一つの剣を握り手を触ふれ合わせると、勇也と藍葉は呼吸を合わせて。

　──【恋愛磁場装そう塡てん率：25％】

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに剣を振ふり下ろすと、刃はから強きよう烈れつなエネルギーが噴ふき出した。それに吞のみ込まれて魔王が膝ひざをつくが、その刃は結けつ晶しようで覆おおわれた片かた腕うでで防がれていた。

「ッ」

　確実に一撃が入ったと思い込んでいたばかりに、二人は一瞬だけ硬こう直ちよくした。

　魔王がお返しとばかりに魔力と結晶を纏まとった腕を薙なぎ払はらう。勇也は咄とつ嗟さに刀身で受け止めるが、その衝撃までは殺せなかった。二人は地面の上を転がって吹っ飛ばされる。

「先輩！」

　魔王が剣を一いつ閃せんして、幾いくつもの魔力の刃やいばを飛ばしてくる。

　藍葉の掛かけ声で何を求めているか察すると、勇也は藍葉をお姫ひめ様さま抱だっこで抱きかかえて地を走った。恋愛磁場が供給され、身体強化が行われる。勇也は藍葉を抱かかえたまま軽々と戦場を駆け抜ぬけると、時間差をつけて襲ってきた魔力刃を間一髪で躱かわした。

　爆散。──煙が視界を奪うばう。

　魔王が二人の姿を捜して視線を彷徨さまよわせながら斬ざん撃げきを放ち続ける。

　その間に、勇也と藍葉は劇場の壁かべを蹴けり上げて跳躍していた。上空から煙を切り裂いて魔王を捉とらえる。魔王が視線を上げたときには、藍葉が自分の体たい軀くほどもありそうな巨きよ大だいな機き関かん銃じゆうを手の中に顕けん現げんして。

　二人はハグした状態でそれを構える。

　──【恋愛磁場装塡率：23％】

　ガガガガガガガガガッ！　秒間百数発ぐらいだろうか。凄すさまじい騒そう音おんを撒まき散らしながら、機関銃が弾丸の嵐あらしを生み出して魔王を容よう赦しやなく巻き込んだ。劇場のステージが、舞ぶ台たい幕が、壁が穴だらけになり、やがて圧あつ倒とう的な物量に跡あと形かたもなく消える。

　けれども。

「……ふざけないで。これがあなたたちの全力？　そんなわけがないでしょう」

　爆ばく煙えんの向こう。魔王はゆったりと立ち上がり、真まっ直すぐこちらを見み据すえた。

　身体から結晶の破は片へんが零こぼれ落ちる。恐おそらく全身を結晶で覆って弾丸を防いだのだろう。

　……不ま味ずいな。

　勇也は内心で呻うめいて武器を構え直した。

　王城を出る前に打ち合わせしていた、いちゃいちゃフォーメーション程度では恋愛磁場が足りないようだった。実はもう一ついちゃいちゃフォーメーションがあるのだが、あれはなるべく使いたくはなかった。それ相応のリスクが伴うからだ。

「……聞こえなかったの？　わたしは殺す気で来なさいと言ったのよ。それとも、まだ心の中で迷っているのかしら？　なら、」

　バンッ、と。

　音を置き去りにして、魔王が藍葉の前に移動した。

　藍葉は咄嗟に逃にげようとするが、それよりも早く顔を摑つかまれ。

「──勇也くんの目の前で藍葉ちゃんを殺してあげるわ」

「ガ、ハッ！」

　魔王に、地面に叩たたきつけられ、藍葉は四し肢しを暴れさせた。

　それでも魔王の膂りよ力りよくの方が圧倒的に強いのか、締めつける手から逃のがれられない。

「蒼宮ッ！」

　勇也は最高速度で地を走って、藍葉のもとへと向かう。

　だけれど間に合わない。魔王は藍葉の顔を擦すり潰つぶすように腕に力をこめながら。

「ごめんね、藍葉ちゃん。でも、こうしないと勇也くんは本気にならないみたいだから」

「…………さい」

「ん？　なんて？」

　口から掠かすれた声をこぼす藍葉に、夕日が顔を近づけた。

　藍葉は唇くちびるを開く。キッと負けん気の強い鋭するどい視線を放って。

「──うるさいって言ったんですよ、このブラコン」

　藍葉の身体のバネを存分に使った蹴りが、魔王の顔面を捉えた。







　藍葉は蹴りの力を利用して跳はね起きると、そのまま銃口の照準を合わせて発はつ砲ぽうした。

　魔王は地に転がりながらも間一髪で結晶化した腕で弾くが、その衝撃で吹ふっ飛とばされて壁に叩きつけられる。

「さっきから、ぐちゃぐちゃうるさいんですよ。本当は先せん輩ぱいの前からさっさと逃げたいだけのくせに」

　藍葉は口の中に入った土を唾つばと一いつ緒しよに吐はき捨てた。

　心の中はムカムカでいっぱいだった。

　原因は色々とあったが大きく分けて二つあった。一つは、まるで村人Ａのように夕日に扱われたこと。もう一つは、夕日が自分たちに噓をついていることだった。

「殺してくれとか、終わらせてくれとか色々言ってますけど──結局、あなたは先輩に拒きよ絶ぜつされることが怖こわいだけでしょう。自分がそんな姿だから。もう絶対に戻れないところまで魔族化が進行してしまっていることを確信しているから」

「……藍葉ちゃんに何がわかるのよ」

　今までの雰囲気とは一転して、魔王は怒ど気きが混じった低い声を吐き出した。

　だが、それを真っ向から受け止めても尚なお、藍葉は挑ちよう発はつをやめなかった。

「なんですか、違ちがうとでも言いたそうですね。でも、どれだけ否定しても、藍葉にはわかりますよ。藍葉はあなたと同じだから」

　──夕日と同じように勇也のことが好きだから。

　そう内心で呟つぶやいて、藍葉は魔王を直視した。

　藍葉が夕日の立場なら同じことを思っただろう。魔族化した己おのれを醜みにくく思い、勇也に拒絶されて受け入れられる未来がないなら死んだ方がマシとさえ思うだろう。

　もちろん、勇也は決して醜いなどとは言わない。夕日もそんなことはわかっているだろう。けれど、心の中では拒絶されているかもしれないと考えてしまうのも事実だった。

　だからこそ、藍葉は夕日の気持ちが狂くるおしいほどわかった。

　でも──たった一つの差異を挙げるとしたら、藍葉ならそれでも勇也のことを信じるということだった。不安を感じても尚、自分なら信じ続けるだろう。常にこの恋こい心ごころが拒絶される不安と戦い続けていた臆おく病びよう者ものの自分なら。

　しかし、夕日は己が臆病者であることから目を背そむけて、不安と戦うことからも逃げた。

　あの誰だれよりも強かった女性が。藍葉が唯ゆい一いつ勝てないと思った女性が。

　それが、藍葉にとってどうしようもなく気に入らなかった。

「先輩、あれをやりますよ」

　隣となりにいる勇也を一いち瞥べつして、藍葉は言った。

　遠くでは、魔王が膨ぼう大だいな魔力によって足元から結晶の世界を拡大させていた。歪いびつな音とともに地面から幾つもの結晶の槍やりが生まれる。穂ほ先さきはこちらに向けられ、伴ともなって響ひびく爆音で藍葉の言葉の残ざん滓しを消したいようにも思われた。

「なっ──正気か、蒼宮？　本当にあれをやるつもりか？　あれをやれば、お前も僕もタダじゃすまないんだぞ！」

「問題ありません。夕日さんには頭にきました。一発強烈なのを入れてやらないと気が済みません。だから、先輩──フォーメーションＯＰです」

「後こう悔かいしても知らないからな」

　知ったことではないと、勇也が前に向き直る。

　その直後、魔王の足元から結晶槍が射出され。

　勇也と藍葉は両手を繫つなぐと、装塡された恋愛磁場を利用して──大きく跳躍した。







　射出された結晶槍が着弾して爆発し、視界が煙で覆われる。

　どうやら直撃する前に、あの二人は何やら打ち合わせして躱したようだったが無む駄だだった。この魔王の体軀には不意をつく程度ではダメージは入らない。

　煙の向こうから上空を落下しながら、二人が現れる。

　だが、魔王はどんな攻こう撃げきすら見み逃のがさないつもりだった。

「何を企たくらんでも無駄よ。わたしを殺したいなら小細工は意味ないわ」

　この身体からだはほとんど自動的に「攻撃」に対しては反応するようにできるのだ。プログラムされているといってもいい。だから、小細工は意味がないのだ。脊せき髄ずい反射の如ごとく、魔王の瞳ひとみが一挙一動見逃さないように二人を観察する。

　そのとき、勇也の手が閃ひらめいた。

　来る──そう直感すると、全身が勝手に警けい戒かいして。

　そして、




　むにゅ。

　勇也が藍葉のおっぱいを揉もんだ。




「………………………………………………………………………………………………は？」

　驚おどろきのあまり、そのときばかりは魔王の制せい御ぎよ権が一時的に『彼女』に戻もどった。

　意味が、わからない。いったい、彼は──いや、彼らは何をしているのだ？

　しかし、その疑問が解消されるより早く、藍葉が蒼そう銃じゆうを構えた。

　胸を触さわられ顔を赤面させているものの、銃口は一いつ切さいブレていなかった。

　ピピッ。電子音がどこからか響く。




【恋愛磁場装塡率：62％】




　ぞわっ、と。魔王の背筋に嫌いやな感覚がはしった。理解はできない。だが、その攻撃を食らってはいけないと本能が喚わめいていた。

　魔王は反射的に地を転がって回かい避ひする。数コンマ遅おくれて、先程までいたところに強きよう烈れつな閃せん光こうが降り注いだ。弾だん丸がんが床ゆかを貫かん通つうして遥はるか下まで突つき進んでいく。

　とんでもない威い力りよくを目まの当たりにして、魔王は次撃を警戒して顔を上げる。

　すると、十数メートル先では勇也が藍葉に引ひっ叩ぱたかれていた。

「ほら、だから嫌だったんだよ！　お前、揉んでいいって言ったくせに殴なぐるじゃん！」

「せ、先輩が触りすぎなんですよ！　藍葉は少しだけって言ったじゃないですか！」

　勇也と藍葉がどちらに非があったのかガミガミと言い合う。

　しかし、そのやり取りは完全なる隙すきだった。魔王はもう一度あの危ない攻撃をされないように距きよ離りを一気に詰つめて。

　──図はかったように銃口を突きつけられ、自分が茶番で誘さそい込まれたことを察した。

　しまった、と己を呪のろうものの急に停止できるはずもない。

　魔王はその銃口に吸い込まれるように接近して。

「これで終わりだ、夕日」

　勇也が藍葉に身体を触ふれ合わせ、銃を持つ手を支える。

　刹せつ那な、魔王はエネルギーの奔ほん流りゆうに吞のみ込まれた。それだけではなく、そこから放たれた衝しよう撃げき波はは周囲一帯の床を砕くだいて──三人は階下へと落下した。




　　　　　　　◇




　勇也が瞼まぶたを開くと、そこは薄うす暗ぐらい部屋だった。

　面積はかなり大きい。魔族に関連する研究室なのだろうか。緑色の液体がたっぷりと注がれた巨きよ大だいなビーカーのような円柱があちこちにあり、数式や幾き何か学がく的な構造を示した紙があちこちの机の上に散らばっていた。注射や薬、見覚えのある魔族の姿がプリントされた写真も無造作に置いてある。

　どうやら、劇場から数フロア分ほど落下してきたらしい。身体強化されていなかったら死んでいてもおかしくない高さだった。

「……おい、蒼宮大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫ですけど……ここ、どこですか？　というか、夕日さんは？」

「夕日なら──」

　ザッ。目がその姿を発見するよりも早く、音でその居場所がわかった。研究室の対面の壁かべ。それに体重を預けるように、魔王がかろうじて立っていた。強固な鎧よろいである水すい晶しようのドレスは切り刻まれ、少ない表面積でかろうじて体たい軀くを守っている。そのせいか、先さき程ほどの一撃でも完全な戦せん闘とう不能までは追い込めていないようだった。

「……夕日さん、いい加減目が覚めましたか？」

　ボロボロの魔王に向かって、藍葉が一歩前に踏ふみ出した。

「今のあなたは錯さく乱らんしていて目の前の大事なものすら見えてないんです。いつまでも逃にげてないで、ちゃんと向き合って──」

「……違ちが、う」

　掠れた声とともに、魔王が悲痛な感情を顔に浮うかべた。

「違う！　違う違う違うッ！　わたしは逃げてなんかないッ！　魔族化してない藍葉ちゃんに何がわかるのよ！　傷つけたくない人を何人も傷つけて！　殺したくない人を何人も殺して！　こんな化け物、いったい誰が受け入れるのよ！」

　声を荒あららげて否定して、魔王は足元の赤い液体が封ふう入にゆうされている注射器を手に取った。

　それは、雪姫という女性が親子カップルの母親に打っていた薬──魔族化の薬だった。

「藍葉ちゃんなんか大嫌きらいよ！　わたしの方が先だったのに！　ずっと前から好きだったのに！　いつもいつも隣にいて諦あきらめなくて！　なのに、わたしがこんな化け物になっちゃったら──そんなの死んで諦めるしかないじゃない！」

　魔王は錯乱しているようだった。首筋に注射針を近づけていく。自らを守るようなその行こう為いは、まるで夕日の精神性が完全に魔王のそれと混ざり合ったかのようだった。

　転瞬、魔王の全身から再び強力な魔力が溢あふれ始めた。

　ギシギシ、と。魔力放出に合わせて空間が悲鳴をあげるように軋きしむ。それどころか周囲の世界が結けつ晶しよう化によって侵しん食しよくされていく。

　その身体は完全に夕日の制御下にはないようだった。

　魔王が肩かたまで腕うでを上げて横に振ふると、その手から眩まばゆい魔力光が漏もれる。その光は手から飛び出ていくと、剣けんを象かたどるように伸のびて結晶化した。さらに一いつ拍ぱく遅おくれて結晶が破は砕さいし、内部から透すき通るような刀身が現れる。

　その輝かがやきは悪を滅めつする聖なる光。星せい霊れい機装の輝きそのものだった。

　もちろん、本物であるはずがない。だけれど、夕日の潜せん在ざい能力と高密度の魔力を利用することでそれは限りなく本物の星霊機装に近づけられていた。

「蒼宮、危ない！」

　その光に途と轍てつもない脅きよう威いを感じ取って、勇也は藍葉に飛びつく。

　直後。擬ぎ似じ星霊機装から圧あつ倒とう的な力の暴風が解き放たれて、研究室が消し飛んだ。
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　かつて少年たちは三人で一組だった。




「さあ、今日は二人の初うい陣じん！　張り切って行こうね！」

　王城の一室。

　緊きん張ちようで顔を真っ青にしている勇也と藍葉に、夕日は笑え顔がおで言った。

「敵は魔ま族ぞくだけど、最低レベルの小鬼級しかいないみたい。二人には訓練通りいつでも星霊機装を起動できるようにしておいてもらうけど、私たち近この衛え兵が基本的には戦うから……だから、二人ともそんなに緊張する必要はないのよ？」

「き、緊張なんかしてねーよ」

「そ、そうです。藍葉は絶好調のとき、こんな感じになるんです」

「なんか二人とも今にも吐はきそうな感じなんだけど……本当に大丈夫？」

　夕日は二人の背中を優やさしく摩さすって。

　何か思いついたのだろうか。安心させるような柔やわらかな表情をつくって、夕日は勇也と藍葉の手をそれぞれ握にぎる。

「ほら、安心して。あなたたちのことはわたしが守るから。だから、二人はわたしのことを守ってね」

「僕たちがお前を……？」

　夕日の強さを考えればそんな必要ないはずだった。

　だけれど、夕日は二人の手を重ねるとその上に自分の手を置いて。

「わたしは二人がいっぱい訓練したことを知ってる。だから、わたしは背中を安心して任せられるの。三人でそれぞれの背中を守れば誰だれも死なない。そうすれば、ね？　大丈夫でしょう？」

　そう紡つむがれながら伝わってくる夕日の熱は力強くて。

　勇也と藍葉は自然と首を縦に振っていた。
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「……っ」

　衝しよう撃げきが収まるのを待って、藍葉はゆったりと瞼を開いた。

　一目でわかるほど研究室は滅め茶ちや苦く茶ちやだった。機材は無残に破は壊かいされ、緑色の液体が入っていた巨大なビーカーからは中身が零こぼれ出している。壁へき面めんは結晶で覆おおわれ、足元には無残に破壊され散らばった機材が転がっている。結晶の雪がキラキラと舞まい、魔王はその中心で淡あわい色の結晶のドレスを纏まとって立っていた。

　まるで室内で吹雪ふぶきと嵐あらしが同時に起こったかのような光景。

　されど、藍葉は自身の身体からだが痛まないことに気づいて。

「先せん、輩ぱい」

　──そこでようやく、藍葉は勇也に覆い被かぶさられていることに気づいた。

　ドサッ。限界だったのか、勇也が糸が切れた操あやつり人形のように床に崩くずれ落ちた。

　全身傷だらけで鮮せん血けつが滴したたり落ち、勇也の周辺には血の池が出来上がっていた。本来、淡い色であるはずの結晶の破は片へんは真しん紅くに染まっている。

「先輩、先輩大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　あの一撃から勇也が身を挺ていして庇かばってくれたのだと脳が理解したときには、藍葉は勇也の身体を揺ゆさぶっていた。

　勇也の口からひゅーひゅーと空気が行き来する。息はまだあったようだったが、意識は朦もう朧ろうとしているようだった。藍葉が話しかけても応答する気配はなかった。

　そのとき。魔王が近づいてくる気配を感じ取って、藍葉は顔を上げた。

「……やっぱり見み逃のがしてくれませんよね」

　魔王の周囲に風が渦うず巻まき、強力な魔力が循じゆん環かんする。

　ボロボロになった服を脱ぬぐと放ほうり投げて、藍葉は薄うす着ぎで立ち上がった。

　迷っている暇ひまはなかった。一刻も早く魔王を倒たおして帰き還かんする。それが勇也を助けるための最善手だった。

「先輩は藍葉が守ります。だから、そこで待っててください」

　勇也を庇うように立って、藍葉は蒼銃を握った。

　勇也に守られるだけの関係は嫌いやだった。だから、今度は藍葉の番だ。そして何よりも、勇也を死なせないと誓ちかったから。それだけは守らなければならなかった。

　前を向くと、魔王は完全に修復が完かん了りようした結晶のドレスに身を包んでいた。夕日の自我はもうないのだろう。その瞳ひとみには既すでに意志の光が見えなかった。

「……そういえば、さっき藍葉のことが嫌いみたいなことを言ってましたけど──奇き遇ぐうですね。実は、藍葉もあなたのことが大っ嫌いです」

　敵意を剝むき出しにして、藍葉は嗤わらう。

「だから、あなたにも絶対に生きて帰ってもらいます。あなたは藍葉が必ず救います」

　勇也の心を独どく占せんされるのはもう嫌だった。

　今度こそ死んで勝ち逃げさせるわけにはいかなかった。正々堂々勝負するためにも、夕日には生きて貰もらわなければならなかった。

　だから、必ず救う。

　勇也も、夕日も勝手に死ぬことは──藍葉が許さない。

　腰こしを落とすと、藍葉は前を見み据すえて。

「────行けッッ！」

　己おのれを𠮟しつ咤たする声とともに、藍葉は自分の身体を省みることなく全力で駆かけ抜ぬけた。
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「…………ぅ」

　続けざまに響ひびく爆ばく音おんに、勇也は苦く悶もんの声を漏らして顔を上げた。

　たったそれだけで、業ごう火かで燃やされているかのような感覚が腹部から全身に回った。あまりの痛みに叫さけび声をあげる。同時に、今まで意識を失っていたことを察する。

　時間にしたら数分も経たっていないはずだった。だというのに、研究室の様相は大きく変わっていた。

　結晶で覆われた壁面。足元には無残に破壊され散らばった機材や魔族化の注射。キラキラと舞う結晶の雪。幻げん想そう的な世界の中心で、その二人は戦っていた。

　淡い色の結晶によってドレスのように身を包んでいる魔王と、真っ赤な血を全身から溢れ出している藍葉。どちらが優勢かなど一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。藍葉の鬼き気き迫せまる猛もう攻こうにも、魔王はビクともしない。

　恐おそらく自我が完全になくなっているのだろう。魔王の攻こう撃げきの手に迷いはない。

　それだけではなく、魔王の手には擬似星霊機装がある。赤子でも勝敗の結果が予測できるはずだった。このままではあと数分も経たないうちに藍葉は殺されるだろう。

「……ッ」

　勇也は手を伸ばして魔族化の薬を握った。

　これを刺させば再び戦えるようになるだろう。魔族化の実験は幼少期に死ぬほど繰くり返してきた。一時的ならば、魔族化をコントロールすることも不可能ではないはずだ。

　だけれど、少しでも間ま違ちがえば魔王がもう一人復活することさえ有り得るのだ。

　そのとき。

　ぎゅん、と。魔王の顔がこちらに向けられた。

　背筋が凍こごえるような寒気。その瞳には完かん璧ぺきに勇也の姿は映ってはいなかった。魔王が手を一ひと振ふりするだけで、三条もの結晶の槍やりが時間差をつけて勇也へと撃うち出される。意識を保っているのが精せい一いつ杯ぱいであるのに、それを避さける余力などあるはずもなかった。

　しかし。

　──させ……るかぁぁぁっ！

　魂たましいの底から響くような強きよう烈れつな声。それは実際に聴ちよう覚かくに触ふれたわけではない。だが、勇也は確かにその声を知覚していた。

　藍葉が勇也を守る盾たてになるように槍の前に立ちはだかった。

　一本目は銃じゆう弾だんで弾はじき飛ばす。二本目は恋愛磁場が切れたのか銃そのもので受け止められ、砕くだけて四散する。

　そして、三本目。

　藍葉は己の身体で受け止めようと足に力を入れ──

　時間が何十倍にも引き伸ばされる感覚。

　拡張された意識の中で、勇也は周囲の状じよう況きようを驚おどろくほど鮮せん明めいに感じ取った。

　藍葉の柔やわ肌はだを裂さこうとする槍。ただの少女のように恐きよう怖ふを表情に出して、しかし、それを超こえる勇気を持って立ち続ける藍葉。

　脳のう裏りに槍に貫つらぬかれる藍葉の姿がよぎる。

　それは、果たして幻想か、それとも数秒後に起きる未来か。

　どちらでもいいが、その光景はどうしようもなく気に入らなかった。

　藍葉が死ぬことだけは何な故ぜかどうしようもなく許せなかった。

　カッ、と。目を見開くと、勇也は絶ぜつ叫きようして震ふるえる足で立ち上がった。

　だが、魔族化の薬は使わなかった。それを使っては目の前の魔王の存在を肯こう定ていしてしまう気がした。違うのだ。勇也が戦うのは魔王を肯定するためではなく、否定するためだ。

　だから、自分が使うのは魔族化の力ではない。

　恋こいの力、だ。

「蒼宮は──やらせねぇッ！」

　剣けんを顕けん現げんさせると力を振ふり絞しぼって、勇也は藍葉に迫せまっていた槍を叩たたき落とした。僅わずかに軌き道どうが逸それ、されど、慣性に従って凄すさまじい音とともに背後の壁かべに突つき刺さった。

　立ち上がった勇也の体たい軀くはボロボロだった。

　相変わらず血が溢あふれているし、痛みは酷ひどくなっていた。

　でも、腕うでと足は動いた。それだけ動けば十分だった。

「先、輩……？」

　藍葉が身を案じるような視線を向け、手を伸のばそうとする。

　だが、大だい丈じよう夫ぶだと伝えるつもりで手で制すると、勇也は魔王に視線を注いだ。

「……やっぱ、お前が何を言っているかよくわかんねーよ。わたしみたいな化け物は受け入れない？　ふざけるな！　僕がその程度のことでお前を見捨てるわけがないだろっ。わたしは止められない？　ふざけるな！　魔王おまえ程度、僕と蒼宮が──僕たち双騎士カツプルが止められないわけがないだろっ」

　言いながら歩いて、勇也は藍葉の隣となりに立つ。

「恋をしたら強くなる、だっけ。あのときはお前の言うこと全然わかんなかったけど、今なら少しわかる気がする。恋はしてないけど、誰かを絶対に守りたいって想おもいはわかる。その想いが人を強くするってことはわかる」

　勇也が隣を見ると、藍葉と視線がぶつかった。

　どちらからともなく手を差し出して握にぎる。途と方ほうもない安心感。たったそれだけで戦う力が湧わいてきて、どんなことでも可能に思えてくる。

「お前に今からそれを見せてやる。僕たちの強くなった姿を、僕たちのいちゃいちゃを」

「それであなたを超えて救ってあげますよ。だから、夕日さん──」

　二人は声を揃そろえて挑ちよう戦せん的に告げる。

「「──あとは任せろ」」







　夕日は薄うすれゆく意識の中で、その言葉を聞いていた。

　身体の制せい御ぎよ権はとっくになく、手を出すこともできない。

　だけれど、その必要もないことを、夕日は二人から感じていた。

　……敵かなわないな。

　昔はあんなに頼たよりなかったのに。今の二人なら自分が不可能だと思っていた魔族化の解除もできるような気がしていた。

　いつまでも逃にげてないで向き合え。──ああ、あの子の言う通りだ。わたしは彼から、彼らから逃げていた。わたしは最初から二人を信じるだけで良かったのだ。魔王の力を超えて、自分を戻もどしてくれると。

　ずっと前に、わたしの背中はあの子たちに預けると約束していたはずなのに。

　……うん、あとは頼たのんだよ。

　夕日は最後に残った意識の残ざん滓しで呟つぶやく。

　そうして、今度こそ完全に夕日の自我が魔王の中から消え去った。







「ったく、お前と一いつ緒しよにいると、何でいつもこんなことになるんだろうな！」

「いつもいつも言ってますけど、それ藍葉の台詞せりふなんですけど！」

　魔王の攻撃が次々と迫ってくる戦場で、勇也と藍葉はいちゃいちゃしていた。

　縦じゆう横おう無む尽じんに研究室内部を駆けながら、二人は魔王を翻ほん弄ろうする。あるときは手を繫つないで、あるときはお姫ひめ様さま抱だっこで、あるいはあるときはハグをして、魔王の必殺の攻撃を次々と叩き落としていく。かつては人類の三割を殺した魔王の力も、世界最強の双騎士カツプルの前では無力に等しかった。

「未来に飛ばされて、いちゃいちゃさせられて、挙げ句の果てには魔王と戦うことになって！　ロイヤルストレートフラッシュじゃねぇか！」

「じゃあ、先せん輩ぱい。藍葉との双騎士カツプル、解消しますか？」

「はっ、馬ば鹿か言うなよ！　そんなことしたら、刺し激げきがなくなって退たい屈くつになるだろうが！」

　四方八方から襲おそってくる魔王の猛もう攻こう撃げきを凌しのいで、勇也は藍葉と背中を合わせた。

「物好きですね、先輩も」

「お前も相当だけどな。何度も酷い目に遭あってるのに、いつも一緒にいるんだから」

「ま、そのおかげで未来旅行ができたんで特に悔くいはありませんよ」

「地じ獄ごく旅行との差異がいまいちわかんないけどな」

　ふと、二人はおかしくなって笑い声をあげた。

　戦場だというのに緊きん張ちよう感が全くなかった。だが、これこそが自分達らしかった。

「行くぞ、蒼宮！」

「はい、先輩！」

　その掛かけ声で、勇也と藍葉は同時に前へと走り出した。

　魔王が足を踏ふみ鳴らして三条の結けつ晶しようの槍を撃ち出すが、それは今の二人にとっては足止めにすらならなかった。

　一条目──勇也が黒剣の腹で弾くと、軌道を変える。

　二条目──藍葉が蒼そう銃じゆうの引き金をひくと、後方へと吹ふっ飛とばす。

　三条目──勇也が黒剣で一いつ閃せんし、槍を縦に真っ二つにする。

　魔ま王おうが擬ぎ似じ星せい霊れい機装の刀身を魔力で覆おおって振り下ろす──藍葉が前に出ると、恋愛剣を起動してエネルギーを解放し、己おのれもろとも巨剣を弾き飛ばす。

　魔王の巨剣が衝しよう撃げき波はで跳はね上がり、無防備な躰からだを晒さらす──勇也は運動エネルギーすべてを力に変えて強烈な突きを放った。

　魔王の鎧よろいである結晶のドレスを穿うがち破は砕さいすると、ついにその効力を失う。

　結晶の破は片へんの軌き跡せきを残しながら、魔王は部屋の端はしまで後退した。

　間かん隙げき。

　勇也と魔王の視線が交こう錯さくする。二人は同期したように、数十メートルの彼ひ我がの距きよ離りがあるというのに互たがいに剣を振り上げ。

　勇也の黒剣の刀身が明めい滅めつし極光が溢れる──残存恋愛磁場の解放。

　魔王の擬似星霊機装が漆しつ黒こくに染まって魔力が放たれる──魔力の放出。

　刹せつ那な。空間が削けずり取られるような音とともに、互いの剣からエネルギーの光こう芒ぼうが放たれると、二人を結んだ線分の中点で激げき突とつした。互いの境界を押し合って、空間が軋きしみをあげる。衝撃で足元が陥かん没ぼつして床ゆかがひび割れる。覆っていた結晶が床から剝はがれていく。

　しかし、

　──押し……負けるッ！

　予想以上に強力な魔力の一撃に、勇也は内心で唸うなって歯は嚙がみした。

　この一撃に魔力の大半を注ぎ込んでいるのか、じりじりと押し込まれていく。このままでは恋愛磁場が魔力に吞のみ込まれてしまうのは時間の問題だった。

　そのとき。

「ったく、なんて顔をしてるんですか、先輩。夕日さんを連れて帰るんでしょう？」

　勇也の隣に立ち、手を重ねてきたのは数多あまたの戦場をともに駆かけ抜ぬけてきた相棒だった。

　先さき程ほどは身を挺ていしてまで隙すきを作っていたが、まだ動けたらしい。

　恋愛磁場を少しでも補給するためか、藍葉が柔やわっこい身体からだを密着してくる。

「それとも、もう諦あきらめたんですか先輩？」

「そんなわけないだろ。今ちょうど策を考えてたんだよ！」

　そう言い返しながら、勇也は足に力を入れて踏ん張る。

　だけれど、もう負ける気はしなかった。藍葉がそばにいてくれるおかげか焦あせりは自然と消えてしまっていた。

　勇也と藍葉はこれまで色々な強敵と戦ってきた。けれど、どれも一人で切り抜けられたとは思わない。隣に藍葉がいてくれたから、勇也は今まで戦ってこられた。憧あこがれの女性が魔王として復活していても、藍葉のおかげで再び立ち上がることができた。

　だから、大丈夫だ。

　藍葉と一緒なら、今回もきっと切り抜けられる。

　勇也が首を動かすと、藍葉と視線が合った。

　藍葉がふわりと微笑ほほえむ。それに合わせて口元を綻ほころばせると、勇也は前を向いて。

「なあ、蒼宮。こんな時だけどさ、お前に言っておきたいことがあるんだ」

「えっ……」

　その真しん剣けんな表情に、藍葉が何かを期待したように息を吞のんだ。

　そうして、勇也は告げる。

　たぶん、一生で一度しか言わないであろう大事なことを。




「──恋愛磁場、切れたみたい」




　ゴッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ！

　魔力の一撃に押し負けて、漆黒の閃せん光こうがすぐそばを通り抜けた。

「いやいやいやいやいや！　何言ってんですか先輩！　マジですか、マジでこの流れで恋愛磁場切れちゃったんですか!?」

「冗じよう談だんでこんなこと言うわけないだろ！　もう一ひと欠片かけらもねぇよ！　どうするんだよこれ！」

「知りませんよ！　考えもなしに使ったのは先輩でしょう！」

　そんなことをぎゃあぎゃあと言い合っていると、更さらに悪いことは続く。

　メキリ。今まで魔王や勇也たちが散々暴れ回ったせいか、あるいは恋愛磁場と魔力が密室に込こめられたせいか。水晶宮殿の方が耐たえられなくなって床が崩ほう落らくする。

　そして、二人は瓦が礫れきとともに空中に放ほうり出された。

　それだけではない。宮きゆう殿でんの地じ盤ばんすら粉々に砕くだけたのか、二人が落下していく先にあったのは水晶宮殿の床ではなかった。

　遥はるか遠くにある、ぶつかれば真っ赤な花が咲さきそうな固い固い地面だ。勇也たちが乗り込むと同時に、この宮殿は浮ふ上じようしていたため相当な高さである。

　一転して上空に視線を向けると、魔王が擬似星霊機装に魔力を集中させていた。

　このままでは、あと数十秒もしないうちに再び強きよう烈れつな魔力の咆ほう哮こうが放たれてしまう。

「馬鹿、先輩は馬鹿なんですか！　エネルギー残量を考えないで普ふ通つう戦いますか!?」

「うるせえ！　一番驚おどろいてんのはこっちなんだよ！　なんでだよ！　僕たち、格好良く決めたんじゃん！　なんか勝てそうな雰ふん囲い気きだったじゃん！　すげー恥はずかしいんだけど！」

《勇也さん！　藍葉さん！　無事ですか!?》

　突とつ如じよ、天音の声が響ひびいた。王城から出撃する前に渡わたされた小型の通信機からである。

　どこからか見ているのか、天音はテキパキと指示を出す。

《お二人の状じよう況きようは把は握あくしていますわ！　衝撃はこっちで何とかしますので、夕日さんの方に集中してください！》

「そ、そう言われてもどうすればいいんだよ！」

《決まっているでしょう！　お二人でもう一度いちゃいちゃして、藍葉さんの銃で攻撃するのですわ！》

　そんな天音の助言に、二人は疑問の声をあげることもなくその通りに実行した。

　差し出される藍葉の手を握る。これでいちゃいちゃしたことになり撃うてるはず──

　ピピッ。恋愛磁場が更こう新しんされる。




【恋愛磁場装そう塡てん率：12％】




「たったこれだけ!?　これじゃ全然足りないんですけど！」

　その数字を見て、藍葉が驚きよう愕がくの声をあげた。

《何をしているんですか、お二人とも！　いちゃいちゃが足りませんわよ！　もっと、いちゃいちゃしてください！》

「んなこと言ってもしょうがないだろ！　他に何をすればいいんだよ！」

「恋愛磁場が高まるのは何事も初めてのときですわ！　つまり、勇也さんと藍葉さんがやることは一つ──さあ、ズボンを脱ぬいでセ◯クスですわ！」

「できるわけねぇだろ！　ここ空の上だぞ！」

「先輩、そういう問題じゃないです！」

《なら、何でもいいので想おもい合ってください！　恋愛感情が高ぶれば何でもいいのです！》

「んなこと言われても……」

　藍葉に強烈な恋愛感情を向けろ。そんなこと急に言われてもできるわけがない。

　くそっ！　いったい、どうすればいい!?

　どうすれば、こいつといちゃいちゃできる!?

「……恋愛磁場は互いに想い合わなきゃ駄だ目め、ですか。道理で……」

「な、何を冷静に言ってるんだよ！　お前この状況わかってんのかよ！」

「もち、わかってますよ。というか、先輩が協力してくれるなら、たった一つだけ恋愛磁場をいっぱいチャージする方法があるんですけど。どうしますか？」

「協力するに決まってるだろ！　何でもするから教えてくれ！　僕は何をすればいい!?」

「なら──」

　言いながら、藍葉が勇也の頰ほおを両手で挟はさんで。

　ちゅっ──

　優やさしくほとんど触ふれるようにして、藍葉と勇也の唇くちびる同士が触れ合った。

　え、ちょっと待て？　今、何をされた？　もしかして、今のってキスじゃ……？

　混乱して目を見開く。

　そんな勇也の耳元に顔を寄せると、藍葉は小こ悪あく魔まめいた笑みとともに囁ささやく。




「──なら、藍葉にさっさと惚ほれてください、ばか」




　ピピッ。恋愛磁場が更新される。



















【恋愛磁場装塡率：92％】




　エネルギーが急速に溜たまっていく。

　銃じゆう口こうから光が溢あふれる。

　その光は、魔王を巻き込んで上空へと突つき抜けた。







　その光の柱は、水神島のあちこちで人々が目もく撃げきした。

　それは祝しゆく砲ほうだった。二十五年もの歳月、姿を消していた双騎士の帰き還かんの知らせだった。

　そうして、語り継つがれる。

　仲が悪くて度たび々たび喧けん嘩かして悪態をつきながらも──それでも、どんな障害にも打ち勝つ二人の少年少女の物語が。

　恋愛至上都市の双騎士の物語が。







　　　エピローグ




「……お二人とも本当に帰ってしまうのですか？」

　王城・城門前。天あま音ねがドレスの端はしを摑つかんで寂さびしそうに呟つぶやいた。

　今までの稚ち気きを脱だつした振ふる舞まいからでは考えられない、年相応の顔。

　にこりと笑って、藍あい葉はは天音の頭を優しい手つきで撫なでる。

「そんな顔をしないでください、天音様。藍葉たちはいなくなるわけじゃありません。ただ帰るだけです」

「でも、もう少しここにいても……それに藍葉さんたちが望むならずっと王城にいても」

「天音様、それぐらいで勘かん弁べんしてあげてください」

　華か恋れんが宥なだめるように優しい手つきで、天音の肩かたに触れた。

　勇ゆう也やは目線を下げて天音の顔を覗のぞきこむ。

「なあ、天音。お前に夕ゆう日ひへの伝言頼たのんでいいか？」

「……夕日さんに、ですか？　でも、夕日さんは魔族化から順調に回復へと向かっていますけど、いつ目を覚ますかわからないのですよ？」

「いいから、目が覚めた時にこう言って欲しいんだ。『僕たちはまたお前に会いにいく。だから待ってろ』って。当然、その時には天音のところにも会いにいくつもりだからな」

「は、はいっ。承うけたまわりましたわ」

　嬉うれしそうに顔を綻ばせて、天音は何度も頷うなずく。

「じゃあ、二人ともまたね。元気にやるのよ」

「ああ、柊ひいらぎ、お前もな」

「また会いましょう、華恋さん」

　天音と華恋に見送られながら、二人は倉庫街に向かって歩き始める。

　長くもあり短かった一ヶ月近く。けれども、この時代にいるのは今日で最後だ。




「……それにしても、水みず神がみ周防すおうは何がしたかったんだろうな」

　潮風に髪かみをなびかせながら、勇也と藍葉は倉庫街を歩いていた。

　あれから色々なことがあった。

　まず水神周防は捕つかまえることに成功していた。というよりも、何な故ぜか王城の前に縛しばられた状態で放置されていたのだ。顔には『借りは返したぜ』という張り紙もついていたらしいが、その犯人は依い然ぜんとして謎なぞのままだった。

　次に、若わか竹たけが戻もどってきたことで過去に帰るアイテムの在あり処かが判明したのだ。魔王事件も解決したし、二人がこの時代にいる理由はなかった。

「若竹様によると、なんかよくわからないことを言っていたらしいんですけど。いずれ、この世界に訪れる〈恋愛終末戦争ラブナロク〉。そのための準備をしなければならないとか」

「……なに、そのバカっぽい名前？」

「さあ？　よくわかりませんけど、とにかく私し利り私し欲よくのために馬ば鹿かげたことをしたことには間ま違ちがいありません。……それよりも、夕日さんは置いてきて良かったんですか？」

　何故か恐おそる恐る訊たずねてくる藍葉に、勇也は首しゆ肯こうする。

「まあな。ちょっと寂しいけど──また、いつか会えるだろ」

　勇也が歩くことを止めなければ、もう一度会うことができる。この道は未来に続いているのだから。二度と会えないと思っていたのだ。二十五年の歳月など障害ですらない。

　天音に、華恋に、近この衛え兵の面々に、それから二次元嫁よめの騎き士し団の奴やつらにも。

　少しの間別れてしまうだけで、きっと会えるはずだ。

　そういえば、一つ気になっていたことがあったのだった。

「なあ、蒼あお宮みや。お前、なんであのときキス──」

「あ、そう言えばお土産みやげを買うの忘れてました！　どうしましょう、先せん輩ぱい！」

「いや、お土産は買わなくても別にいいだろ。そうじゃなくて、なんであのとき──」

「先輩、帰ったら水神ランド全額奢おごりですからね」

「お前、こんなことあったのにまだ行きたいのかよ。ってか、そうじゃなくて！」

「結局、若竹様って誰だれと結けつ婚こんしたんでしょうね」

「いい加減、話を逸そらすな！」

　勇也は堪こらえきれずに叫さけんでしまうが、藍葉は無視して先に走っていってしまう。

　……まあ、いっか。

　藍葉とはこれからも一いつ緒しよにいるのだから。問い詰つめる時間はたっぷり残っている。

　そうしている間に、二人は倉庫街の目的の倉庫前に辿たどり着く。

　若竹が言う通りならば、この中に過去に帰れるアイテムが置いてあるのだろう。

「さあ行きましょう、先輩」

　笑顔で言ってくる藍葉に、勇也は頷く。

　そして、二人は扉とびらを開け、一歩前に踏ふみ出す。

　みんなが待っている過去へと。


（完）



　……とはならなかった。

「……へっ？」

　扉を開けた向こう。そこにいたのは大量の賊ぞくだった。

　明らかに犯罪集団らしき格好と武器を持っている。よく見れば〈二次元嫁の騎士団〉の面々である。二次元グッズを持ったまま、アリスと雪ゆき姫ひめが呆ぼう然ぜんとこちらを見つめている。

　そこで見計らったように、携けい帯たい端たん末まつが震ふるえる。

「……はい、黒くろ峰みねだが」

《ああ、言い忘れたが》

　通話の向こうで、若竹が言う。




《過去に戻れるアイテムがあるというのは、噓うそだ》




「ちくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　勇也と藍葉は全力で踵きびすを返して逃にげ始めた。

「なんで毎回こうなるんだよ！　おかしいだろ！　絶対におかしいだろ！」

「ほんとですよ！　藍葉たち頑がん張ばったじゃないですか！　なのにこんなの酷ひどすぎます！」

「くそっ、もう近衛兵たちに見つかった！　お兄さんたちにオレたちのことを報告させたらまたアジトを変えなきゃいけないから、絶対に逃にがすなよ！　それと、お兄さんにはもう借りを返したから手加減すると思うなよ！」

「いや、借りなんて返してもらった覚えないけど！」

「う、うるさい！　返したって言ったら返したの！」

「くそっ、アリスちゃんのくせに生意気です！」

「それどういう意味!?」

　たくさんの団員を引き連れて襲おそってきながら、アリスが叫んだ。

　すると、再び携帯端末が震え。

「はい！　黒峰ですが！」

《若竹だ》

「お前ぶっ殺してやる！　今から、こいつら連れて王城に乗り込んでやるからな！」

《ほう、そこまで元気があるのか。ならば、ついでにそいつらを捕とらえてくれると助かる。どうやら、水神周防との全面戦争の間に逃げられてたみたいでな。今、王城の修復やらで人手が足りなくて困っていたんだ》

「ふざけんな！　んなこと聞く義理があるか！」

「そ、そうですよ！　絶対に聞きませんよ！」

《ならば王城の入り口は閉じておこう。今日はそいつらと野宿だ。存分に楽しんでくれ》

「う、噓ですよ、若竹様！　そんなこと言わないでくださいってば──って、こいつ通信切りやがった！　ふざけんな！」

「先輩、先輩！　後ろから迫せまってきます！　やっぱ走って逃げるのは無理です！」

「戦えってか！　もう一回、いちゃいちゃしろってか！」

「ああ、もう！　何でも良いからやりますよ！」

　そうして、全力でいちゃいちゃする。

　双騎士として世界の平和を守るために。

「さあ、先輩！　今日も、藍葉といちゃいちゃして世界を救いますよ！」

　ピピッ。恋愛磁場が更こう新しんされる。




【恋愛磁場装そう塡てん率：──】










　　　あとがき




　はい、今度こそ終わりです。何を言っているかわからない方は最初から読んでいただければ幸いです。絶対に途と中ちゆうからは読まないでください。絶対です。フリではありません。

　初めまして、篠しの宮みや夕ゆうです。

　本作は、第三十回ファンタジア大賞におきまして〈金賞＆審しん査さ員特別賞〉という身に余る評価をしていただいた投とう稿こう作を改かい稿こうしたものです。お楽しみいただけたでしょうか。

　本作のコンセプトは『主人公たちが世界を救うためにいちゃいちゃする』というものです。そこから整えていったら、ファンタジーっぽく、且かつＳＦ（少し不思議）っぽく、且つラブコメっぽくもあるという様々なフレーバーが混ざった作品となりました。ぼやけてしまった可能性もありますが、色んな風味が楽しめる作品になってたらいいなと思います。

　実は、全員ではないのですが登場人物にもそれぞれコンセプトがあったりします。

　例えば、藍あい葉はは『負けヒロイン的な勝ちヒロイン』です。具体的に言いますと〈二、三番目ぐらいに出てくるヒロイン〉──作品の外側から発生する不思議な力のせいで、どう足あ搔がいても勝てないけれど、魅み力りよくたっぷりで作品終しゆう盤ばんに自ら身を引いたり玉ぎよく砕さいしたりする感じの子、ということです。皆みな様さまはどの子を思い浮うかべるでしょうか？　この物語は、そんなヒロインである藍葉が報われる……報われればいいなあと思っております。

　では、最後に謝辞を。

　まず初期からのツマラナイ作品を読んでくれた友人たちへ。特にＳさん。あなたがいたからここまでこられました。でも、作家になると初めて言ったときに鼻で笑ったことは忘れていません。賞金の札束で引っ叩ぱたきたいので、今度何か食べに行きましょう。その他にも私に大きな影えい響きようを与あたえてくださった、ＡさんやＹＵさんに感謝を。

　次に、けこちゃ様。美び麗れいかつ素す晴ばらしいイラスト、本当にありがとうございます。送られてくる度たびに驚きよう愕がくするばかりです。長く続けられるように努めていきますので、何なに卒とぞ宜よろしくお願いします。

　更さらに、拙せつ作さくを選出してくださった編集部の皆様・選考委員の先生方に厚あつく御おん礼れいを申し上げます。そして担当編集者のＴさん。的確なご指し摘てきで、投稿作よりも何倍もパワーアップしました。ありがとうございます。次はちゃんと締しめ切り守ります。

　そして何よりも、この作品を手に取ってくださった皆様に多大なる感謝を。

　それでは、本作が皆様の頭の片かた隅すみに置いていただけることを祈いのって。


篠宮　夕　










篠宮夕

●しのみやゆう



第30回ファンタジア大賞〈金賞＆審査員特別賞〉受賞の本作にてデビュー。『主人公たちが世界を救うためにいちゃいちゃする』というコンセプトで書いた結果、ファンタジーっぽく、且つＳＦっぽく、且つラブコメっぽくもあるという様々なフレーバーが混ざった作品となりました。色んな風味をお楽しみいただけると幸いです。


















カバー・口絵・本文イラスト／けこちゃ

カバーデザイン／伸童舎










恋れん愛あい至し上じよう都と市しの双騎士カツプル








篠しの宮みや　夕ゆう
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